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2017 年 7 月 5 日 
学長 大橋 有弘 殿 

明星教育センター担当副学長 
明星教育センター長 菊地滋夫 

 
平成 28（2016）年度 全学入学前教育プログラム 実施報告書 

 
Summary（概要） 
・平成 28(2016)年度に実施の全学入学前教育は、（１）スタートアップ講習、（２）通信教育、（３）フ

ォローアップ講習、（４）スクーリング、（５）特別講座の５つのプログラムを行った。 
・スタートアップ講習での授業体験や在学生との関わりは、入学後の大学生活をイメージする良い機会

になったのではないかと考えられる。また、同日に実施した保護者ガイダンスでは、活発な質疑応答が

なされ、本学の教育に対する関心の高さがみてとれる内容となった。 
・通信教育では、前年度よりも高い完了率となり、目的として掲げる学力の伸張がみられ、真剣に学習

に取組む姿勢がみられる。 
・フォローアップ講習は、参加者は 6 名であった。実施時期を前年度よりも一ヶ月前倒しにし、「きち

んと学習するように」といった個別指導を密に行った結果、対象者が大幅に減少した。 
・スクーリングは、利用に対する宣伝・周知により延べ 97 名の参加があった。 
・特別講座は 222 名の参加があった。 
・次年度への課題として、①通信教育プログラムの再検討、②通信教育（英語 Sコース）の修了テスト

変更、③小論文課題の採点基準の見直しと ICT システムの活用、④リメディアル教育との円滑な接続

（「学習ステーション」の積極的な活用）などが挙げられる。 

 
１ はじめに 

平成 28 年（2016）年度の全学入学前教育プログラムは、（１）大学生活への夢を膨らませる、（２）

学ぶ意欲を引き出し基礎学力を向上させる、（３）学び続けることの重要性を認識させる、を目的とし

て実施した。 
（１）大学生活への夢を膨らませる 

AO 入試（AO9 月、10 月、12 月）合格者、推薦入試（指定校・公募制・スポーツ文化・明星高校

特別）合格者を対象として実施したスタートアップ講習（平成 28 年 11 月 20 日（日）、平成 28 年

12 月 23 日（金））、一般入試（前期）合格者および一般入試（中期）合格者を対象として実施した

特別講座（平成 29 年 3 月 22 日（火））などを通じて、平成 29 年 4 月以降の大学生活をイメージさ

せることができた。 
（２）学ぶ意欲を引き出し基礎学力を向上させる 

AO 入試、推薦入試合格者を対象にして行ったスタートアップ講習で実施したプレテスト、プレテ

ストの成績によって難易度の異なる内容からなる通信教育を継続して学習させることなどによって、

基礎学力を向上させることができた。 
通信教育の英語、国語、数的処理・理系数学のうち一科目でも進捗率 0 パーセントの入学予定者

については、2 月 15 日（水）・16 日（木）にフォローアップ講習を実施した。通信教育では、入学

までの間の時期を漫然と過ごすことなく、継続して学習してもらうことを主な目的として、前年度

同様に e ラーニングを主とした教材で実施し、e ラーニングでは、学習が滞ったときに速やかに学習

支援（電話やメール等で学習を促す）を行い、今年度は前年度以上に受講生の学習状況の把握に努
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め、学ぶ意欲の低下に起因する受講生の脱落防止に重点を置いて実施し、相対的には学ぶ意欲を引

き出すことができた。 
明星大学の歴史・現状・教育理念・教育方針および入学前教育プログラムについての理解を促す

ことを目的として実施した保護者ガイダンスは、90 パーセント以上の参加者から高い評価を得るこ

とができた。 
（３）学び続けることの重要性を認識させる 

AO 入試、推薦入試合格者について、合格後から 2 月末まで通信教育による学習を継続して行わせ

る等、一般入試（前期・中期）合格者については、平成 29 年 3 月 22 日（水）に実施した特別講座

（テーマ「大学で学ぶ」）等の機会において、学び続けることの重要性を認識させることができた。 
 
入学前教育に関する詳細は、委託業者（株式会社ワオ・コーポレーション）による「2017 年度入学

生対象 明星大学 入学前教育 結果報告書」）を参照されたい（学部支援室に配置）。 
 
２ 入学前教育プログラム実施概要 
２－１ プログラムの構成 

入学予定者に対して（１）スタートアップ講習、（２）通信教育（紙媒体による添削指導および e
ラーニング）、（３）フォローアップ講習、（４）スクーリング、（５）特別講座とし、保護者に対して

は保護者ガイダンスを実施した。 
 

２－２ 実施日程（表１） 

 8 月 9・10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 

対象者 
  AO9 月 

AO10 月 
AO12 月、指定校、公
募制、スポーツ・文
化活動特別、卒業生
子女特別 

 

大学全体の
プログラム 

学 科 主
任 説 明
会（8 月
上旬） 

  
①～④ 

 
 
学 科 入
学 前 プ
ロ グ ラ
ム 

 

① スター
トアッ
プ講習
(1) 

プレテスト問題検討 20 日（日） 23 日（金）    4 月 1
日（金） 
学力実
態調査 

② 通信教
育(1) 

e ラーニングコンテ
ンツ検討 

  
 

 
 

  
 
 

 

③ フォロ
ーアッ
プ講習
(1) 

   
 

  15 日（水）
16 日（木）
  

  

④ スクー
リング
(1) 

        

① 特別講
座(1) (2) 

     22 日（水）  
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（１）AO・推薦：AO9 月、AO10 月、AO12 月入試合格者、推薦入試合格者（指定校、公募制、スポーツ・文化活動特

別、卒業生子女特別など） 

（２）一般：一般入試（前期、中期）、大学入試センター試験利用など 

 
２－３ 各プログラムの概要（表２） 

 目的 対象 実施日 主な実施内容 

ス タ ー ト 
ア ッ プ 講 習 

・年内合格者が入学までの
期間を有効に使うため
の動機付けを行う 

AO・推薦入試
合格者 平成 28 年 

11月20日
(日) 
12 月 23
日(金) 

・①～④のプログラムを実施 

 

② プ レ テ
スト 

・通信教育のレベル分けを
行う 

・英語、国語(学内受験) 
・数的処理・理系数学は自宅受

験 

③ 大 学 生
活 ス タ
ー ト 講
座 

・入学前の準備を確認する 
・通信教育実施への動機付

けを行う 

・自己紹介、大学生活準備度チ
ェックなどのグループワー
ク(学科ごとの４人グルー
プ) 

・通信教育ガイダンス 
・校歌の紹介 

④ 学 科 交
流会 

・入学する学科の上級生や
教員と接し大学生活の
イメージをつくる 

・学科ごとに各教室に分かれて
実施 

・内容は学科の判断による 

⑤ 保 護 者
ガ イ ダ
ンス 

・入学予定者の保護者に明
星大学を理解し、入学ま
での準備への協力を求
める 

上記の保護者 

・大学の歴史、現状、教育理念、
教育方針、入学前プログラ
ムに関する説明および
DVD 上映 

・在学生スピーチ 

通 信 教 育 
・入学後の学習に必要な基

礎学力の修得 
・学習習慣の獲得 

AO・推薦入試
合格者 

平成 28 年
12 月～平
成 29 年 2
月 

※論作文を除いてｅラーニン
グで実施 
【必修科目】 

国語、英語、数学（数的処
理、理系数学）、論作文(紙媒
体) 
【選択科目】 
物理、化学、力学（学科によ
って異なる） 

フォローアッ
プ 講 習 

・入学後の学習に支障を来
さないようにフォロー
する 

・リメディアル教室を知る 

1 月 31 日時点
において通信
教育の未着手
科目が 1 科目
以上ある入学
予定者 

平成 29 年 
2 月 15

日（水）、
16 日（木） 

・大学生活においてルールを守
ることの意味を考えさせ、
大学生活についてのイメー
ジを広げるためのグループ
ワーク（4 人程度のグルー
プ） 

・リメディアル教室での作文指
導 

スクーリング ・通信教育をサポートする スタートアッ
プ講習参加者 

平成 29 年 
2 月～3 月 

・通信教育の課題に関する質問
やさらに勉強したい場合に
活用するよう周知 

特 別 講 座 

・一般入試合格者に対して
入学前教育の機会を提
供する 

・高校までの学びと大学で
の学びとの違いを理解
する 

一般合格者（前
期・中期） 
年内入試合格
者 

平成 29 年
3 月 22 日
（水） 

・大学の授業体験（全学共通教
育の教員） 

・4 人グループでのワークショ
ップ。自己紹介・自分が受
けた 授業を他のメンバー
に報告し、それを題材とし
て大学での学びについてグ
ループで考える 
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３．実施結果 
３－１．スタートアップ講習 

11 月 20 日（日）、12 月 23 日（金）に実施（表３）。 
参加者は 874 名（対象者 985 名、出席率 88.7％） 
＜参考＞平成 27（2015）年度：対象者 1013 人、参加者 916 名、参加率 90.4％ 

 
表３ スタートアップ講習の対象者・出席者 

 
実施日 対 象 対象者(a) 参加者(b) 参加率（b/a） 

保護者出席状況 
（上段：組、下段：人）  

1 
平成 28 年 

11 月 20 日（日） AO9 月、AO10 月 402（人） 362（人） 90.0(%) 
333（組） 
406（人） 

2 
平成 28 年 

12 月 23 日（金） 

AO12 月、指定校、
公募制、スポー
ツ・文化活動特別、
卒業生子女特別 

583 512 87.8 
422 

512 

合  計 985 874 88.7 
755 
918 

＜参考＞ 2015 年度は、対象者 1013 人、参加者 916 名、参加率 90.4％） 
 

（１）プレテスト 
①英語、国語、数学（数的処理・理系数学）（スタートアップ講習時に大学内で受験） 
受験者アンケートの集計（参加者 985 名中回答者 819 名）によると、英語では 57.8%（2015

年度は 58.0%）が「とてもむずかしかった」「むずかしかった」と回答し、42.3%（2015 年度

は 37.0%）が「とてもやさしかった」「やさしかった」と回答している。 
国語では 26.8%（2015 年度は 42.8%）が「とてもむずかしかった」「むずかしかった」と回

答し、73.2%（2015 年度は 57.2%）が「とてもやさしかった」「やさしかった」と回答してい

る。 
数的処理では 40.9%（2015 年度は 44.0%）が「とてもむずかしかった」「むずかしかった」

と回答し、59.1%（2015 年度は 56.0%）が「とてもやさしかった」「やさしかった」と回答し

ている（受験者の多い科目を抜粋）。 
 

表４ プレテストの難易度 
 英語 国語 数的処理 
 2016（年度） 2015（年度） 2016（年度） 2015（年度） 2016（年度） 2015（年度） 
とてもむずかしかった 3.8(%) 5.0(%) 1.5(%) 2.0(%) 3.9(%) 6.4(%) 
むずかしかった 54.0 58.0 25.3 40.8 37.0 37.6 

＜小 計＞ 57.8 63.0 26.8 42.8 40.9 44.0 
やさしかった 38.6 33.8 60.9 50.2 43.8 44.1 
とてもやさしかった 3.7 3.2 12.3 7.0 15.3 11.9 

＜小 計＞ 42.3 37.0 73.2 57.2 59.1 56.0 
＜合 計＞ 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
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（２）大学生活スタート講座 

① 導入 
② 自己紹介 
③ 「大学生活準備度」チェック 
④ 通信教育ガイダンス 

※e ラーニング委託業者が担当 
⑤ 校歌紹介 
⑥ 振り返り 

（３）学科交流会 
各学科の教員および在校生に協力してもらい実施した（参加教員は延べ 24 名、在校生は延べ 88

名）。 
アンケート集計によると、「よかった」「まあまあよかった」という評価が 97.1％であった。 
アンケートの自由記述の回答をみると、「先輩と楽しく話せた」、「学科の雰囲気を感じとれて良

かった」、「学生生活をイメージできた」等の肯定的な意見が多かった。 
授業体験や在学生との関わりは、入学予定者にとって入学後の大学生活をイメージする良い機

会になったのではないかと思われる。 
（４）保護者ガイダンス 

明星大学の歴史・現状・教育理念・教育方針および入学前教育プログラムについての理解を促し、

入学までの保護者への協力を求める内容で実施した（①～④）。 
① DVD 上映／教育理念・方針の説明 
② 入学前教育プログラムの概要説明 
③ 大学事務局からの説明 （入学後の学生生活を円滑にスタートさせるための保護者へのお願い） 
④ 在学生からスピーチ 
※ アンケート集計（出席者 755 組中回答者 699 組）によると、96.4％が「とても参考になった」

「やや参考になった」と回答し、高い評価を得ることができた。 
 
３－２ 通信教育 
e ラーニング（小論文を除く）により実施 
（１）実施科目（表５） 

必修科目：英語、国語、小論文、数的処理・理系数学 
選択科目：物理、化学、力学（学科により異なる） 

（２）平成 27 年度からの変更点（表６） 
プレテストの問題量を国語（20％程度）、英語（10％程度）増やして実施。英語の成績上位者（プ

レテスト 75 点以上）に対して、e ラーニングの内容を TOEIC 講座に変更して実施した。また、

論作文課題の問題が経年により実際にそぐわない内容になってきたことから、課題の見直しを行

った。 
※ 国語、英語の問題の難易度を上げることも検討したが、実施業者側が対応できないとの理由

から問題量を増やして実施した。 
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表５ 学部・学科別実施科目 

学部・学科 英語 国語 小論文 数学 物理 力学 化学 
全 体        

教育 教育 〇 〇 〇 ※1 ※2  ※2 
理工 総合理工 〇 〇 〇 理系数学 ※2 ※2 ※2 

人文 

心理 〇 〇 〇 数的処理    
国コミ 1) 〇 〇 〇 数的処理    
日本文化 〇 〇 〇 数的処理    
人間社会 〇 〇 〇 数的処理    
福祉実践 〇 〇 〇 数的処理    

経済 経済 〇 〇 〇 数的処理    
経営 経営 〇 〇 〇 数的処理    
情報 情報 〇 〇 〇 理系数学    
デザイン デザイン 〇 〇 〇 数的処理    

1）国際コミュニケーション学科 

※1 理系コース：理系数学，理系コース以外：数的処理 

※2 学系・コースにより実施 

 
 表６ 通信教育の変更点 

    平成 28 年度 平成 27 年度 

実施科目 

【必修】・英語、国語・論作文、数的処

理・理系数学 
※プレテストの国語（20％程度）、英語

（10％程度）で問題量を増やして実施 
【選択】・物理、化学、力学 
※紙媒体のテキストは、国語を除いて

配布中止 

【必修】・英語、国語・論作文、数的処

理・理系数学  
【選択】・物理、化学、力学 

提出方法 

・e ラーニングで実施 
・国語・論作文は紙媒体で実施（提出

は 4 回） 
※論作文課題を見直し 

・e ラーニングで実施 
・国語・論作文は紙媒体で実施（提出

は 4 回） 

レベル分け 

・英語を習熟度別に 4 レベル（S レベル、

H レベル、M レベル、B レベル） 
※SレベルはTOEIC対策講座を受講さ

せた 
 
 

・英語を習熟度別に 3 レベル（H レベ

ル、M レベル、B レベル） 
国語は 2 レベル（H レベル、B レベル） 
・理系数学は、2 レベル（H レベル、B
レベル） 
・他科目は、1 レベル 

費用負担 
・変更なし ・受講対象者に 1 万円の費用負担を求

める 
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（３）課題達成率および実施結果（表７） 
今年度の科目別の課題達成率をみると、英語 87.4％（前年度比プラス 2.6 ポイント）、国語 86.2％（同

マイナス 0.1 ポイント）、数的処理 89.7％（同プラス 1.7 ポイント）などとなっている（表６）。 
入学予定者それぞれの e ラーニングによる学習状況をモニターし、学習が滞り気味の者については、

電話、メール、郵便などによる励ましによる脱落防止対策を丁寧に施したことが大きく寄与していると

考えられる（物理、化学の大幅なマイナスについては受講者が少ないことによるものである）。 
また、スタートアップ講習で実施したプレテストの得点と、通信教育終了後に実施した修了テストの

得点を比較すると、全 7 科目（英語、国語、数的処理、理系数学、物理、力学、化学）で点数が上昇し

た。e ラーニングの導入は、プレテストと修了テストの得点を比較することにより、学習成果を短時間

で把握できる点、学習の進捗状況を即時に把握し学習支援を行うことができる点などの利点が認められ

る。 
 

表７ 科目別課題達成率 

科 目 
平成 28 年度 

対象者 968 名 (a) 
平成 27 年度 

対象者 1,004 名 (b) 
(a) - (b) 

英語 87.4(%) 84.8(%) 2.6 
国語 86.2 86.3 -0.1 
数的処理 89.7 88.0 1.7 
理系数学 81.7 78.3 3.4 
物理 73.7 95.9 -22.2 
力学 81.7 73.5 8.2 
化学 73.9 91.2 -17.3 

 
３－３ フォローアップ講習 

通信教育科目（英語、数的処理・理系数学、国語・論作文）において、平成 29 年 1 月 31 日時点で 1
科目でも課題に着手していない入学予定者（81 名）を対象に、2 月 14 日（水）・15 日（木）に実施し

た。参加者数は 6 名（前年度：対象者 171 名中参加者 80 名）となった。 
（１）目的 

① 大学生活においてルールを守ることの意味を考える 
② 大学生活についてのイメージを広げる 
③ 学習をサポートするリメディアル教室を知る 

（２）内容（参加人数が少ない場合は個別指導にて実施） 

① 大学生活を充実させるためのきっかけとなるワーク（特別講座で実施） 
② リメディアル教室での小論文指導 

（３）結果 

参加者は、真剣に演習に取組んでいたようである。 
フォローアップ講習の参加率が低い原因として、対象者に対する働きかけなどの周知等が不十分

であったことが考えられる。 
 
３－４ スクーリング 

大学生活スタート講座において、入学前からリメディアル教室（現在の「学習ステーション」）を活
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用できることを伝え、通信教育の課題に質問のある者やさらに学習したい者は、積極的に活用するよう

に指導した。なお、スクーリングの参加者数は、延べ 97 名（前年度 2 名）であった。 
 
３－５ 特別講座（テーマ：「大学で学ぶ」） 

年内入試合格者、一般入試（前期・中期）合格者を対象者とする特別講座を 3 月 22 日（火）に実施

した。 
（１）目的 

一般入試の合格者に対して入学前教育を受講する機会をつくり、それまでの学び（学習）と大

学での学びとの違いを体験する。 
（２）参加者 

特別講座には 222 名が参加した（表８）。 
（３）内容 

①全学共通教育、理工学部教員による模擬授業 
４クラスに分け、下記の教員、講座名で模擬授業を行った。 
・山下善明先生（全学共通教育）、「これから学ぶ学問の様々」 

・山崎元泰先生（全学共通教育）、「核廃絶を考える～多角的思考の重要性～」 

・山崎藍先生（全学共通教育）、「漢詩をどう読むか－大学で「文学」を学ぶ意味－」 

・小野寺幸子先生（理工学部）、「科学史に学ぶものの見方、考え方」 

②明星教育センター教員（榎本達彦先生、平塚大輔先生、太田昌宏先生、菅原良先生）による

ワークショップ 
・全学共通教育の教員による授業を受講し（①参照）、それぞれの授業の受講生が１名ずつと

なる４名から構成されるグループを作る 
・自己紹介／昼食（グループごと） 
・自分が受講した授業についてワークシートを使ってまとめる 
・完成したワークシートを使って、それぞれの受講生が受講した授業をグループのメンバーに

報告する 
・大学での学びについてグループで考える 

 
表８ 特別講座の入試区分別参加者 

入試区分 人 数 割 合 

ＡＯ入試 24（人） 10.8(%) 
推薦入試（指定校、公募制、スポーツ文化等） 12 5.4 
一般入試（前期） 172 77.5 
一般入試（中期）・センター利用入試   14 6.3 

＜合 計＞ 222 100.0 
 
（４）アンケート集計（参加者 222 名、回収 222 名、回収率 100％） 

得られた回答の 99.0％が、「よかった」「ややよかった」と評価している。自由記述の内容をみ

ると、「大学での学びについて理解が深まった」、「色までは不安ばかりだったが、今日学んで、た

くさん話して大学が楽しみになった」といった肯定的な意見が多くみられた。 
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４．課題 
入学前教育プログラムの目的のうち、「大学生活への夢を膨らませる」および「学び続けることの重

要性を認識させる」ことについては、従来のプログラムにより目的が達成されていると考えられる。一

方、「学ぶ意欲を引き出し基礎学力を向上させる」ことは、主に通信教育（e ラーニング）で実施して

いるものであり、学ぶ意欲が引き出されているか、基礎学力が向上しているかについては、（１）プレ

テストと修了テストのスコアの比較から、基礎学力は概ね向上していることがわかる。（２）しかし、

大学での学びに求められる確かな基礎学力として定着したのか、短期的（一時的）な向上に過ぎないの

かは、未確認であるため、今後は上記（２）について把握する必要がある。また近時の大きな課題であ

る円滑な高大接続がなされているかなどを目的として、これまでの成果を検証しより高次の段階を目指

して継続検討を行っていくことが肝要である。 
また、通信教育において、e ラーニング課題の難易度と分量、学習期間等についての検討、フォロー

アップ講習の時期や方法、周知方法などの検討、スクーリングにおける学習ステーションの利用率を上

げる工夫等の検討などを行う必要がある。 
18 歳人口が大幅に減少し始める「2018 年問題」を踏まえ、入学予定者にとってより魅力の大きい大

学を創造していくための入学前教育プログラムの開発が喫緊の課題である。 
 
（１）通信教育プログラムの再検討 

現在の通信教育プログラムは、①プレテスト、②通信教育（e ラーニング）、③修了テストとい

う構成になっているが、通信教育を e ラーニングで実施することによって、学習の継続性が維持

されているか、学力が伸長しているか、などの学習効果を精査し、現在のまま継続して実施するか

否かを含め、プログラムの内容および構成について検討する。 
（２）通信教育教材（紙媒体）活用の仕組みの検討 

前年度までは通信教育において、自宅学習させることを目的として紙媒体の問題集を配布してい

たが、今年度は中止した。その学習に及ぼす効果を検証する。 
（３）通信教育（英語 S コース）の修了テスト変更 

TOEIC に対応した英語（S コース）の受講者を従来の修了テストで評価することは実態にそぐ

わない。通信教育の内容に即した評価試験（TOEIC または CASEC の受験）の導入を検討する。 
（４）小論文課題の採点基準の見直しと ICT システムの活用 

現在の小論文課題について、「採点が甘いのではないか」「採点基準を見直す必要がある」という

意見があることから、採点基準の見直し（ルーブリックの作成を含む）を検討する。 
また、従来は手書きで提出させていた課題を ICT システムを活用したウェブ上からの提出方法

に変更することを検討する。 
（５）リメディアル教育との円滑な接続（「学習ステーション」の積極的な活用） 

入学前教育で理解が不十分なところの学習領域を、円滑にリメディアル教育に繋げることが望ま

しい。大学としては、入学前から入学後に至る継続した学修支援の仕組みを構築し、入学予定者の

学習習慣をつけるとともに、学力の伸長を図る。また、フォローアップ講習に不参加だった入学予

定者に対して、課題に取組ませる等の学習機会の提供も検討する。 
（６）フォローアップ講習 

今年度は、フォローアップ講習の開催時期を前年度より１ヶ月程度早め、2 月中旬に実施したが、

参加者数が 6 名と前年度（80 名）よりも大幅に減少した。開催時期、講習内容等について再評価

し検討する。 
（７）e ポートフォリオの活用 
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プレテスト、修了テスト、小論文課題などを e ポートフォリオに蓄積して提供することを検討

する。 
（８）その他 

入学予定者から収集したアンケート結果等を参考にし、より成果（継続的な学習習慣の獲得、学

力の伸長など）を上げることができるプログラムを提供できるように改善に取組む。 
 
 

以 上 
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」（

14
回
）
が

47
.6
％
で
、
こ
の

3
授
業
が
上
位
に
あ
が
る
傾
向
は

4
年
前
か
ら
継
続
し
て
い
る
。
 

 ・
担
当
教
員
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
1
年
生
に
と
っ
て
「
た
め
に
な
っ
た
授
業
」
と
し
て
、「

大
学
職
員
に
取
材
す
る
」（

9
回
）、

「
図
書
館
に
ふ
れ
る
」（

8
回
）、
「
新
し
い
環
境
で
他
者
と
出
会
う
」（

2
回
）、
「
明
星
大
学
を
紹
介
す
る
」（

7
回
）
が
上
位

に
あ
が
っ
た
。
 

 ・
94

名
の
学
生
が

SA
/T
A
と
し
て
授
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
6
名
の
学
生
が

SA
コ
ー
チ
と
し
て

SA
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
 

 ・
次
年
度
に
向
け
て
「
自
立
と
体
験
１
」
の
授
業
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め
、
授
業
内
容
等
の
改
善
に
つ
い
て
は
今
後
も
継

続
し
て
い
き
た
い
。
特
に
次
年
度
改
善
す
べ
き
点
は
、
①
15

回
を
通
し
て
出
席
し
続
け
る
意
識
付
け
、
②
SA

の
役
割
発
揮
の

平
準
化
、
③
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
（
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
教
員
）
と
担
当
教
員
と
の
交
流
強
化
、
で
あ
る
。
 

学
部
長

29
10

12
-7
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平
成

2
9
年

10
月

1
2
日

・
学

部
長

会
資

料
 

 4 

 2.
4 

単
位
修
得
率
 

平
成

22
年
度
以
降
の
「
自
立
と
体
験
１
」
の
単
位
修
得
率
は
表

3
の
と
お
り
で
あ
る
。
平
成

29
年
度
の
単
位
修
得

率
は

94
.0

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
た
。平

成
29

年
度
は
補
習
を
実
施
し
な
い
た
め
、確

定
版
の
単
位
修
得
率
と
し
て
は
、

平
成

28
年
度
か
ら

1.
1
ポ
イ
ン
ト
の
低
下
と
な
っ
た
。
 

 

表
3 

「
自
立
と
体
験
１
」
単
位
修
得
率
 

  2.
5 

担
当
教
員
向
け
研
修
 

 
担
当
教
員
向
け
に
、
以
下
の
事
前
研
修
（
表

4
参
照
）
を
実
施
し
た
。
 

 

表
４
 
事
前
研
修
（
事
前
説
明
会
及
び
授
業
手
法
説
明
会
）
の
概
要
 
 
 
 

 
事
前
説
明
会
 

授
業
手
法
説
明
会
 

日
程
 

平
成

29
年

3
月

2
日
／
15

日
2・

3
限
 

（
同
内
容
・
ど
ち
ら
か

1
回
参
加
）
 

平
成

29
年

3
月

2
日
／
20
17

年
3
月

15
日

4
限
（
同
内

容
・
ど
ち
ら
か

1
回
参
加
）
 

目
的
 

授
業
の
ね
ら
い
・
到
達
目
標
を
理
解
す
る
 

全
15

回
の
授
業
内
容
・
教
案
を
理
解
す
る
 

授
業
運
営
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
理
解
す
る

グ
ル
ー
プ
学
習
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

授
業
を
担
当
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
 

内
容
 

①
本
日
の
目
的
と
内
容
 

②
開
講
挨
拶
 

③
「
自
立
と
体
験
１
」
の
特
徴
（
VT
R
投
影
、
授
業

の
特
徴
的
ポ
イ
ン
ト
、
7
年
間
の
実
践
の
成
果

（
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
等
））

 

④
「
自
立
と
体
験
１
」
の
意
義
（
大
学
の
教
育
目

標
と
の
関
連
、
外
部
か
ら
の
評
価
、
大
学

4
年

間
の
学
習
へ
の
効
果
）
 

⑤
体
系
的
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

⑥
教
員
の
役
割
・
サ
ポ
ー
ト
体
制
 

＜
昼
食
・
教
員
間
交
流
＞
 

⑦
気
に
な
る
学
生
へ
の
対
応
 

⑧
教
案
の
見
方
・
授
業
の
概
要
 

⑨
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
実
際
の
授
業
内
で
の
工
夫

の
検
討
、
経
験
者
の
工
夫
の
共
有
）
 

①
趣
旨
説
明
 

②
グ
ル
ー
プ
学
習
と
は
 

③
授
業
手
法
体
験
 

④
ス
キ
ル
紹
介
と
解
説
 

⑤
振
り
返
り
の
体
験
と
ま
と
め
 

 

上
記
の
研
修
の
対
象
者
は
、
事
前
説
明
会
が
全
担
当
教
員
、
授
業
手
法
説
明
会
は
初
め
て
担
当
す
る
教
員
と
希
望
者

で
あ
る
。
欠
席
者
は
個
別
対
応
す
る
こ
と
で
、
参
加
率
は

10
0%
と
な
っ
て
い
る
。
事
前
研
修
は
初
年
度
か
ら

8
年
間
継

続
し
て
実
施
し
て
お
り
、
教
員
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
、
例
年
改
善
を
重
ね
て
き
た
。
内
容
の
充
実
、

年
度
 

平
成

29
 

年
度
 

平
成

28

年
度
 

平
成

27

年
度
 

平
成

26

年
度
 

平
成

25

年
度
 

平
成

24

年
度
 

平
成

23

年
度
 

平
成

22

年
度
 

単
位
修
得
率
 

（
正
規
授
業
）
 

94
.0
% 

93
.9
% 

92
.1
% 

91
.3
% 

91
.5
% 

91
.0
％
 

88
.5
％
 

89
.9
％
 

単
位
修
得
率
 

（
補
習
を
含
む
）
 

補
習
実
施

せ
ず
 

95
.1
% 

93
.4
% 

93
.6
% 

93
.8
% 

94
.0
% 

91
.4
% 

93
.9
% 

平
成

2
9
年

10
月

1
2
日

・
学

部
長

会
資

料
 

 3 

 ２
. 

実
施
結
果
 

2.
1 

開
講
曜
日
・
時
限
・
設
置
ク
ラ
ス
数
等
 

 
1
年
生
前
期
必
修
科
目
と
し
て

68
ク
ラ
ス
を
開
講
し
た
。
開
講
曜
日
・
時
限
・
設
置
ク
ラ
ス
数
は
、
金
曜
１
限

27
ク

ラ
ス
、
金
曜
２
限

27
ク
ラ
ス
、
土
曜
１
限

7
ク
ラ
ス
、
土
曜
２
限

7
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
。
 

 
授
業
は
、
各
学
部
学
科
専
任
教
員

41
名
、
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
教
員

8
名
、
及
び
非
常
勤
講
師

4
名
が
担
当
し
た
。

１
ク
ラ
ス
あ
た
り
の
履
修
学
生
数
は
、
30
-3
6
名
で
あ
っ
た
。
 

 2.
2 

履
修
者
数
 

 
履
修
者
数
は

2,
14
8
名
（
4
月

11
日
時
点
）
で
あ
っ
た
。
 

 2.
3 

出
席
率
 

 
平
成

29
年
度
の
出
席
率
は
、
表

2
の
通
り

86
.5
%で

平
成

28
年
度
に
引
き
続
き

86
％
台
と
な
っ
た
。
第

15
回
は
、

77
.7
%と

大
き
く
下
が
っ
た
が
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
る
(図

1
参
照
)。

 

 

  

表
2 

「
自
立
と
体
験

1」
各
年
度
の
出
席
率
 

  

図
1 

「
自
立
と
体
験
１
」
出
席
率
の
推
移
 

年
度
 

平
成

29
年
度
 

平
成

28
年
度
 

平
成

27
年
度

平
成

26
年
度
 

平
成

25
年
度

平
成

24
年
度
 

平
成

23
年
度
 

平
成

22
年
度

出
席
率
 

86
.5
% 

86
.7
% 

85
.5
% 

85
.2
% 

84
.5
% 

85
.1
% 

84
.9
% 

82
.7
% 

96
.2

%
94

.7
%

92
.7

% 90
.4

% 88
.9

%
87

.1
%

87
.2

% 85
.1

%
83

.7
%

84
.5

%
83

.6
% 82

.2
%8

1.
8%

81
.5

%
77

.7
%

70
.0

%

75
.0

%

80
.0

%

85
.0

%

90
.0

%

95
.0

%

10
0.

0%

「
自

立
と

体
験

１
」
出

席
率
の

推
移
（

平
成

22
年

度
～

29
年

度
）

Ｈ
29

Ｈ
28

Ｈ
27

Ｈ
26

Ｈ
25

Ｈ
24

Ｈ
23

Ｈ
22
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成

2
9
年
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1
2
日

・
学

部
長

会
資

料
 

 6 

定
的
に
回
答
し
た
学
生
は
、
1
回
が

74
.8
%、

15
回
が

74
.5
%で

あ
っ
た
。
15

回
で
わ
ず
か
に
下
が
っ
た
が
、「

と
て
も

そ
う
思
う
」
の
回
答
は
、
1
回

32
.7
%、

15
回

39
.5
%と

増
加
し
て
い
る
。
卒
業
後
に
し
た
い
こ
と
（
進
路
）
に
つ
い
て

は
、
授
業
開
始
前
か
ら
考
え
る
こ
と
が
出
来
て
い
た
学
生
に
は
さ
ら
に
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
が
、
考
え
て
い
な
か
っ

た
学
生
は
変
化
し
な
か
っ
た
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
。
自
由
記
述
欄
に
は
「
将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」「

将
来
の
目
標
を
明
確
に
し
、
そ
の
た
め
に
何
を
す
る
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」
等
の
意
見

が
示
さ
れ
て
い
る
。
 

 
「
学
生
時
代
に
す
る
べ
き
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
か
？
」（

図
3）

の
肯
定
的
回
答
は
、
1
回

82
.5
%、

15
回

87
.2
%

で
あ
り
、
4.
7%
増
加
し
た
。「

卒
業
後
に
し
た
い
こ
と
」
に
比
べ
て
「
学
生
時
代
に
す
る
べ
き
こ
と
」
は
、
授
業
を
受
講

し
た
こ
と
で
肯
定
的
に
回
答
し
て
い
る
学
生
の
比
率
に
変
化
が
見
ら
れ
、
ま
た
数
値
も
高
い
。
自
由
記
述
欄
に
は
「
明

星
大
学
に
つ
い
て
、
自
分
自
身
の
将
来
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
、
今
後
の
大
学
生
活
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
か
の
目
標

を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
」「

曖
昧
だ
っ
た
大
学
生
活
も
こ
の
時
間
を
通
し
振
り
返
る
こ
と
で
、
自
分
が
何
の
た
め
に
大

学
に
来
た
か
改
め
て
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
」
等
の
意
見
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 

全
体
と
し
て
は
、
例
年
と
同
様
、
多
く
の
学
生
が
「
卒
業
後
に
し
た
い
こ
と
」
や
「
学
生
時
代
に
す
る
べ
き
こ
と
」

に
つ
い
て
授
業
内
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
身
近
な
「
学
生
生
活
」
に
つ
い
て
、
よ
り
考
え
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
が
分
か
る
。
1
年
前
期
の
初
年
次
教
育
科
目
と
し
て
の
成
果
が
見
ら
れ
、
教
育
目
標
の
達
成
度
は
高
か
っ
た
と
い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 

 

3.
2 

学
生
の
自
己
評
価
に
つ
い
て
 

6
つ
の
設
問
で
学
生
に
自
己
評
価
を
尋
ね
て
い
る
（
図

4-
図

9）
。
1
回
授
業
時
と

15
回
授
業
時
の
「
と
て
も
そ
う
思

う
」「

そ
う
思
う
」
の
肯
定
的
回
答
の
比
率
は
、
全
体
と
し
て
は
こ
こ
数
年
と
ほ
ぼ
同
様
の
数
値
を
示
し
て
い
る
。
 

「
敬
意
・
関
心
を
も
っ
て
他
者
の
話
を
聴
く
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
90
.1
%の

学
生
が
「
自
立
と
体
験

1」
受
講
前
か

ら
で
き
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
15

回
受
講
後
も

90
.2
%と

変
わ
ら
な
い
。
一
方
当
初
は
自
信
の
な
か
っ
た
「
自
分
の

意
見
を
筋
道
立
て
て
話
す
こ
と
」
は

27
.7

ポ
イ
ン
ト
増
加
（
38
.6
%→

66
.3
%）
、「

自
分
の
意
見
を
文
章
で
わ
か
り
や
す

く
表
現
す
る
こ
と
」
は

26
.3

ポ
イ
ン
ト
増
加
（
30
.6
%→

56
.9
%）

と
な
り
、
授
業
を
通
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

自
己
評
価
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。「

自
分
の
意
見
を
筋
道
立
て
て
話
す
」
に
つ
い
て
、
自
由
記
述
欄
に
は
「
社
会
に

出
て
必
要
な
自
分
の
意
見
を
、
理
由
を
踏
ま
え
て
述
べ
る
こ
と
や
他
者
を
理
解
し
尊
重
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
」「

自
己
主

張
を
す
る
こ
と
や
思
っ
た
こ
と
、
考
え
を
言
葉
に
し
て
発
言
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
で
き
、
相
手
か
ら
も
多
様
な

意
見
を
聞
く
こ
と
で
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
」
等
、“

話
す
”
こ
と
と
“
聴
く
”
こ
と
を
合
わ
せ
て
記
述
し
た
も
の
も
見

ら
れ
た
。
 

「
明
星
大
学
の
歴
史
や
教
育
の
特
徴
」（

31
.0
%→

45
.9
%）
、「

図
書
館
の
利
用
方
法
」（

45
.3
%→

88
.8
%）

も
理
解
で

き
た
と
回
答
す
る
学
生
が
増
加
し
て
お
り
、
特
に
図
書
館
は

53
.5

ポ
イ
ン
ト
増
加
と
大
き
く
変
化
し
た
。
 

「
規
律
を
守
っ
て
学
習
活
動
が
で
き
て
い
る
（
91
.5
%→

67
.8
%）

は
、
23
.7

ポ
イ
ン
ト
数
値
を
下
げ
て
お
り
、
例
年

通
り
、
学
生
の
自
己
評
価
と
後
半
の
出
席
率
低
下
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
 

  

平
成

2
9
年

10
月

1
2
日

・
学

部
長

会
資

料
 

 5 

担
当
教
員
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
ま
た
担
当
教
員
同
士
の
情
報
共
有
の
内
容
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
平
成

29
年
度
の
担

当
教
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
25

人
中

22
人
が
、
内
容
が
適
当
だ
っ
た
と
回
答
し
た
。
具
体
的
に
は
「
授
業
の
狙
い
な

ど
が
明
確
に
な
っ
た
」「

基
本
的
な
授
業
手
法
が
確
認
で
き
て
い
い
」「

授
業
を
模
擬
的
に
体
験
で
き
た
の
で
不
安
が
少

な
く
な
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
適
当
で
な
い
と
い
う
意
見
と
し
て
は
「
経
験
者
へ
の
説
明
は
も
っ
と
簡
潔
で

も
十
分
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
 

 2.
6 

SA
/T
A・

SA
コ
ー
チ
の
運
用
に
関
し
て
 

(1
)S
A/
TA
 

平
成

29
年
度
は
、
開
講

68
ク
ラ
ス
に
つ
い
て

94
名
の
学
生
が

SA
/T
A
と
し
て
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。
授

業
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成

28
年
度
の
反
省
（「

研
修
の
実
施
方
法
も
含
め
て
、
SA

の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
だ
ろ
う
」）

を
踏
ま
え
、
SA
/T
A
研
修
の
内
容
を
改
定
し
て
実
施
（
平
成

29
年

2
月

1
日
／
2
月

3
日
／
2
月

6
日

13
:0
0～

16
:0
0、

同
内
容
・
い
ず
れ
か

1
回
参
加
）
し
、
授
業
の
主
旨
と

SA
/T
A
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
理
解
し

て
も
ら
い
本
年
度
の
授
業
に
臨
ん
だ
。
 

さ
ら
に
平
成

29
年
度
は
、
SA
/T
A、

SA
コ
ー
チ
、
及
び
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
教
職
員
合
同
で
、「

SA
振
り
返
り
会
」

を
実
施
（
平
成

29
年

7
月

28
日

18
:1
0～

19
:4
0）

し
た
。「

SA
振
り
返
り
会
」
の
趣
旨
は
、「

SA
の
経
験
の
意
味
づ

け
」、「

明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
の
授
業
や
活
動
に
対
す
る
理
解
促
進
」、「

SA
/T
A
及
び

SA
コ
ー
チ
の
活
躍
に
対
す
る
慰
労
」

等
で
あ
っ
た
。
 

 (2
)S
A
コ
ー
チ
 

平
成

29
年
度
で

3
年
目
と
な
っ
た

SA
コ
ー
チ
に
関
し
て
は
、
6
名
の
学
生
が

SA
コ
ー
チ
と
し
て

SA
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
な
っ
た
。
SA

コ
ー
チ
に
対
し
て
は
、
4
月
の
授
業
開
始
前
に

SA
コ
ー
チ
の
役
割
と
活
動
に
関
し
て
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
、
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
ま
た
、
授
業
開
始
後
は
、
7
月
初
旬
に

SA
コ
ー
チ
同
士
で
サ
ポ
ー
ト

の
仕
方
に
つ
い
て
共
有
す
る
と
と
も
に
、
SA

コ
ー
チ
と
し
て
活
動
し
て
い
く
上
で
の
問
題
点
等
を
確
認
し
、
教
職
員
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
つ
つ
活
動
を
進
め
た
。
 

  ３
．
授
業
評
価
 

 
授
業
改
善
を
目
的
と
し
て
、
1
回
授
業
時
と

15
回
授
業
時
に
、
出
席
者
に
対
し
て
「
自
立
と
体
験
１
」
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
無
記
名
で
実
施
し
て
い
る
。
各
設
問
の
回
答
結
果
は
、
図

2-
図

14
で
あ
る
（
図
の
作
成
に
あ

た
っ
て
は
記
述
な
し
の
無
効
回
答
を
除
い
た
）。

初
年
度
（
平
成

22
年
度
）
か
ら
の

8
年
間
の
経
過
も
交
え
て
、
教
育

目
標
の
達
成
、
学
生
の
自
己
評
価
、
学
生
の
反
応
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
 

 3.
1 

教
育
目
標
の
達
成
度
に
つ
い
て
 

 
教
育
目
標
（
明
星
大
学
に
学
ぶ
学
生
と
し
て
の
自
分
を
理
解
し
、
各
自
の
理
想
や
目
的
を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
）

の
達
成
度
に
つ
い
て
は
、
2
つ
の
設
問
で
尋
ね
て
い
る
。
 

 
「
卒
業
後
に
し
た
い
こ
と
（
進
路
）
を
考
え
て
い
ま
す
か
？
」（

図
2）

に
「
と
て
も
そ
う
思
う
」「

そ
う
思
う
」
と
肯
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平
成

2
9
年

10
月

1
2
日
・
学
部
長
会
資
料
 

 8 

 

図
4 

自
分
の
意
見
を
筋
道
立
て
て
話
す
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
 

 

 
図

5 
敬
意
・
関
心
を
持
っ
て
他
者
の
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
 

 

 

図
6 

自
分
の
意
見
を
文
章
で
わ
か
り
や
す
く
表
現
で
き
ま
す
か
？
 

  
■
と
て
も
そ
う
思
う
 
■
そ
う
思
う
 
■
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
 
■
全
く
そ
う
思
わ
な
い

 

平
成

2
9
年

10
月

1
2
日
・
学
部
長
会
資
料
 

 7 

図
2 

卒
業
後
に
し
た
い
こ
と
（
進
路
）
を
考
え
て
い
ま
す
か
？
 

 
 

 

図
3 

学
生
時
代
に
す
る
べ
き
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
か
？
 

    
■
と
て
も
そ
う
思
う
 
■
そ
う
思
う
 
■
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
 
■
全
く
そ
う
思
わ
な
い
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3.
3 

学
生
の
反
応
 

(1
)授

業
の
特
徴
に
関
す
る
質
問
 

「
自
立
と
体
験
１
」
の
授
業
の
特
徴
に
つ
い
て
は

5
項
目
を
尋
ね
て
い
る
。「
『
少
人
数
ク
ラ
ス
』
は
役
に
立
ち
ま
し
た

か
(9
2.
5%
)」

(図
10
)、
「『

他
学
部
・
他
学
科
の
学
生
と
の
交
流
』
は
役
に
立
ち
ま
し
た
か
(9
3.
6%
)」

(図
11
)、
「『

グ

ル
ー
プ
で
の
学
習
活
動
』
は
役
に
立
ち
ま
し
た
か
(9
3.
5%
)」

(図
12
)、

の
3
項
目
全
て
に
お
い
て

90
％
を
超
え
、
学

生
た
ち
の
「
自
立
と
体
験
１
」
に
対
す
る
支
持
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ
の

3
項
目
は
授
業
実
施

8
年
間
で

最
も
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
自
由
記
述
欄
に
は
「
少
人
数
だ
っ
た
た
め
、
自
分
か
ら
発
言
す
る
機
会
が
多
く
、
積

極
性
が
身
に
つ
い
た
」「

他
学
部
・
他
学
科
の
人
と
触
れ
合
う
こ
と
で
自
分
と
違
う
考
え
方
や
意
見
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
そ
こ
か
ら
グ
ル
ー
プ
と
し
て
意
見
を
ま
と
め
る
た
め
、
物
事
を
俯
瞰
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
が
身
に
つ
い

た
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。
 

「『
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
』
は
役
に
立
ち
ま
し
た
か
(7
9.
0%
)」

(図
13
)、
「
提
出
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
学
び

が
深
ま
り
ま
し
た
か
(7
9.
6%
)」

(図
14
)、

こ
の

2
項
目
に
つ
い
て
も

80
%近

く
の
高
い
数
値
で
あ
る
。「

自
分
の
考
え

を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
書
き
、
そ
れ
を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
し
、
み
ん
な
の
意
見
を
聞
く
と
い
う
の
は
と
て
も
た
め
に
な

っ
た
」「

常
に
目
的
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」
等
、
授
業
の
特

徴
を
肯
定
的
に
捉
え
た
意
見
が
多
く
見
ら
れ
た
。
 

 

 

 

図
10
 
「
少
人
数
ク
ラ
ス
」
は
役
に
立
ち
ま
し
た
か
？
 

  

        

■
と
て
も
そ
う
思
う
 
■
そ
う
思
う
 
■
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
 
■
全
く
そ
う
思
わ
な
い

 

平
成

2
9
年

10
月

1
2
日
・
学
部
長
会
資
料
 

 9 

 

図
7 

明
星
大
学
の
歴
史
や
教
育
の
特
色
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
 

 

 

図
8 

大
学
の
図
書
館
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？
 

 

 
図

9 
規
律
を
守
っ
て
学
習
活
動
が
で
き
ま
す
か
？
（
無
断
欠
席
や
遅
刻
を
し
な
い
、
な
ど
）
 

   
■
と
て
も
そ
う
思
う
 
■
そ
う
思
う
 
■
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
 
■
全
く
そ
う
思
わ
な
い
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図

14
 
提
出
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
学
び
が
深
ま
り
ま
し
た
か
？
 

 

  (2
)「

た
め
に
な
っ
た
授
業
」
 

15
回
を
通
し
て
「
た
め
に
な
っ
た
授
業
」
と
す
る
回
答
か
ら
学
生
の
反
応
に
つ
い
て
考
察
す
る
（
表

1
及
び
図

15

参
照
）。

学
生
が
「
た
め
に
な
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
る
授
業
は
、
15

回
総
数
で

8,
36
8
を
数
え
、
一
人
当
た
り
の
平

均
回
答
数
は

4.
9
で
あ
る
。
最
初
は
、
学
部
学
科
の
異
な
る
環
境
に
不
安
を
抱
き
つ
つ
も
、
授
業
を
終
え
て
の
自
由

記
述
で
は
「
他
者
と
関
わ
り
、
協
力
す
る
活
動
は
と
て
も
た
め
に
な
っ
た
」「
自
分
の
苦
手
な
こ
と
を
始
め
に
認
識
し
、

終
わ
り
ま
で
に
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
っ
た
の
で
充
実
し
た
授
業
に
な
っ
た
」
等
の
意
見
が
示
さ
れ
て
お
り
、
学
生

は
「
自
立
と
体
験
１
」
が
た
め
に
な
っ
た
と
感
じ
、
成
長
を
実
感
し
て
い
る
。
 

「
た
め
に
な
っ
た
」
と
す
る
回
答
数
（
複
数
回
答
可
）
の
各
授
業
の
比
率
を
見
る
と
、「

新
し
い
環
境
で
他
者
と
出
会

う
」（

2
回
）
が

52
.7
％
、「

自
分
や
相
手
の
大
切
さ
を
知
る
」
(1
0
回
)が

49
.2
％
、「

こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
を
描
く
」

（
14

回
）
が

47
.6
％
で
、
こ
の

3
授
業
が
上
位
に
あ
が
る
傾
向
は

4
年
前
か
ら
継
続
し
て
い
る
(図

15
)。

 

 

 

表
1 

第
1
回
－
第

15
回
の
授
業
名
（
再
掲
）
 

回
 

授
業

名
 

回
 

授
業

名
 

回
 

授
業

名
 

第
1

回
 

オ
リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

 
第

6
回

 
明

星
大

学
を

知
る

 

(合
同

授
業

・ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

授
業

)
第

11
回

 
ル

ー
ル

と
マ

ナ
ー

を
考

え
る

 

第
2

回
 

新
し

い
環

境
で

他
者

と
出

会
う
 

第
7

回
 

明
星

大
学

を
紹

介
す

る
 

(ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

授
業

) 
第

12
回

 
卒

業
生

か
ら

学
ぶ

 

第
3

回
 

大
学

で
の

学
び

を
考

え
る

 
第

8
回

 
図

書
館

に
ふ

れ
る

 

(合
同

授
業

・ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

授
業

)
第

13
回

 
仕

事
と

自
分

に
つ

い
て

考
え

る
 

第
4

回
 

聴
い

て
相

手
を

理
解

す
る

 
第

9
回

 
大

学
職

員
に

取
材

す
る

 

(ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

授
業

) 
第

14
回

 
こ

れ
か

ら
の

大
学

生
活

を
描

く
 

第
5

回
 

話
し

あ
い

を
体

験
す

る
 

第
10

回
 

自
分

や
相

手
の

大
切

さ
を

知
る

 

(ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

授
業

) 
第

15
回

 
未

来
の

自
分

へ
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
 

■
と
て
も
そ
う
思
う
 
■
そ
う
思
う
 
■
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
 
■
全
く
そ
う
思
わ
な
い

 

平
成

2
9
年

10
月

1
2
日
・
学
部
長
会
資
料
 

 11
 

 

 

図
11
 
「
他
学
部
・
他
学
科
の
学
生
と
の
交
流
」
は
役
に
立
ち
ま
し
た
か
？
 

 

 

図
12
 
「
グ
ル
ー
プ
で
の
学
習
活
動
」
は
役
に
立
ち
ま
し
た
か
？
 

 

 
図

13
 
「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
は
役
に
立
ち
ま
し
た
か
？
 

  

 
■
と
て
も
そ
う
思
う
 
■
そ
う
思
う
 
■
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
 
■
全
く
そ
う
思
わ
な
い
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各
年
度
の
割
合
は
回
答
者
の
う
ち
「
た
め
に
な
っ
た
」
と
回
答
し
た
人
の
比
率
（
無
効
回
答
を
除
い
て
計
算
し
た
）
 

3.
4 

関
係
者
に
よ
る
授
業
評
価
 

 
受
講
し
て
い
る
学
生
以
外
の
関
係
者
に
も
、
授
業
終
了
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
担
当
教
員
、
SA
/T
A、

職
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
協
力
い
た
だ
い
た
担
当
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
抜
粋
し
、
授
業
評
価
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
 

 ( 1
)担

当
教
員
 

回
答
率

47
%（

53
人
中

25
人
）
で
あ
っ
た
。
学
生
の
印
象
に
つ
い
て
、「

当
初
は
目
標
等
が
漠
然
と
し
て
い
た
学
生

も
い
た
。
し
か
し
授
業
の
回
数
を
重
ね
る
た
び
に
意
欲
が
増
し
、
授
業
終
了
時
に
は
多
く
の
学
生
が
、
将
来
を
見
据
え

た
展
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
た
」「

後
半
に
、
学
生
同
士
の
会
話
が
活
発
に
な
り
、
意
見
表
明
な
ど
が
積
極
的
に
な

っ
て
い
っ
た
点
は
印
象
的
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
。
 

1
年
生
に
と
っ
て
「
た
め
に
な
っ
た
」
と
思
う
授
業
の
ベ
ス
ト

3
は
、
第

9
回
「
大
学
職
員
に
取
材
す
る
」
24

人
、

第
8
回
「
図
書
館
ふ
れ
る
」
22

人
、
第

2
回
「
新
し
い
環
境
で
他
者
と
出
会
う
」
第

7
回
「
明
星
大
学
を
紹
介
す
る
」

が
と
も
に

20
人
で
あ
っ
た
。
た
め
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
「
他
者
の
存
在
の
重
み
を
再
認
識
し
た
点
で
、
た
め
に
な

っ
た
と
感
じ
た
」「

こ
れ
ま
で
知
ら
な
い
社
会
人
と
ふ
れ
る
こ
と
で
刺
激
を
受
け
て
い
た
」「

協
働
作
業
を
通
じ
て
、
能

動
的
姿
勢
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
。
第
二
節
の
第

7
回
、
第

8
回
、
第

9
回

の
授
業
は

1
年
生
や

SA
/T
A
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
ポ
イ
ン
ト
が
低
く
、
学
生
と
教
員
と
で
は
「
た
め
に
な
る
」
と
い
う

点
に
つ
い
て
、
視
点
の
違
い
が
見
ら
れ
た
。
 

授
業
を
担
当
し
て
み
て
ど
う
だ
っ
た
か
に
関
す
る
回
答
で
は
、
18

人
が
「
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
を
楽
し
ん
だ
」
を

選
び
、
9
人
が
「
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
は
大
変
だ
っ
た
」
を
選
ん
だ
。
そ
の
う
ち

6
人
は
両
方
を
選
ん
で
お
り
、
楽

し
い
な
が
ら
も
担
当
す
る
の
が
大
変
な
授
業
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た

11
人
は
「
用
意
さ
れ
た
教
案
の
や
り
方
を
変
え

た
り
工
夫
し
た
り
し
て
授
業
を
進
め
」
て
い
た
。
 

 (2
) 
SA
/T
A 

回
答
数
は

16
人
で
あ
っ
た
。
1
年
生
の
変
化
に
つ
い
て
は
、「

初
め
の
頃
は
発
言
が
少
な
か
っ
た
が
、
次
第
に
打
ち

と
け
、
積
極
的
に
発
言
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
多
く
、
こ
の
点
は

1
年
生
自
身
の
感
想
と
重
な
っ
て
い

る
。
1
年
生
に
と
っ
て
「
た
め
に
な
っ
た
」
と
思
う
授
業
で
は
、
第

13
回
「
仕
事
と
自
分
に
つ
い
て
考
え
る
」、

第
14

回
「
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
を
描
く
」、

第
15

回
「
未
来
の
自
分
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
あ
げ
た
人
が

11
人
で
最
も
多

か
っ
た
。「

自
分
の
将
来
を
見
つ
め
る
い
い
機
会
だ
と
思
う
」「

自
分
自
身
を
知
り
将
来
に
向
け
て
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
が
で
き
る
授
業
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
第

15
回
は

1
年
生
の
ポ
イ
ン
ト
は
中
程
度
で
、
SA
/T
A
の
ポ
イ

ン
ト
ほ
ど
高
く
な
い
。
SA
/T
A
が
今
の
自
分
の
考
え
と
し
て
「
た
め
に
な
る
」
と
答
え
て
い
る
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
。
 

自
分
自
身
の
振
り
返
り
と
し
て
は
、「

授
業
補
助
を
担
当
す
る
こ
と
は
充
実
し
た
体
験
だ
っ
た
」
に

13
人
、「

担
当
し

た
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
学
び
が
あ
っ
た
」
に

10
人
が
「
は
い
」
と
答
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
回
答
率
が

17
%（

94
人

中
16

人
）
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、「

充
実
し
た
体
験
で
学
び
が
あ
っ
た
」
と
感
じ
た
学
生
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
し
て
い
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
 

 ( 3
)協

力
部
署
 

回
答
数
は

9
人
で
あ
っ
た
。
1
年
生
の
印
象
と
し
て
、
積
極
性
や
態
度
の
良
さ
を
評
価
し
て
い
る
記
述
が

6
名
あ
り
、

平
成

2
9
年

10
月

1
2
日
・
学
部
長
会
資
料
 

 13
 

 

 
図

15
 
｢た

め
に
な
っ
た
｣と

思
う
授
業
に
関
す
る
回
答
の
経
年
比
較
（
平
成

22
年
度
～
29

年
度
）
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平
成

29
(2
01
7)
年
度
「
自
立
と
体
験
１
」
デ
ー
タ
記
録
 

１
．
｢自

立
と
体
験
１
｣受

講
学
生
に
つ
い
て
 

（
１
）
受
講
生
人
数
（
4
月

1
日
現
在
）
 

平
成

22
年

度
 

平
成

23
年

度
 

平
成

24
年

度
 

平
成

25
年
度

平
成

26
年
度

平
成

27
年
度

平
成

28
年
度

平
成

29
年
度
 

20
92
 

21
51
 

20
21
 

21
41

19
89

21
87

21
60

21
48
 

 （
２
）
出
席
率
 

平
成

22
年

度
 

平
成

23
年

度
 

平
成

24
年

度
 

平
成

25
年
度

平
成

26
年
度

平
成

27
年
度

平
成

28
年
度

平
成

29
年
度
 

82
.7
% 

84
.9
% 

85
.1
% 

84
.5
%

85
.2
%

85
.5
%

86
.7
%

86
.5
% 

 （
３
）「

自
立
と
体
験
１
」
単
位
修
得
率
 

 
単
位
修
得
率
（
正
規
授
業
）
 

単
位
修
得
率
（
補
習
を
含
む
）
 

平
成

22
(2
01
0)
年
 

89
.9
％

93
.9
％

平
成

23
(2
01
1)
年
 

88
.5
％

91
.4
％

平
成

24
(2
01
2)
年
 

91
.0
％

94
.0
％

平
成

25
(2
01
3)
年
 

91
.5
％

93
.8
％

平
成

26
(2
01
4)
年
 

91
.3
％

93
.6
％

平
成

27
(2
01
5)
年
 

92
.1
％

93
.4
％

平
成

28
(2
01
6)
年
 

93
.9
％

95
.1
％

平
成

29
(2
01
7)
年
 

94
.0
％

-

・
単
位
修
得
率
（
正
規
授
業
）
は

15
回
の
授
業
時
点
で
の
修
得
率
、
単
位
修
得
率
（
補
習
を
含
む
）
は
、
補
習
実
施
後
の
修
得
率
 

 
・
単
位
修
得
率
の
母
数
は
、
4
月

1
日
現
在
の
学
生
数
で
算
出
 

  
・
平
成

29
年
度
は
、
補
習
を
実
施
し
て
い
な
い
 

 （
４
）
｢自

立
と
体
験
１
｣補

習
に
つ
い
て
 

 
平
成

22
年
度

平
成

23
年
度
 

平
成

24
年
度

平
成

25
年
度

平
成

26
年
度

平
成

27
年
度
 

平
成

28
年
度
 

平
成

29
年
度
 

実
施
時
期
 

夏
季
休
暇
期
間
中
 

9
月
～
10

月
 

補
習
実
施
せ
ず

コ
マ
数
 

9
コ
マ
 

9
コ
マ
 

9
コ
マ

9
コ
マ

9
コ
マ

9
コ
マ
 

8
コ
マ
 

補
習
対
象
者
 

13
0
名
 

12
8
名
 

89
名

92
名

78
名

66
名
 
※
2 

51
名
 

申
込
者
 

(申
込
率
) 

85
名
 

76
名
 

(5
9%
) 

73
名

(8
2%
)

77
名

(8
4%
)

62
名
 
※
1

（
79
％
）

49
名
 

（
74
％
）
 

35
名
 

（
69
％
）
 

合
格
者
 

(合
格
率
) 

83
名
 

(9
8％

）
 

67
名
 

(8
8%
) 

64
名

(8
8%
)

56
名

(7
3%
)

44
名

（
71
％
）

30
名
 

（
63
％
）
 

28
名
 

（
80
％
）
 

※
1 

当
日
、
参
加

1
名
含
む
 

※
2 

1
名
退
学
、
1
名
診
断
書
提
出
の
た
め
、
補
習
対
象
者
か
ら
除
か
れ
た
た
め
、
上
記
人
数
か
ら
除
い
て
い
る
。
 

 （
５
）
4
年
在
籍
率
（
留
年
・
離
籍
す
る
こ
と
な
く

4
年
で

4
年
生
に
な
っ
た
率
）
 

H1
9
年
度
入
学
生
 

H2
0
年
度
入
学
生
 

H2
1
年
度
入
学
生

H2
2
年
度
入
学
生

H2
3
年
度
入
学
生

H2
4
年
度
入
学
生

H2
5
年
度
入
学
生

H2
6
年
度
入
学
生
 

進
級
率
 

70
.2
% 

66
.5
% 

66
.3
%

70
.9
%

72
.6
%

77
.1
%

80
.4
%

78
.1
% 

・
各
年
度
と
も

5
月

1
日
現
在
の
在
籍
者
数
で
算
出
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そ
の
う
ち
の

4
名
は
平
成

28
年
度
に
比
べ
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る
印
象
が
あ
る
と
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受

け
て
自
分
に
関
し
て
気
付
い
た
点
等
を
尋
ね
た
設
問
に
は
、
7
名
が
「
自
分
の
業
務
や
や
り
が
い
に
つ
い
て
改
め
て
見

直
す
機
会
と
な
っ
た
」
と
答
え
た
。
そ
の
他
「
職
員
と
学
生
と
の
接
点
と
し
て
の
意
義
」
を
あ
げ
た
意
見
も
複
数
あ
っ

た
。
ま
た
「
定
型
質
問
以
外
の
必
要
性
」
や
「
さ
ら
に
積
極
的
な
交
流
」
の
提
案
も
あ
っ
た
。
全
体
と
し
て
、
職
員
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
1
年
生
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
協
力
い
た
だ
く
職
員
の
方
た
ち
に
と
っ
て
も
意
義
の
あ
る

授
業
項
目
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
 

  ４
．
次
年
度
に
向
け
て
 

平
成

29
年
度
の
単
位
修
得
率
は
、
平
成

28
年
度
ま
で
の
補
習
実
施
前
の
そ
れ
と
比
較
し
て
過
去

8
年
間
で
最
も
高

い
結
果
と
な
っ
た
。
授
業
担
当
教
員
、
各
部
署
の
職
員
、
SA
/T
A、

明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
の
教
職
員
・
勤
労
奨
学
生
に
よ

る
「
教
職
学
協
働
」
に
よ
り
、
よ
り
良
い
授
業
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
次
年
度
に
向
け
て
「
自

立
と
体
験
１
」
の
授
業
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め
、
授
業
内
容
等
の
改
善
に
つ
い
て
は
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。 

 (1
)1
5
回
を
通
し
て
出
席
し
続
け
る
意
識
付
け
 

出
席
率
は
高
か
っ
た
も
の
の
、
各
回
の
出
席
率
を
見
て
い
く
と
、
平
成

28
年
度
ま
で
の
傾
向
同
様
に
後
半
に
向
か
っ

て
下
降
し
て
お
り
、
特
に
平
成

29
年
度
は
、
第
三
節
の
第

15
回
で

77
.7
%ま

で
下
が
っ
た
。
第
三
節
は
、
今
後
の
学

生
生
活
の
計
画
や
目
標
を
立
て
る
と
い
う
学
生
に
と
っ
て
重
要
な
内
容
で
あ
り
、
出
席
す
る
学
生
が
減
少
す
る
こ
と
は

非
常
に
残
念
で
あ
る
。
課
題
設
定
の
あ
り
方
や
教
員
・
SA

か
ら
の
更
な
る
動
機
付
け
や
働
き
掛
け
等
を
続
け
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
連
続
欠
席
者
や
欠
席
数
の
多
い
学
生
へ
の
授
業
参
加
促
進
と
し
て
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
の
教
員
に
よ
る
電

話
連
絡
等
に
つ
い
て
、
効
果
検
証
の
う
え
有
効
な
手
段
を
模
索
し
た
い
。
な
お
、
効
果
検
証
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
や
分
析
方
法
の
再
検
討
も
行
い
た
い
。
 

 (2
)S
A
の
役
割
発
揮
の
平
準
化
 

SA
は
担
当
教
員
に
と
っ
て
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
、
非
常
に
助
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
声
が
多
い
。
1
年
生

に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
存
在
で
、
そ
の
た
め
、
平
成

30
年
度
勤
務
希
望
者
対
象
の

SA
説
明
会
に
は
平
成

29
年
度
以

上
の

SA
希
望
者
が
参
加
し
て
い
る
。
一
方
で
や
や
役
割
を
は
き
違
え
た
り
、
脱
線
し
た
り
し
て
し
ま
う
一
部
の

SA
も

見
受
け
ら
れ
る
。
研
修
の
在
り
方
の
見
直
し
や

SA
同
士
の
情
報
交
換
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
の
共
有
等
を
通
じ
て
最
低
限

の
役
割
の
平
準
化
を
進
め
た
い
。
ま
た
、
SA

コ
ー
チ
に
つ
い
て
も
、
SA

と
の
関
係
や
授
業
へ
の
関
わ
り
等
に
つ
い
て
役

割
を
明
確
に
し
て
い
く
。
 

 (3
)グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
(明

星
教
育
セ
ン
タ
ー
教
員
)と

担
当
教
員
と
の
交
流
強
化
 

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
と
し
て
、
①
授
業
運
営
上
の
質
問
・
相
談
に
関
す
る
対
応
、
②
授
業
運
営
上
の
連
絡
事

項
の
窓
口
、
③
気
に
な
る
学
生
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
、
④
2
回
連
続
欠
席
学
生
へ
の
電
話
連
絡
、
と
し
て
い
る
が
、
授
業
期

間
中
の
担
当
教
員
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。
 

 

以
上
 

報
告
書
作
成
：
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
 

榎
本
達
彦
・
太
田
昌
宏
・
落
合
一
泰
・
菅
原
良
・
鈴
木
浩
子
・
高
橋
南
海
子
・
平
塚
大
輔
・
南
愛
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（
２
）
平
成

29
年
度
勤
務
「
自
立
と
体
験
１
」
SA

の
説
明
会
実
施
日
及
び
参
加
者
数
 

実
施
日
 

参
加
人
数
 

平
成

29
(2
01
7)
年

2
月

1
日
（
水
) 

33
名

平
成

29
(2
01
7)
年

2
月

3
日
（
金
）
 

37
名

平
成

29
(2
01
7)
年

2
月

6
日
（
月
) 
 

45
名

平
成

29
(2
01
7)
年

3
月

29
日
（
水
）【

追
加
】
 

18
名

平
成

29
(2
01
7)
年

4
月

7
日
（
金
）【

追
加
】
 

4
名

合
計
 

13
7
名

 （
３
）「

自
立
と
体
験
１
」
SA

コ
ー
チ
 

      
 

・
Ｓ
Ａ
コ
ー
チ
は
平
成

27
（
20
15
）
年
度
よ
り
導
入
。
 

  ４
．
学
内
協
力
部
署
・
職
員
・
学
生
に
つ
い
て
 

（
１
）「

大
学
職
員
に
取
材
す
る
」
 

①
「
大
学
職
員
に
取
材
す
る
」
対
応
部
署
（
平
成

22
（
20
10
）
年
度
、
平
成

23
（
20
11
）
年
度
は
、「

大
学
の
施
設
に
ふ
れ
る
」）

 

実
施
年
度
 

部
署
数
 

協
力
部
署
 

平
成

22
(2
01
0)
年
度
 

5 
教
務
企
画
課
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
 

平
成

23
(2
01
1)
年
度
 

7 
教
務
企
画
課
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
、
 

情
報
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
 

平
成

24
（
20
12
）
年
度
 

12
 

教
務
企
画
課
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
、
 

情
報
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
総
務
課
、
人
事
課
、
広
報
室
、
調
達
セ
ン
タ
ー
、
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
、
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
 

平
成

25
(2
01
3)
年
度
 

  

13
 

 教
務
企
画
課
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
、
 

情
報
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
総
務
課
、
人
事
課
、
広
報
室
、
調
達
セ
ン
タ
ー
、
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
、
通
信
教
育
部
、
 

明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
 

 

平
成

26
(2
01
4)
年
度
 

平
成

27
(2
01
5)
年
度
 

平
成

28
(2
01
6)
年
度
 

14
 

教
務
企
画
課
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
、
 

情
報
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
調
達
セ
ン
タ
ー
、
総
務
課
、
学
長
室
広
報
課
、
人
事
課
、
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

通
信
教
育
部
、
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
 

平
成

29
(2
01
7)
年
度
 

14
 

教
務
企
画
課
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
、
 

情
報
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
調
達
セ
ン
タ
ー
、
総
務
課
、
学
長
室
広
報
課
、
人
事
課
、
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

通
信
教
育
部
、
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
 

・
上
記
以
外
に
「
図
書
館
に
ふ
れ
る
」
の
回
で
、
図
書
館
職
員
の
方
よ
り
説
明
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

 ②
平
成

29
(2
01
7)
年
度
「
大
学
職
員
に
取
材
す
る
」
各
部
署
対
応
人
数
（
延
べ
人
数
）
 

部
署
名
 

教
務
企
画
課

学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
 

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
 

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー

情
報
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
 

調
達
セ
ン
タ
ー

訪
問
予
定
 

グ
ル
ー
プ
数
 

37
 

38
 

34
 

27
 

23
 

33
 

29
 

対
応
者
数
(延

べ
) 

32
名
 

15
名
 

13
名
 

18
名
 

8
名
 

12
名
 

10
名
 

  

実
施
年
度
 

SA
コ
ー
チ
人
数
 

（
3
年
生
）
 

SA
コ
ー
チ
人
数
 

（
4
年
生
）
 

合
計
 

平
成

27
(2
01
5)
年
度
 

3
名

2
名

5
名
 

平
成

28
(2
01
6)
年
度
 

3
名

6
名

9
名
 

平
成

29
(2
01
6)
年
度
 

3
名

3
名

6
名
 

平
成

2
9
年

10
月

1
2
日

・
学

部
長

会
資

料
 

 17
 

（
６
）
3
年
在
籍
率
（
留
年
・
離
籍
す
る
こ
と
な
く

3
年
で

3
年
生
に
な
っ
た
率
）
 

 
 

H1
9
年
度
入
学
生
 

H2
0
年
度
入
学
生
 

H2
1
年
度
入
学
生

H2
2
年
度
入
学
生

H2
3
年
度
入
学
生

H2
4
年
度
入
学
生

H2
5
年
度
入
学
生

H2
6
年
度
入
学
生
 

H2
7
年
度
入
学
生

進
級
率
 

76
.7
% 

74
.8
% 

73
.7
%

79
.5
%

81
.5
%

85
.0
%

87
.3
%

86
.5
% 

85
.3
%

・
各
年
度
と
も

5
月

1
日
現
在
の
在
籍
者
数
で
算
出
 

 ２
．
｢自

立
と
体
験
１
｣担

当
教
員
に
つ
い
て
 

（
１
）「

自
立
と
体
験
１
」
担
当
教
員
数
 

 
平
成

22
年
 

平
成

23
年

平
成

24
年

平
成

25
年

平
成

26
年

平
成

27
年
 

平
成

28
年
 

平
成

29
年

専
任
 

45
 

46
45

45
43

43
 

41
 

41
(※

１
)

明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
 

5 
5

5
5

6
9 

9 
8

非
常
勤
 

1 
1

2
2

3
3 

3 
4

合
計
 

51
 

52
52

53
52

55
 

53
 

53

※
１
後
期
専
任
教
員
と
し
て
本
学
へ
着
任
予
定
で
あ
る
が
、
前
期
は
都
合
に
よ
り
非
常
勤
講
師
と
し
て
担
当
し
た
学
部
選
出
教
員
を
１
名
含
む
 

 （
２
）
平
成

29
年
度
｢自

立
と
体
験
１
｣担

当
教
員
向
け
事
前
説
明
会
参
加
者
 

 
対
象
者
 

参
加
者
 

3
月

3
日
(木

)
3
月

15
日
（
水
）
 

個
別
対
応

シ
ラ
バ
ス
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
事
前
説
明
会
 

44
人

44
人

29
人

12
人
 

3
人

授
業
手
法
に
関
す
る
説
明
会
 

（
新
し
く
ご
担
当
頂
く
先
生
、
希
望
者
対
象
）
 

28
人

新
規
 
18

人

継
続
 
10

人

16
人

9
人
 

3
人

 （
３
）「

自
立
と
体
験
１
」
代
講
件
数
 

実
施
年
度
 

代
講
件
数
（
延
べ
数
）
 

平
成

22
(2
01
0)
年
 

23
件

平
成

23
(2
01
1)
年
 

31
件

平
成

24
(2
01
2)
年
 

23
件

平
成

25
(2
01
3)
年
 

15
件

平
成

26
(2
01
4)
年
 

20
件

平
成

27
(2
01
5)
年
 

15
件

平
成

28
(2
01
6)
年
 

12
件

平
成

29
(2
01
7)
年
 

13
件

 （
４
）
｢自

立
と
体
験
１
｣ラ

ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
参
加
者
人
数
 

実
施
年
度
 

参
加
者
人
数
（
延
べ
人
数
）

平
成

28
(2
01
6)
年
度
 

18
4

平
成

29
(2
01
7)
年
度
 

13
9

・
平
成

29
年
度
は

6
月

9
日
(金

)に
｢自

立
と
体
験
１
｣公

開
授
業
を
実
施
し
た
た
め
、
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
開
催
し
な
か
っ
た
。
 

 ３
．
SA
・
SA

コ
ー
チ
に
つ
い
て
 

（
１
）「

自
立
と
体
験
１
」
SA

人
数
、
説
明
会
参
加
者
数
 

実
施
年
度
 

SA
人
数
 

SA
説
明
会
参
加
人
数
（
概
算
）

平
成

22
(2
01
0)
年
度
 

40
名

－

平
成

23
(2
01
1)
年
度
 

52
名

－

平
成

24
(2
01
2)
年
度
 

51
名

－

平
成

25
(2
01
3)
年
度
 

68
名

13
0
名

平
成

26
(2
01
4)
年
度
 

83
名

14
0
名

平
成

27
(2
01
5)
年
度
 

92
名

15
9
名

平
成

28
(2
01
6)
年
度
 

10
2
名

16
7
名

平
成

29
(2
01
7)
年
度
 

94
名

35
2
名

・
平
成

25
（
20
13
）
年
度
よ
り
公
募
（
説
明
会
）
開
始
。
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②平成 29年度 「自立と体験 1」実施報告

平
成

2
9
年

10
月

1
2
日

・
学

部
長

会
資

料
 

 19
 

部
署
名
 

総
務
課
 

学
長
室
広
報
課
 

人
事
課
 

連
携
研
究
セ
ン
タ
ー

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

通
信
教
育
部
 

明
星
教
育
セ
ン
タ
ー

訪
問
予
定
 

グ
ル
ー
プ
数
 

24
 

20
 

27
 

26
 

11
 

5 
25
 

対
応
者
数
(延

べ
) 

10
名
 

8
名
 

9
名
 

10
名
 

7
名
 

2
名
 

11
名
 

・
グ
ル
ー
プ
あ
た
り
の
人
数
は
、
標
準
で
６
名
を
想
定
 

 ③
平
成

29
(2
01
7)
年
度
「
大
学
職
員
に
取
材
す
る
」
協
力
部
署
へ
の
事
前
説
明
会
参
加
者
数
 

開
催
日
時
 

参
加
者
 

5
月

15
日
（
月
）
15
:0
0～

16
:0
0 

4
名

5
月

16
日
（
火
）
15
:0
0～

16
:0
0 

6
名

 （
２
）
平
成

29
(2
01
7)
年
度
 
｢自

立
と
体
験
１
｣ゲ

ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
 

実
施
年
度
 

人
数
 

学
部
学
科
学
年
 

平
成

29
(2
01
7)
年
度
 

3
名
 

教
育
学
部
教
育
学
科

3
年

1
名
、
経
営
学
部
経
営
学
科

3
年

1
名
、
デ
ザ
イ
ン
学
部
デ
ザ
イ
ン
学
科

3
年

1
名
 

・
平
成

29
年
度
は
、
活
動
紹
介
の

DV
D
は
作
成
し
て
い
な
い
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 （
３

）
問

題
解

決
技

法
（

第
５

～
６

回
）

教
材

の
検

討
 

問
題

解
決

技
法

の
教

材
に

つ
い

て
は

、
平

成
28

年
度

に
お

い
て

も
内

容
の

検
討

を
行

っ
た

が
、
ま

だ
問

題

解
決

プ
ロ

セ
ス

の
理

解
と

活
用

を
促

す
に

は
、

事
例

の
ボ

リ
ュ

ー
ム

や
難

易
度

と
い

う
点

で
課

題
が

あ
っ

た
。

そ
こ

で
、
今

年
度

は
、
問

題
解

決
技

法
（

第
５
・
６

回
）
の

事
例

の
内

容
と

扱
い

方
に

つ
い

て
検

討
し

た
。
事

例
を

単
純

化
す

る
こ

と
に

加
え

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
で

思
考

の
プ

ロ
セ

ス
を

丁
寧

に
追

う
こ

と
で

、
学

生
の

理
解

を
促

し
た

。
 

  
（

４
）

ワ
ー

ク
ブ

ッ
ク

の
改

訂
 

 
 

利
便

性
を

考
慮

し
、
従

前
は

各
回

に
配

付
し

て
い

た
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
か

ら
、
学

習
ス

キ
ル

に
関

す
る

部
分

を

抜
粋

し
、

ワ
ー

ク
ブ

ッ
ク

に
集

約
し

た
。

 
 

 
2.
実

施
結

果
 

2.
1

設
置

ク
ラ

ス
数

 
２

年
生

後
期

科
目

と
し

て
8
ク

ラ
ス

を
開

講
し

た
。
開
講

時
限

は
月

曜
５

限
・
火

曜
５

限
・
水

曜
５

限
・
木

曜
３

限
・

金
曜

３
限

・
金

曜
５

限
と

し
、

木
曜

３
限

は
複

数
ク

ラ
ス

を
設

置
し

た
。

 
 

授
業

は
明

星
教

育
セ

ン
タ

ー
の

８
名

の
教

員
が

担
当

し
た

。
１

ク
ラ

ス
あ

た
り

の
履

修
学

生
数

は
、

15
～

25
名

で
あ

っ
た

。
 

 
2.

2
履

修
者

数
及

び
単

位
修

得
状

況
 

開
講

に
先

立
ち

、
授

業
内

容
告

知
の

チ
ラ

シ
を

配
布

し
、
全

学
科

に
対

し
て

履
修

ガ
イ

ダ
ン

ス
で

授
業

内
容

の
説

明
を

行
っ

た
。

 
前

期
履

修
登

録
時

の
履

修
者

数
は

19
4
名

、
最

終
的

な
履

修
者

数
は

15
4
名

で
あ

っ
た

（
全

欠
席

者
8
名

を
除

く
）
。

最
終

的
な

履
修

者
は

、
昨

年
（

18
8
名

）
よ

り
34

名
減

少
し

た
。

単
位

読
み

替
え

の
あ

る
学

科

は
、
デ

ザ
イ

ン
学

科
（

6
名

／
学

籍
番

号
14

.1
5
番

代
の

み
）
、
国

際
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

学
科
（

34
名

）
、

経
済

学
科

（
71

名
）

で
あ

っ
た

。
自

由
科

目
と

し
て

履
修

し
た

学
生

は
11

1
名

で
あ

っ
た

。
 

単
位

修
得

率
は

83
.8
％

で
あ

っ
た

。
履

修
者

の
所

属
学

科
及

び
単

位
修

得
状

況
の

詳
細

は
表

１
に

示
す

。
 

 
表

１
 

平
成

29
年

度
学

科
別

履
修

者
数

及
び

単
位

修
得

状
況

 
 

 
 

学
部
学

科
名

総
計

合
格

者
数

単
位
修

得
率

理
工
学

部
総

合
理

工
学

科
電

気
電
子

工
学

系
1
0

7
7
0
.0
%

理
工
学

部
総

合
理

工
学

科
生

命
科
学

・
化
学

系
1

1
1
0
0
.0
%

人
文
学

部
日

本
文

化
学

科
5

4
8
0
.0
%

人
文
学

部
人

間
社

会
学

科
4

2
5
0
.0
%

人
文
学

部
心

理
学

科
5

4
8
0
.0
%

人
文
学

部
国

際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
3
4

3
2

9
4
.1
%

情
報
学

部
情

報
学

科
4

1
2
5
.0
%

経
済
学

部
経

済
学

科
7
1

6
5

9
1
.5
%

経
営
学

部
経

営
学

科
9

2
2
2
.2
%

教
育
学

部
教

育
学

科
2

2
1
0
0
.0
%

デ
ザ
イ
ン
学

部
デ
ザ
イ
ン
学

科
9

9
1
0
0
.0
%

総
計

1
5
4

1
2
9

8
3
.8
%

 

1 
  

平
成

30
年

2
月

22
日

 
 

明
星

教
育
セ

ン
タ

ー
 

平
成

2
9
年

度
後

期
科

目
「

自
立

と
体

験
３

」
授

業
実

施
報

告
 

 S
u
m
m
a
r
y
（

概
要

）
 

・
平

成
29

年
度

は
、
演

習
内

容
（

第
１

～
２

回
：
導

入
時

）
、
教

材
（

第
５

～
６

回
：
問

題
解

決
事

例
）
に

一
部

改
訂

を
加

え
、
平

成
28

年
度

と
同

じ
シ

ラ
バ

ス
、
教

育
内

容
で

実
施

し
た

。
改

訂
し

た
点

に
つ

い
て

は
、
担

当
し

た
教

員
よ

り
概

ね
支

持
を

得
ら

れ
た

。
 

・
最

終
的

な
履

修
者

は
19

4
名

で
あ

っ
た
（

全
欠

席
者

8
名

を
除

く
）
。
平

均
出

席
率

は
76

.2
％

、
単

位
修

得
率

83
.8
％

（
12

9
名

）
で

あ
っ

た
。

 
・
終

了
時

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

と
、

80
％

以
上

の
学

生
が

行
動

目
標
・
到

達
目

標
を

達
成

し
た

と
考

え
、

85
％

以

上
が

授
業

を
通

し
た

能
力

の
伸

長
及

び
意

識
の

変
化

を
自

覚
し

、
98

％
が

授
業

に
満

足
を

し
て

い
た

。
し

か

し
、

自
立

と
体

験
４

を
履

修
し

た
い

学
生

は
過

半
数

に
満

た
な

か
っ

た
。

 
・
次

年
度

へ
の

課
題

と
し

て
は

、
問

題
解

決
技

法
に

関
す

る
授

業
構

成
・
教

材
の

再
検

討
、
社

会
的

な
問

題
に

対

す
る

意
識
・
関

心
の

醸
成

、
社

会
人

基
礎

力
と

授
業

内
容

と
の

関
連

性
の

強
化

、
授

業
構

成
再

検
討

に
伴

う
グ

ル
ー

プ
活

動
減

へ
の

対
処

が
挙

げ
ら

れ
た

。
 

  1.
授

業
概

要
 

1.
1

教
育

目
標

 
チ

ー
ム

で
様

々
な

課
題

や
演

習
に

取
り

組
む

こ
と

を
通

し
て

、
 

（
１

）
論

理
的

に
考

え
表

現
す

る
こ

と
を

学
ぶ

。
 

（
２

）
問

題
を

発
見

し
解

決
す

る
こ

と
を

学
ぶ

。
 

（
３

）
大

学
生

活
で

も
役

に
立

つ
「

社
会

人
基

礎
力

」
を

伸
ば

す
。

 
（

４
）

自
分

の
持

ち
味

を
知

り
、

将
来

の
キ

ャ
リ

ア
を

考
え

る
き

っ
か

け
と

す
る

。
 

 
1.

2
行

動
目

標
・

到
達

目
標

 
（

１
）

自
ら

考
え

て
行

動
し

、
主

体
的

に
学

ぶ
。

 
（

２
）

問
題

や
問

題
意

識
の

持
ち

方
を

理
解

し
、

問
題

解
決

技
法

を
身

に
付

け
る

。
 

（
３

）
社

会
に

対
す

る
関

心
を

高
め

る
。

 
（

４
）

自
分

の
思

い
、

考
え

な
ど

を
適

切
に

表
現

す
る

。
 

 
1.

3
授

業
内

容
 

平
成

29
年

度
は

、
平

成
28

年
度

「
自

立
と

体
験

３
」

の
課

題
を

受
け

て
、

演
習

内
容

・
教

材
に

一
部

改

訂
を

加
え

、
平

成
28

年
度

と
同

じ
シ

ラ
バ

ス
・
教

育
内

容
で

実
施

し
、「

明
星

大
学

独
自

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

確
立

に
近

づ
け

て
い

く
」

こ
と

を
目

指
し

た
（

授
業

内
容

：
資

料
２

）
。

 
主

な
改

訂
ポ

イ
ン

ト
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 
 （

１
）

文
章

作
成

ス
キ

ル
の

学
習

の
導

入
 

全
体

的
に

論
理

的
な

文
章

を
書

く
力

が
弱

い
点

が
課

題
で

あ
っ

た
。
今

年
度

は
、
論

理
的

に
考

え
、
文

章
化

す
る

練
習

と
し

て
、

20
0
字

演
習

（
授

業
の

振
り

返
り

、
宿

題
）

を
活

用
し

、
演

習
の

テ
ー

マ
か

ら
「

問
い

」

を
た

て
た

後
、

文
章

化
す

る
こ

と
を

課
し

た
。

 
 （

２
）

社
会

人
基

礎
力

（
明

星
大

学
バ

ー
ジ

ョ
ン

）
と

授
業

内
容

と
の

関
連

性
の

強
化

 
 

 
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

社
会

人
基

礎
力

に
一

本
化

し
、
社

会
人

基
礎

力
を

活
用

し
た

ワ
ー

ク
、
説

明
、
測

定
を

複

数
回

設
け

る
こ

と
で

、
社

会
人

基
礎

力
に

対
す

る
認

知
と

活
用

を
促

進
し

た
。

 

学
部
長

30
03

08
-1

8-
3
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そ
の

理
由

と
し

て
自

由
記

述
よ

り
、「

グ
ル

ー
プ

で
取

り
組

む
力

が
身

に
つ

い
た

り
、
自

分
の

欠
点

が
分

か
る

」、

「
今

の
自

分
を

知
っ

て
、
こ

の
先

ど
う

す
れ

ば
良

い
か

少
し

見
え

て
来

る
と

思
う

か
ら

」
、「

こ
の
授

業
は

社
会

に

出
た

後
も

必
要

に
な

っ
て

く
る

能
力

を
上

げ
て

く
れ

る
と

思
う

か
ら

」
、「

人
と

の
つ

な
が

り
が

増
え

、
将

来
に

役

に
立

つ
ス

キ
ル

も
身

に
つ

く
か

ら
」
、
「
得

る
も

の
が

多
く

あ
る

（
問

題
解

決
の

仕
方

と
か

）
。

ま
た

、
自

分
と

向

き
合

う
こ

と
が

多
く

、
そ

れ
は

大
切

だ
と

思
う

か
ら

」
、「

将
来

役
に

立
つ

こ
と

を
教

え
て

く
れ

る
」、
「

意
見

を
言

う
の

が
得

意
な

人
で

も
皆

の
前

で
や

れ
ば

改
善

点
が

見
つ

か
っ

た
り

す
る

し
、

不
得

意
な

人
で

も
積

極
的

に
参

加
し

て
い

け
ば

力
は

付
く

と
思

う
」
等

の
理

由
が

挙
げ

ら
れ

る
。
な

お
、
否

定
的

な
回

答
と

し
て
「

卒
業

の
た

め

の
単

位
に

な
ら

な
い

か
ら

」
と

い
う

指
摘

が
あ

っ
た

。
 

取
り

組
み

状
況

に
つ

い
て

は
、

Q
2「

あ
な

た
は

こ
の

授
業

に
ど

の
よ

う
に

取
り

組
み

ま
し

た
か

」
に

お
い

て
、

非
常

に
積

極
的

に
取

り
組

め
た

」
が

27
％

、
「

積
極

的
に

取
り

組
め

た
」

が
46

％
、
「

ま
あ

ま
あ
取

り
組

め
た

」

が
26

％
、「
（
出

席
し

た
が

）
あ

ま
り

積
極

的
に

取
り

組
め

な
か

っ
た

」
は

1％
で

あ
り

、
概

ね
積

極
的

に
授

業
に

参
加

し
て

い
た

こ
と

が
伺

え
る

。
 

一
方

で
、

Q
4「

来
年

度
の

自
立

と
体

験
４

を
履

修
す

る
か

」
と

い
う

問
い

に
対

し
て

は
、

65
％

の
学

生
が
、

「
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

」
と

回
答

し
て

い
る

。「
履
修

し
た

い
」
は

33
％

で
過

半
数

を
割

っ
て

い
る

。
理

由
と

し
て

「
来

年
は

更
に

実
践

的
な

も
の

を
学

ん
で

就
活

を
意

識
づ

け
た

い
」

と
い

う
意

見
も

あ
る

一
方

で
、
「

そ
の

他
の

履
修

と
の

兼
ね

合
い

が
あ

る
の

で
、
な

る
べ

く
履

修
し

た
い

」
、「

役
に

立
つ

と
は

思
う

が
忙

し
く

な
り

そ
う

な
の

で
悩

ん
で

い
る

」
等

が
挙

げ
ら

れ
て

お
り

、
次

年
度

の
生

活
が

予
測

で
き

な
い

中
で

、
さ

ら
に

上
位

科
目

の

履
修

は
決

め
か

ね
て

い
る

様
子

が
伺

え
る

。
ま

た
、
「

卒
業

単
位

に
含

ま
れ

る
わ

け
で

は
な

い
か

ら
」

と
い

う
回

答
も

あ
り

、
卒

業
単

位
に

含
ま

れ
な

い
こ

と
が

、
学

生
の

履
修

に
影

響
を

及
ぼ

す
こ

と
が

示
さ

れ
た

。
 

 
3.

4
教

員
か

ら
見

た
評

価
 

担
当

教
員

か
ら

は
以

下
の

指
摘

が
あ

っ
た

。
 

（
１

）
平

成
28

年
度

か
ら

の
改

善
点

に
つ

い
て

 
・
第

１
～

第
２

回
に

お
い

て
、
社

会
人

基
礎

力
を

活
用

し
た

ワ
ー

ク
を

取
り

入
れ

た
こ

と
、
第

５
～

６
回
（

問
題

解
決

技
法

）
の

教
材

と
進

め
方

を
大

幅
に

改
訂

し
こ

と
、
ワ

ー
ク

ブ
ッ

ク
の

内
容

を
改

訂
し

た
こ

と
に

つ
い

て

は
、
「

進
め

や
す

か
っ

た
」
、「

社
会

人
基

礎
力

の
理

解
が

進
ん

だ
」

と
い

う
意

見
が

示
さ

れ
、

概
ね

肯
定

的
で

あ
っ

た
。

 
・

一
方

で
、
「

全
体

を
通

し
て

盛
り

だ
く

さ
ん

、
積

み
残

し
感

が
あ

る
」
、

特
に

第
５

～
６

回
に

つ
い

て
は

、
「

丁

寧
な

展
開

は
良

か
っ

た
が

、
時

間
に

収
ま

ら
な

い
」
「

教
材

や
進

め
方

に
つ

い
て

改
善

が
不

十
分

。
学

生
が

消

化
不

良
で

あ
っ

た
」
と

い
う

意
見

が
示

さ
れ

、
授

業
の

構
成

や
進

め
方

に
つ

い
て

更
な

る
検

討
が

必
要

で
あ

る

点
が

明
ら

か
に

な
っ

た
。

 
・
論

理
的

な
文

章
を

書
く

練
習

と
し

て
、

20
0
字

演
習
（

宿
題

）
の

課
題

設
定

を
「

問
い

」
の

形
に

す
る

試
み

に

つ
い

て
は

、「
同

じ
型

を
繰

り
返

す
こ

と
で

慣
れ

て
い

っ
た

」「
し

っ
か

り
書

け
て

い
た

」
と

い
う

意
見

が
あ

る

一
方

で
、
「

う
ま

く
活

用
で

き
な

か
っ

た
」「

定
着

で
き

な
か

っ
た

」
と

い
う

意
見

も
示

さ
れ

た
。

 
 （

２
）

そ
の

他
の

授
業

に
関

す
る

事
項

 
・

ア
イ

ス
ブ

レ
イ

ク
等

で
各

種
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

を
複

数
回

展
開

し
た

。
今

後
に

つ
な

が
る

能
力

と
な

っ
た

。
 

・
問

題
解

決
プ

ロ
セ

ス
の

理
解

と
定

着
が

難
し

か
っ

た
。
問

題
を

設
定

す
る

感
覚

を
伝

え
き

れ
な

い
。

W
H

Y
と

H
O

W
の

使
い

分
け

に
混

乱
し

、
他

の
場

面
へ

の
応

用
が

で
き

な
か

っ
た

。
 

・
社

会
的

な
問

題
と

し
て

設
定

さ
れ

る
内

容
が

陳
腐

で
あ

っ
た

。
大

き
な

話
に

寄
り

勝
ち

で
あ

る
。

 
・

ワ
ー

ク
ブ

ッ
ク

の
持

参
が

徹
底

さ
れ

ず
、

教
材

を
十

分
に

活
用

で
き

な
っ

た
。

 
・

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

類
は

細
か

く
設

定
さ

れ
て

使
い

に
く

い
部

分
も

あ
っ

た
。

 
・

社
会

人
基

礎
力

と
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

の
関

係
が

つ
け

に
く

か
っ

た
。

 
・

プ
レ

ゼ
ン

は
面

白
い

が
、

問
題

解
決

と
の

つ
な

ぎ
が

難
し

か
っ

た
。

 
 （

３
）

学
生

の
状

況
 

・
グ

ル
ー

プ
で

よ
い

も
の

を
作

ろ
う

と
い

う
意

識
が

醸
成

で
き

た
。

 
・
聞

く
姿

勢
、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

が
回

を
追

う
毎

に
良

く
な

っ
て

い
っ

た
。
１

分
プ

レ
ゼ

ン
か

ら
互

い
を

理
解

す

と
い

う
面

も
見

ら
れ

た
。
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2.

3
出

席
率

 
平

均
出

席
率

は
76

.2
％

、
最

高
は

84
.4
％
（

第
6）

、
最

低
は

70
.1
％
（

第
4
回

）
で

あ
っ

た
（

全
欠

席
者

を
除

く
）
。
全
体

的
に

昨
年

度
（

62
.8
～

80
.3
％

、
平

均
72

.6
％

）
を

上
回

り
、
安

定
的

な
出

席
状

況
が

維
持

さ
れ

た
。

出
席

率
の

詳
細

は
図

１
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

 
図

１
 

平
成

29
年

度
 

出
席

率
 

 

 
 3 .
授

業
評

価
 

3.
1

教
育

目
標

の
達

成
 

「
行

動
目

標
・
到

達
目

標
」
に

関
し

、
終

了
時

の
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト
（

資
料

１
）
に

お
い

て
達

成
度

を
尋

ね
た

。

Q
5「

自
ら

考
え

て
行

動
し

、
主

体
的

に
行

動
す

る
こ

と
が

で
き

た
」
、

Q
6「

問
題

や
問

題
意

識
の

持
ち

方
を

理
解

し
、
問

題
解

決
技

法
を

身
に

つ
け

た
」
、

Q
7「

社
会

に
関

す
る

関
心

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
た

」、
Q

8「
自

分
の

思
い

、
考

え
な

ど
を

適
切

に
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

た
」
の

い
ず

れ
に

お
い

て
も

、「
と

て
も
そ

う
思

う
」「

そ
う

思
う

」
を

合
わ

せ
た

肯
定

的
な

回
答

が
80

％
を

超
え

て
お

り
、

多
く

の
学

生
が

本
授

業
の

行
動

目
標

・
到

達
目

標
を

達
成

し
た

と
考

え
て

い
る

こ
と

が
示

さ
れ

た
。

 
 

3.
2

能
力

の
伸

長
及

び
意

識
の

変
化

 
「

獲
得

し
た

能
力

や
意

識
」
に

つ
い

て
、
履

修
時

に
期

待
し

て
い

た
こ

と
が

ど
の

程
度

達
成

さ
れ

た
か

を
４

件

法
で

尋
ね

た
。
そ

の
結

果
、

Q
9「

ス
キ

ル
が

身
に

つ
く

」、
Q

10
「

意
識

や
行

動
が

変
わ

る
」
、

Q
11
「

大
学

生
活

や
将

来
の

役
に

立
つ

」
の

い
ず

れ
の

項
目

に
つ

い
て

も
「

達
成

さ
れ

た
」、
「

や
や

達
成

さ
れ

た
」
の

合
計

が
85

％

を
超

え
て

お
り

、
多

く
の

学
生

か
ら

肯
定

的
な

回
答

を
得

ら
れ

た
。

 
ス

キ
ル

や
意

識
の

具
体

的
な

内
容

は
、
自

由
記

述
に

お
い

て
「

文
章

を
書

く
ス

キ
ル

」
、「

考
え

る
力

」
、「

意
見

を
伝

え
る

」
、「

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」、
「

実
行

力
」
、「

問
題

解
決

ス
キ

ル
」
、「

客
観

的
に

捉
え

る
」
、「

積
極

的

に
取

り
組

む
」、
「

人
と

関
わ
る

」
、「

先
の
こ

と
を

考
え

て
行

動
す

る
」、
「

将
来

を
視
野

に
入

れ
る

」
等

が
挙

げ
ら

れ
た

。
 

 
3.

3
学

生
の

反
応

 
授

業
に

対
す

る
満

足
度

に
つ

い
て

、
終

了
時

の
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

に
お

い
て

４
件

法
で

尋
ね

た
。

Q
1「

あ
な

た
は

こ
の

授
業

に
出

席
し

て
ど

の
よ

う
に

思
い

ま
し

た
か

」
に

対
し

て
「

良
か

っ
た

」
、「

や
や

良
か

っ
た

」
を

合

わ
せ

た
回

答
が

98
％

、
Q

3「
あ

な
た

は
こ

の
授

業
を

後
輩

に
も

勧
め

ま
す

か
」
に

対
す

る
「

大
い

に
勧

め
た

い
」
、

「
勧

め
た

い
」

の
合

計
が

97
％

で
あ

り
、

学
生

の
受

講
後

の
授

業
評

価
は

か
な

り
高

い
も

の
で

あ
っ

た
。
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6 
             

 

資
料

１
 2

01
7
年

度
｢
自

立
と

体
験

３
｣
授

業
終

了
時

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

（
１

/２
）

 
 

5 
 ・

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

で
自

己
開

示
が

進
ん

だ
。

 
・

成
長

感
を

感
じ

る
学

生
が

多
か

っ
た

。
 

・
授

業
の

取
り

組
み

姿
勢

の
温

度
差

あ
る

。
年

度
、
ク

ラ
ス

に
よ

っ
て

も
学

生
の

取
組

み
姿

勢
や

出
席

状
況

は
だ

い
ぶ

異
な

る
た

め
、

ク
ラ

ス
の

状
況

に
応

じ
て

柔
軟

に
対

応
で

き
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
必

要
で

あ
る

。
 

・
課

題
に

ま
じ

め
に

取
り

組
む

が
、
身

近
な

も
の

へ
し

か
興

味
を

持
た

ず
、
社

会
に

目
を

向
け

る
学

生
が

少
な

い
。
 

・
文

章
力

に
差

が
大

き
い

。
 

 4.
次

年
度

に
向

け
て

の
課

題
 

 （
１

）
 問

題
解

決
技

法
の

理
解

と
定

着
を

図
る

方
法

の
検

討
 

・
問

題
解

決
の

技
法

と
し

て
取

り
入

れ
る

内
容

を
広

げ
、

段
階

的
に

学
べ

る
よ

う
に

授
業

を
構

成
す

る
。

 
・

複
数

の
技

法
を

活
用

し
て

、
問

題
を

解
決

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

・
例

題
に

取
り

組
む

こ
と

で
、

使
い

方
を

理
解

す
る

よ
う

に
す

る
。

 
 （

２
）

 社
会

的
な

テ
ー

マ
へ

の
意

識
・

関
心

を
高

め
る

取
組

み
の

検
討

 
 

・
授

業
の

順
序

を
変

え
て

、
社

会
的

な
問

題
に

先
に

取
り

組
む

授
業

構
成

に
す

る
。

 
・

社
会

的
な

問
題

に
つ

い
て

複
数

資
料

を
示

し
、

考
え

る
形

式
に

す
る

。
 

・
「

与
え

ら
れ

た
」

社
会

的
な

テ
ー

マ
を

、
学

生
が

自
分

ご
と

と
し

て
考

え
ら

れ
る

よ
う

に
考

慮
す

る
。

学
生

に

と
っ

て
、
実

感
知

の
あ

る
テ

ー
マ

を
選

定
し

、
問

題
意

識
を

喚
起

す
る
（

テ
ー

マ
、
資

料
の

選
定

、
及

び
ワ

ー
ク

等
の

構
成

等
を

検
討

）
。

 
 （

３
）

 社
会

人
基

礎
力

と
授

業
内

容
と

の
関

連
の

教
科

 
・

授
業

内
容

と
社

会
人

基
礎

力
の

育
成

と
の

関
連

が
、

学
生

も
教

員
も

意
識

で
き

る
よ

う
な

構
成

に
す

る
。

 
 （

４
）

 チ
ー

ム
活

動
の

担
保

 
・「

社
会

の
問

題
」
の

取
組

み
方

は
、

29
年

度
ま

で
と

変
わ

る
が

、
チ

ー
ム

活
動

が
行

わ
れ

る
よ

う
に

授
業

設
計

に
工

夫
を

す
る

。
 

 
以

上
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8 
 

６
 

問
題

解
決

技
法

２
 

問
題

解
決

の
プ

ロ
セ

ス

を
学

ぶ
 

・
問

題
解

決
の

プ
ロ

セ
ス

を
理

解
す

る
 

・
問

題
解

決
の

手
法

を
使

っ
て

み
る

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

２
．

問
題

解
決

の
プ

ロ
セ

ス
（
講

義
）
 

３
．

問
題

解
決

プ
ロ

セ
ス

実
践

（
G

W
）
 

４
．

チ
ー

ム
活

動
の

振
り

返
り

（
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

使
用

）
 

５
．

振
り

返
り

 

７
 

問
題

解
決

演
習

 

＜
基

礎
＞

１
 

現
状

の
理

解
・
原

因
の

特
定

 

・
問

題
解

決
の

基
礎

を
、

演
習

を
通

し
て

学
ぶ

 

・
個

人
の

問
題

を
取

り
上

げ
て

具
体

的

に
考

え
る

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

自
分

の
問

題
を

解
決

す
る

 

２
．

個
人

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

・
一

人
１

分
間

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
実

践
 

３
．

問
題

の
認

識
・
現

状
の

理
解

・
原

因
の

特
定

 

４
．

振
り

返
り

 

８
 

問
題

解
決

演
習

 

＜
基

礎
＞

２
 

解
決

策
の

構
想

 

・
問

題
解

決
の

基
礎

を
、

演
習

を
通

し
て

学
ぶ

 

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

自
分

の
問

題
を

解
決

す
る

 

２
．

個
人

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

３
．

課
題

の
設

定
・
解

決
策

の
構

想
・
解

決
策

の
分

析
・
行

動
計

画
の

策
定

 

６
．

振
り

返
り

 

９
 

問
題

解
決

演
習

 

＜
基

礎
＞

３
 

問
題

解
決

演
習

＜
基

礎

＞
の

振
り

返
り

 

 

・
問

題
解

決
の

基
礎

を
、

演
習

を
通

し
て

学
ぶ

 

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

２
．

個
人

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

３
．

問
題

解
決

演
習

基
礎

の
振

り
返

り
 

４
．

問
題

解
決

演
習

発
展

の
準

備
 

５
．

振
り

返
り

 

1
0
 

表
現

技
法

３
 

社
会

的
な

問
題

を
話

し

合
う

 

・
見

方
を

変
え

て
議

論
を

深
め

る
体

験

を
す

る
 

・
社

会
的

な
問

題
を

話
し

合
う

 

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

２
．

個
人

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

３
．

社
会

的
な

問
題

に
つ

い
て

意
見

を
述

べ
る

 

４
．

議
論

を
深

め
る

体
験

を
す

る
 

 
 

 

５
．

振
り

返
り

 

1
1
 

問
題

解
決

演
習

 

＜
発

展
＞

１
 

現
状

の
理

解
・
原

因
の

特
定

 

・
問

題
解

決
技

法
を

活
用

し
て

み
る

 

・
自

分
た

ち
で

主
体

的
に

授
業

に
取

り

組
む

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

社
会

や
生

活
に

関
す

る
テ

ー
マ

に
グ

ル
ー

プ
で

取
り

組
む

 

２
．

個
人

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

３
．

問
題

解
決

プ
ロ

セ
ス

１
（
問

題
認

識
、

現
状

理
解

）
 

４
．

振
り

返
り

 

1
2
 

問
題

解
決

演
習

 

＜
発

展
＞

２
 

解
決

策
の

構
想

 

・
問

題
解

決
技

法
を

活
用

し
て

み
る

 

・
自

分
た

ち
で

主
体

的
に

授
業

に
取

り

組
む

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

社
会

や
生

活
に

関
す

る
テ

ー
マ

に
グ

ル
ー

プ
で

取
り

組
む

 

２
．

個
人

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

３
．

問
題

解
決

プ
ロ

セ
ス

２
（
原

因
特

定
、

課
題

設
定

）
 

４
．

振
り

返
り

 

1
3
 

問
題

解
決

演
習

 

＜
発

展
＞

３
 

解
決

策
の

プ
レ

ゼ
ン

テ

ー
シ

ョ
ン

 

・
問

題
解

決
技

法
を

活
用

し
て

み
る

 

・
自

分
た

ち
で

主
体

的
に

授
業

に
取

り

組
む

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

社
会

や
生

活
に

関
す

る
テ

ー
マ

に
グ

ル
ー

プ
で

取
り

組
む

 

２
．

個
人

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

３
．

問
題

解
決

プ
ロ

セ
ス

３
（
解

決
策

構
想

～
計

画
策

定
）
 

４
．

振
り

返
り

 

1
4
 

問
題

解
決

演
習

 

＜
発

展
＞

４
 

解
決

策
の

プ
レ

ゼ
ン

テ

ー
シ

ョ
ン

 

問
題

解
決

演
習

＜
発

展

＞
の

振
り

返
り

 

・
問

題
解

決
技

法
を

活
用

し
て

み
る

 

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

践
し

て
み

る
 

・
チ

ー
ム

の
中

で
の

自
分

を
振

り
返

る
 

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

社
会

や
生

活
に

関
す

る
テ

ー
マ

に
グ

ル
ー

プ
で

取
り

組
む

 

２
．

個
人

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

３
．

問
題

解
決

プ
ロ

セ
ス

４
（
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

）
 

４
．

問
題

解
決

演
習

発
展

の
振

り
返

り
 

５
．

振
り

返
り

 

1
5
 

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

 

自
分

の
持

ち
味

を
探

る

今
後

の
行

動
を

考
え

る
 

・
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
の

考
え

方
を

知
る

・
自

分
の

持
ち

味
を

知
る

 

・
今

後
の

行
動

計
画

を
た

て
る

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

２
．

授
業

全
体

を
振

り
返

る
 

 
 

（
社

会
人

基
礎

力
チ

ェ
ッ

ク
・
振

り
返

り
シ

ー
ト

作
成

）
 

３
．

今
後

の
行

動
計

画
を

た
て

る
 

 
 

 
（３

年
次

の
抱

負
、

今
後

の
行

動
計

画
）
 
 

以
上

 
 

 

7 
                          資

料
２

 
平

成
29

年
度

 
自

立
と

体
験

３
 

授
業

内
容

一
覧

 

回
 

授
業

名
 

授
業

の
ね

ら
い

 
主

な
授

業
内

容
 

１
 

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

授
業

全
体

の
概

要
 

・
「
自

立
と

体
験

３
」
に

興
味

を
持

つ
 

 ・
授

業
で

身
に

つ
く
力

を
理

解
す

る
 

１
．

授
業

の
ね

ら
い

と
内

容
の

紹
介

 
２

．
自

立
と

体
験

３
の

特
徴

に
触

れ
る

 
 

 
 

・
自

己
紹

介
ワ

ー
ク

 
３

．
自

立
と

体
験

３
の

特
徴

を
知

る
 

４
．

振
り

返
り

・
ア

ン
ケ

ー
ト

 

２
 

チ
ー

ム
活

動
技

法
 

チ
ー

ム
で

話
し

合
い

発

表
す

る
 

・
チ

ー
ム

で
協

力
し

て
活

動
す

る
体

験

を
す

る
 

・
チ

ー
ム

で
話

し
合

い
、

発
表

を
ま

と
め

る
ポ

イ
ン

ト
を

理
解

す
る

 
・
チ

ー
ム

活
動

に
必

要
な

ポ
イ

ン
ト

を
理

解
す

る
 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

２
．

大
学

生
活

を
振

り
返

る
演

習
 

３
．

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

と
発

表
演

習
 

４
．

チ
ー

ム
活

動
の

振
り

返
り

 
５

．
振

り
返

り
 

 

３
 

表
現

技
法

１
 

自
分

の
意

見
を

述
べ

る
 

・
自

分
の

意
見

を
論

理
的

に
述

べ
る

 

・
相

手
の

意
見

を
整

理
し

て
聴

く
 

・
他

者
の

意
見

を
聞

い
て

意
見

を
述

べ

る
 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

２
．

個
人

目
標

設
定

 

３
．

論
理

的
に

話
す

 

４
．

意
見

を
述

べ
る

 

５
．

振
り

返
り

 

４
 

表
現

技
法

２
 

話
し

合
っ

て
結

論
を

出

す
 

・
他

者
と

異
な

る
意

見
を

述
べ

る
こ

と
に

慣
れ

る
 

・
お

互
い

の
意

見
を

も
と

に
合

意
形

成

を
行

う
 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

２
．

話
し

合
っ

て
結

論
を

出
す

 

３
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

基
本

 

４
．

振
り

返
り

 

５
 

問
題

解
決

技
法

１
 

問
題

解
決

を
体

験
す

る
 

・
問

題
や

問
題

意
識

の
持

ち
方

を
理

解

す
る

 

・
問

題
解

決
の

体
験

を
す

る
 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

２
．

問
題

の
種

類
と

問
題

意
識

の
持

ち
方

 

３
．

問
題

解
決

体
験

（
ケ

ー
ス

「
タ

ッ
チ

ラ
グ

ビ
ー

サ
ー

ク
内

部
分

裂
問

題
」
）
 

４
．

振
り

返
り

 

資
料

１
 2

01
7
年

度
｢
自

立
と

体
験

３
｣
授

業
終

了
時

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

（
２

/２
）
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平
成

29
年

10
月

12
日

・
学

部
長

会
提

出
資

料
 

2 
 １

．
授

業
概

要
 

 
1
.
1
 

教
育

目
標
 

（
1）

自
己

実
現

を
目

指
し

、
職

業
を

持
つ

社
会

人
と

し
て

自
立

で
き

る
能

力
と

意
欲

を
育

て
る

こ
と

。
 

 
（

2）
生

涯
を

通
じ

て
の

継
続

的
な

学
習

意
欲

と
就

業
力

を
育

て
る

こ
と

。
 

 
（

3）
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

最
終

段
階

と
し

て
、
具

体
的

に
自

ら
の

将
来

像
、
仕

事
、
就

職
に

つ
い

て
考

え

る
力

と
意

欲
を

身
に

つ
け

る
こ

と
。

 
 

1
.
2
 

行
動

目
標

・
到

達
目

標
 

（
1）

自
ら

の
課

題
を

設
定

し
、

主
体

的
に

学
ぶ

こ
と

。
 

（
2）

就
職

活
動

の
前

提
と

な
る

意
識

と
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
る

こ
と

。
 

（
3）

社
会

人
の

考
え

方
に

触
れ

、
働

く
イ

メ
ー

ジ
や

就
業

観
を

身
に

つ
け

る
こ

と
。

 
（

4）
グ

ル
ー

プ
で

の
話

し
合

い
を

通
じ

て
、

自
己

を
見

つ
め

自
己

表
現

力
を

鍛
え

る
こ

と
。

 
 

 
1
.
3
 

授
業

内
容

 

 
 

平
成

29
年

度
は

、
各
授

業
の

繋
が

り
が

分
か

り
や

す
く

な
る

よ
う

に
毎

回
の

授
業

の
最

初
に

そ
の

日

の
授

業
内

容
の

説
明

を
行

っ
た

。
（

図
1
参

照
。

全
15

回
の

授
業

内
容

詳
細

は
、

資
料

1
を

参
照

。
）

 
 

 
そ

の
他

、
昨

年
度

か
ら

の
主

な
変

更
点

は
下

記
の

通
り

で
あ

る
。

 
 

・
学

生
自

身
が

将
来

に
向

け
て

ど
の

よ
う

な
一

歩
を

歩
ん

で
い

き
た

い
の

か
、

自
己

と
社

会
と

仕
事

 

と
を

そ
れ

ぞ
れ

を
結

節
さ

せ
る

よ
う

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
強

化
。

 

 
  

・
「

社
会
人

の
働

く
理

由
」

の
考

察
を

通
じ

て
、

仕
事

の
意

味
や

社
会

と
の

接
点

を
多

角
的

に
考

え
る

 
ワ

ー
ク

の
充

実
。

 
 

・
就

職
活

動
を

控
え

自
ら

業
界

や
企

業
調

査
を

行
う

手
法

に
つ

い
て

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

や
ネ

ッ
ト

 
情

報
の

活
用

に
加

え
本

年
度

か
ら

受
講

者
全

員
に

対
し

て
『

業
界

地
図

』
の

配
付

。
 

 
 

 
             

図
1 

「
自

立
と

体
験

４
」

授
業

内
容

 

  

仕
事

理
解

 

【
2
】
社

会
の

中
の

仕
事

を
考

え
る

 

【
3
】
仕

事
の

意
義

を
考

え
る

 

自
己

理
解

 

【
4
】
自

分
の

強
み

を
理

解
す

る
 

【
6
】
社

会
で

求
め

ら
れ

る
能

力
 

ジ
ョ

ブ
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

【
5
】
目

的
と

進
め

方
 

【
9
】
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
準

備

【
1
0
】
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
 

【
1
1
】
振

り
返

り
 

【
7
】
チ

ー
ム

で
調

べ

企
業

を
知

る
た

め
の

情
報

収
集

 

【
8
】
個

人
で

調
べ

る
 

【
1
】
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

 

【
1
5
】
総

ま
と

め
 

【
1
2
】
興

味
の

あ
る

業
界

・

企
業

を
調

べ
る

 

【
1
3
】
自

分
の

将
来

像
を

描
く
 

【
1
4
】
自

分
を

表
現

す
る
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1 
 

  
平

成
29

年
10

月
4
日

  
学

長
 

大
橋

 
有

弘
 殿

 
 

平
成

29
(2

01
7)
年

度
全

学
共

通
社

会
的

・
職

業
的

自
立

促
進

科
目

 

「
自

立
と

体
験

４
」

実
施

報
告

書
 

 

「
自

立
と

体
験

４
」

担
当

副
学

長
 

 
明

星
教

育
セ

ン
タ

ー
長

 
菊

地
 

滋
夫

 
                         

S
u
m
m
a
r
y
（

概
要

）
 

 
 

 

・
本

年
度

は
7
ク

ラ
ス

で
開

講
し

、
履

修
者

は
1
2
0
名

で
あ

っ
た

。
(
昨

年
度

は
1
1
3
名

)
 

 ・
単

位
修

得
率

は
9
6
.
6
%
(
昨

年
度

は
8
3
.
9
%
)
、

出
席

率
は

8
2
.
4
%
(
昨

年
度

は
7
9
.
4
%
)
で

あ
っ

た
。

 

 ・
受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
「

こ
の

授
業

に
よ

っ
て

自
己

理
解

が
深

ま
り

、
将

来
や

就
職

に
向
け

て
考

え

る
き

っ
か

け
と

な
っ

た
」

と
多

く
の

学
生

が
回

答
し

て
い

る
。

 

 ・
昨

年
度

か
ら

の
課

題
と

し
て

「
自

己
と

社
会

と
仕

事
と

を
そ

れ
ぞ

れ
結

節
さ

せ
る

よ
う

な
プ
ロ

グ
ラ

ム

の
改

善
に

つ
い

て
は

、『
様
々

な
仕

事
理

解
が

進
ん

だ
』
や
『

自
分
に

あ
っ

た
職

業
を

探
し

た
い

』
へ

の

肯
定

的
回

答
が

大
幅

に
上

昇
し

た
こ

と
か

ら
進

捗
し

た
も

の
と

考
え

る
。

 

 

・
一

方
で

卒
業

後
の

進
路

に
つ

い
て

イ
メ

ー
ジ

出
来

て
い

る
学

生
は

過
半

数
に

達
し

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、

動
機

づ
け

や
問

題
意

識
の

醸
成

に
は

繋
が

っ
た

が
ま

だ
ま

だ
自

分
の

行
動

に
落

と
し

込
む

レ
ベ

ル
に
は

至
っ

て
い

な
い

学
生

も
多

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 

 ・
次

年
度

は
、

全
体

の
授

業
構

成
の

バ
ラ

ン
ス

を
再

考
し

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
通

じ
て

の
協
同

学
習

の

充
実

及
び

学
生

自
身

が
、

将
来

に
向

け
て

ど
の

よ
う

な
一

歩
を

歩
ん

で
い

き
た

い
の

か
を

ベ
ー

ス
に
、

社
会

人
ス

タ
ー

ト
に

向
け

て
3
年

後
期

以
降

の
具

体
的

な
行

動
に

つ
な

が
る

よ
う

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
等

の
バ

ラ
ン

ス
(
気

づ
き

の
増

幅
と

個
の

計
画

化
)
を

考
え

た
い

。
 

 

学
部
長

29
10

12
-8
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図

2 
平

成
29

年
度

 
出

席
率

 

３
．

授
業

評
価

 

 
3
.
1
 

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
 

授
業

改
善

を
目

的
と

し
て

、
第

1
5
回

授
業

時
に

、
出

席
者

に
対

し
て

「
自

立
と

体
験

４
」

オ
リ

ジ
ナ

ル
の

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
を

記
名

式
で

実
施

し
て

い
る

。
下

記
、

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
つ

い
て

考
察

す
る

。
 

な
お

、
図

の
作

成
に

あ
た

っ
て

は
、

無
効

回
答

を
除

い
て

い
る

。
 

（
1
）

授
業

評
価

 

 
 

 
受
講
後
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の

9
9
%
(
昨
年

10
0
%
)
が
、
「

自
立

と
体

験
４

」
の

授
業

へ
参

加
し

て
良

か
っ

た
、

や
や

良
か

っ
た

」
と

肯
定

的
に

回
答

し
た

。
自

由
記

述
欄

に
は

、
こ

の
授

業
に

よ
っ

て
自

己
理

解
が

深
ま

り
、

将
来

や
就

職
に

向
け

て
考

え
る

き
っ

か
け

と
な

っ
た

と
多

く
の

学
生

が
回

答
し

て
い

る
。
具

体
的

に
は

、「
将

来
の

事
に

つ
い

て
考

え
る

き
っ

か
け

の
授

業
で

あ
っ

た
。
参

加
し

て
自

分
の

考
え

方
が

変
わ

っ
た

」「
仕

事
と

は
ど

ん
な

も
の

か
、
自

分
は

何
を

思
っ

て
い

る
の

か
、
就

職
活

動
に

必
要

な
事

を
知

る
こ

と
が

出
来

た
」「

自
分

の
過

去
や

経
験

を
将

来
に

繋
げ

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

」
「

自
身

が
ど

ん
な

会
社

に
入

り
た

い
か

再
認

識
で

き
た

」
「

こ
の

授
業

で
は

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク

を
通

じ
て

人
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
(
自

分
を

表
現

し
伝

え
る

力
)
を

学
ぶ

こ
と

が
出

来
た

。

ほ
か

の
授

業
に

は
こ

う
い

っ
た

学
習

が
で

き
な

い
の

で
や

り
が

い
を

感
じ

た
」
等

の
記

述
が

あ
っ

た
。
 

 
 

特
に

印
象

に
残

っ
た

授
業

と
し

て
ジ

ョ
ブ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

に
関

わ
る

各
種

取
り

組
み

に
対

す
る

コ
メ

ン
ト

が
多

く
、「

対
象

者
の

設
定

」
「

イ
ン
タ

ビ
ュ

ー
の

質
問

組
立

て
」「

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

自
体

で
の

情

報
」
「

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
」
「

他
者

の
発

表
へ

の
コ

メ
ン

ト
」

等
を

通
じ

て
多

く
の

学
習

を
し

た

こ
と

を
記

述
し

て
い

た
。

 

 

（
2
）

キ
ャ

リ
ア

意
識

、
仕

事
・

職
業

意
識

 

ま
た

、
昨

年
度

か
ら

の
課

題
で

あ
っ

た
仕

事
・

職
業

意
識

を
深

め
、

自
分

自
身

に
引

き
寄

せ
て

仕

事
や

将
来

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
に

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

重
点

を
置

い
た

こ
と

に
よ

り
「

様
々

な
仕

事
に

つ
い
て
理
解
が
深
ま
っ
た
」
と
回
答
し
た
学
生
は

9
7
％
（
昨
年

8
9
%
）
、
「

自
分

に
と

っ
て

の
や

り
が

い
や
働
く
意
義
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
」
へ
の
肯
定
的
回
答
が

8
6
%
（
昨

年
8
1
%
）
「

自
分

に
あ
っ

た

職
業

を
探

し
た

い
と

思
う

よ
う

に
な

っ
た

」
へ

の
回

答
は

9
9
%
（

昨
年

9
1
％

）
と

、
そ

れ
ぞ

れ
昨

年

か
ら

の
成

果
が

認
め

ら
れ

る
結

果
と

な
っ

た
。
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3 
 ２

．
実

施
結

果
 
 

2
.
1
 

開
講

曜
日

・
時

限
 
 

 
 

3
年

生
前

期
科

目
と

し
て

、
明

星
教

育
セ

ン
タ

ー
特

任
・
常

勤
教

員
７

名
で

７
ク

ラ
ス

を
開

講
し

た
。

う
ち

1
ク

ラ
ス

は
2
名

の
教

員
で

共
同

担
当

し
た

。
経

済
学

科
、

デ
ザ

イ
ン

学
科

、
国

際
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
学

科
の

3
学

科
が

学
科

科
目

に
読

み
替

え
の

措
置

を
行

っ
た

。
授

業
の

開
講

曜
日

時
限

は
表

1
の

通
り

で
あ

る
。

 

 

 
 

 
 

 
 

表
1
 

開
講
曜
日
時
限
 

 
 

 
（

 
）

は
ク

ラ
ス

数
 

開
講

曜
日

時
限

 
教

員
数

 
人

数
 

開
講

曜
日

時
限

 
教

員
数

 
人

数
 

月
曜

日
3
限

（
1）

 
1
名

 
25

 
木

曜
日

3
限

（
2）

 
各

1
名

 
45

 

月
曜

日
5
限

（
1）

 
1
名

 
1✳

 
金

曜
日

3
限

（
1）

 
2
名

 
22

 

火
曜

日
3
限

（
1）

 
1
名

 
7 

金
曜

日
5
限

（
0）

 
－

 
0 

水
曜

日
5
限

（
1）

 
 

1
名

 
 

19
 

全
体

（
7
ク

ラ
ス

）
 

12
0 

 
 

※
履

修
者
人

数
は

、
4
月

2
4
日

（
月

）
現

在
の

も
の

で
あ

る
。

 

 
 

※
昨

年
か

ら
の

課
題

で
あ

っ
た

少
人

数
ク

ラ
ス

月
曜

5
限

、
金

曜
5
限

は
履

修
者

が
少

な
か

っ
た

た
め

、
協

同
学

習

の
効

果
を

高
め

る
た

め
に

他
の

ク
ラ

ス
に

移
動

を
お

願
い

し
た

。
尚

 
授

業
曜

日
振

替
依

頼
予

定
で

あ
っ

た
月

曜
5

限
の

履
修

者
1
名

は
全

回
欠

席
だ

っ
た

。
 

 2
.
2
 

履
修

者
数

及
び

単
位

修
得

状
況

 

 
平

成
2
9
年

度
の

履
修

者
数

は
、

1
2
0
名

で
あ

っ
た

。
昨

年
度

の
1
1
3
名

と
比

べ
て

若
干

増
加

し
た

。

学
部

学
科

別
の

履
修

者
数

は
表

2
の

通
り

で
あ

る
。
単

位
修

得
者

は
1
1
4
名

で
、
単
位
修
得
率
は

9
6
.
6
％

だ
っ

た
。

昨
年

度
の

8
3
.
9
％

と
比

べ
、

受
講

生
の

取
り

組
み

姿
勢

向
上

や
国

際
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

学
科

の
単

位
読

み
替

え
効

果
等

に
よ

り
1
2
.
7
ポ

イ
ン

ト
上

が
っ

た
。

 

 

             2
.
3
 

出
席

率
 

 
平

成
2
9
年

度
の

出
席

率
の

平
均

は
8
2
.
4
％

だ
っ

た
。

昨
年

度
の

7
9
.
4
％

と
比

較
す

る
と

3
ポ

イ
ン

ト
上

が
っ

た
。
最

も
高

か
っ

た
の

は
、
第

2
回
・
第

3
回

目
の

8
9
.
8
％

、
最

も
低

か
っ

た
の

は
第

1
3
回

目
の

7
3
.
7
％

で
あ

っ
た

。
授

業
回

毎
の

出
席

率
は

図
2
の

通
り

で
あ

る
。

 

※
履

修
登

録
者

1
2
0
名

の
う

ち
授

業
に

1
度

も
出

席
し

て
い

な
い

学
生

が
1
名

、
退

学
者

が
1
名

い
た

。
単

位
修

得
率

と
出

席
率

は
履

修
者

1
2
0
名

か
ら

そ
の

2
名

を
除

い
た

1
1
8
名

で
計

算
し

て
い

る
。

 

表
2 

学
部

学
科

別
履

修
者

数
と

単
位

修
得

者
数

 

平成
28
年度

平成
27
年度

平成
28
年度

平成
27
年度

履修
者

単位
修得

者
履修

者
履修

者
履修

者
単位

修得
者

履修
者

履修
者

経済
学部

経済
学科

57
57

74
47

⼈⽂
学部

⼼理
学科

5
4

4
7

造形
学部

造形
学科

ー
ー

ー
39

教育
学部

教育
学科

5
5

7
12

デザ
イン

学部
デザ

イン
学科

13
12

9
0

経営
学部

経営
学科

0
0

0
0

情報
学部

情報
学科

2
2

1
10

理⼯
学部

総合
理⼯

学科
環境

・⽣
態学

系
1

1
3

4
⼈⽂

学部
国際

コミ
ュニ

ケー
ショ

ン学
科

31
29

6
26

理⼯
学部

総合
理⼯

学科
機械

⼯学
系

0
0

0
1

⼈⽂
学部

⼈間
社会

学科
0

0
1

8
理⼯

学部
総合

理⼯
学科

建築
学系

1
1

0
4

⼈⽂
学部

⽇本
⽂化

学科
2

2
0

5
理⼯

学部
総合

理⼯
学科

⽣命
科学

・化
学系

0
0

3
9

⼈⽂
学部

福祉
実践

学科
2

1
0

1
理⼯

学部
総合

理⼯
学科

電気
電⼦

⼯学
系

1
0

0
2

理⼯
学部

総合
理⼯

学科
物理

学系
0

0
5

3
総計

12
0

11
4

11
3

18
7

学部
学科

名
平成

29
年度

学部
学科

名
平成

29
年度
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成
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年
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月
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日

・
学

部
長

会
提

出
資

料
 

6 
 

課
題

に
丁

寧
に

向
き

合
う

こ
と

が
で

き
充

実
し

た
内

容
が

で
き

た
反

面
、

多
様

性
に

欠
け

、
学

生

相
互

の
刺

激
が

少
な

い
面

が
見

ら
れ

た
。

20
名

を
超

え
る

ク
ラ

ス
で

は
、

多
様

な
意

見
が

出
て

、

学
生

同
士

の
や

り
と

り
が

多
く

で
き

た
反

面
、

教
案

に
沿

っ
た

進
め

方
を

重
視

す
る

と
教

員
側

の

個
々

の
学

生
の

把
握

や
ア

ド
バ

イ
ス

が
難

し
い

側
面

も
あ

っ
た

。
 

 
 

・
基

本
的

文
章

力
を

鍛
え

る
た

め
に

外
部

講
師

に
依

頼
し

提
出

レ
ポ

ー
ト

の
添

削
を

お
こ

な
っ

た
。

本
年

度
か

ら
評

価
ポ

イ
ン

ト
を

細
分

化
し

た
こ

と
で

学
生

に
と

っ
て

評
価

基
準

が
判

り
や

す
く

な

っ
た

。
し

か
し

「
一

度
き

り
」

且
つ

「
具

体
的

な
改

善
指

導
の

場
」

が
な

い
こ

と
に

よ
る

効
果

が

限
ら

れ
た

。
 

 ４
．

次
年

度
に

向
け

て
 

 
次

年
度

の
授

業
実

施
に

向
け

て
、

下
記

の
3
点

に
つ

い
て

今
後

検
討

を
し

て
い

き
た

い
。

同
時

に
、

授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

の
項

目
や

活
用

の
見

直
し

を
行

い
、

受
講

者
レ

ベ
ル

や
志

向
を

勘
案

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
再

構
築

を
図

る
き

っ
か

け
づ

く
り

と
し

て
い

き
た

い
。

 

  
（

1
）

ク
ラ

ス
運

営
の

弾
力

性
に

つ
い

て
 

 
 

 
前

年
同

様
に

ク
ラ

ス
人

数
の

ば
ら

つ
き

が
授

業
に

与
え

た
影

響
に

つ
い

て
は

前
述

の
通

り
で

あ
る

。
 

そ
も

そ
も

学
生

が
履

修
時

間
を

選
択

す
る

た
め

ク
ラ

ス
人

数
の

平
準

化
に

は
限

界
が

あ
る

。
来

年
度

に
 

向
け

て
は

、
ク

ラ
ス

人
数

の
ば

ら
つ

き
を

前
提

と
し

て
、

各
授

業
の

最
終

成
果

の
共

有
化

を
は

か
り

つ
 

つ
担

当
教

員
が

弾
力

的
な

授
業

運
営

を
行

う
こ

と
を

推
進

し
て

い
き

た
い

。
(
本

年
度

同
様

、
協

同
学

 

習
に

支
障

を
き

た
す

よ
う

な
少

人
数

の
場

合
は

受
講

時
間

の
変

更
を

依
頼

す
る

こ
と

も
あ

る
。

)
 

 
 

 
ま

た
、

全
体

の
履

修
登

録
者

を
増

や
す

取
り

組
み

に
つ

い
て

も
今

後
何

が
で

き
る

か
の

検
討

も
引

 

き
続

き
し

て
い

き
た

い
。

 

  
（

2
）

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
等

協
同

学
習

に
よ

る
学

び
に

つ
い

て
 

本
年

度
、

社
会

に
お

け
る

仕
事

と
自

分
自

身
が

働
く

こ
と

と
の

結
節

点
を

持
た

せ
る

取
り

組
み

に
 

つ
い

て
の

充
実

を
図

り
、

個
人

ワ
ー

ク
や

相
互

の
発

表
か

ら
の

気
づ

き
の

幅
は

広
か

っ
た

が
、「

チ
ー

ム
で

創
り

上
げ

る
」
「

デ
ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

深
め

る
」

等
の

機
会

が
少

な
く

な
っ

た
結

果
、

リ
ー

ダ

ー
シ

ッ
プ

発
揮

の
場

面
や

論
理

思
考

を
深

め
る

場
面

が
弱

か
っ

た
。

 

 (
3
)
３

年
後

期
以

降
の

行
動

に
つ

な
が

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

 

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

や
最

終
回

の
ワ

ー
ク

を
見

る
と

就
職

活
動

に
向

け
て

の
現

状
課

題
認

識
や

意

欲
に

は
繋

が
っ

て
い

る
も

の
の

、
ま

だ
ま

だ
そ

れ
ら

が
「

将
来

の
た

め
に

今
何

を
す

べ
き

か
」

と
い

う
こ

と
に

は
繋

が
っ

て
い

な
い

学
生

も
多

く
見

ら
れ

る
。

 

 

 
 

以
上

の
課

題
解

決
に

向
け

て
、

次
年

度
は

、
全

体
の

授
業

構
成

の
バ

ラ
ン

ス
を

再
考

し
、

グ
ル

ー
プ

 

ワ
ー

ク
を

通
じ

て
の

協
同

学
習

の
充

実
及

び
学

生
自

身
が

将
来

に
向

け
て

ど
の

よ
う

な
一

歩
を

歩
ん

で
 

い
き

た
い

の
か

を
ベ

ー
ス

に
、

社
会

人
ス

タ
ー

ト
に

向
け

て
3
年

後
期

以
降

の
具

体
的

な
行

動
に

つ
な

 

が
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
充

実
等

の
バ

ラ
ン

ス
(
気

づ
き

の
増

幅
と

個
の

計
画

化
)
を

考
え

た
い

。
 

 
 

以
 

上
 

平
成
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年
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学
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出
資
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5 
 

（
3
）

獲
得

し
た

い
意

識
と

能
力

 

 
 

 
こ

の
授

業
を

通
し

て
伸

び
た

と
思

う
ス

キ
ル

に
つ

い
て

の
質

問
（

複
数

回
答

）
で

は
、
聴

く
力
（

19
%）

、

プ
レ

ゼ
ン

力
(
1
7
%
)
、
情

報
収

集
の

仕
方
（

1
4
%
）
、
チ

ー
ム

活
動
（

1
3
%
）
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

の
仕

方
(
1
2
%
)

が
高

か
っ

た
。

 

 
 
 

 
ま

た
、
こ

の
授

業
に

関
わ

ら
ず

現
状

有
す

る
社

会
人

基
礎

力
の

授
業

第
1
回

と
第

1
5
回

の
社

会
人

基
礎

力
自

己
判

定
比

較
で

は
発

信
力

・
意

思
決

定
力

・
振

り
返

る
力

の
ポ

イ
ン

ト
伸

長
が

顕
著

で
あ

っ
た

。
 

 

（
4
）

そ
の

他
 

 
 

 
卒

業
後

の
進

路
は

、
イ

メ
ー

ジ
で

き
て

い
る

と
回

答
し

た
学

生
が

4
4
%
と

、
半

分
以

上
の

学
生

が
卒

業
後

の
進

路
に

つ
い

て
イ

メ
ー

ジ
で

き
て

い
な

か
っ

た
。

ま
た

こ
の

夏
休

み
に

7
7
％

の
学

生
が

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
し

た
い

と
回

答
し

て
い

る
。

ま
た

「
こ

の
夏

休
み

、
イ

ン
タ

ー
シ

ッ
プ

以
外

で
就

職
活

動
の

た
め

の
計

画
し

て
い

る
こ

と
が

あ
る

か
」

に
つ

い
て

は
「

あ
る

」
と

の
回

答
は

2
6%

に
と

ど
ま

り
、

ま
だ

ま
だ

具
体

的
な

行
動

に
つ

な
が

っ
て

い
か

な
い

こ
と

が
窺

え
る

。
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
以

外
で

こ
の

夏
休

み
に

取
り

組
み

た
い

こ
と

と
し

て
、
筆

記
試

験
や

S
P
I
、
資

格
取

得
の

た
め

の
勉

強
な

ど
が

あ
が

っ
て

い
た

。
 

 
 

 
受

講
の

き
っ

か
け

（
複

数
回

答
）

に
つ

い
て

は
、
「

就
職

活
動

に
不

安
が

あ
っ

た
」

と
回

答
し

た
学

生
が

2
7
％

と
最

も
高

く
、
次

に
「

自
立

と
体

験
３

を
受

講
し

た
か

ら
」
と
回
答
し
た
学
生
が

2
6
%
、「

自

分
の

可
能

性
を

伸
ば

し
た

か
っ

た
」

と
回

答
し

た
学

生
が

1
8
％

で
あ

っ
た

。
 

  
3
.
2
 

教
員

か
ら

の
評

価
 

 
 

担
当

し
た

教
員

か
ら

授
業

内
容

や
運

営
面

に
つ

い
て

以
下

の
指

摘
が

あ
っ

た
。

 
 

（
1
）

授
業

内
容

に
つ

い
て

 

 
 

・
第

3
回

「
仕

事
の

意
義

を
考

え
る

」
で

は
、

社
会

人
の

働
く

動
機

を
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
と

し
て

提
示

し
た

こ
と

で
、

自
分

自
身

の
働

く
理

由
を

考
え

る
参

考
に

な
っ

た
よ

う
で

あ
る

。
 

 
 

・
ジ

ョ
ブ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
自

分
の

興
味

の
あ

る
仕

事
や

業
界

に
つ

い
て

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
す

る
た

め
に

依
頼

者
探

し
や

実
施

計
画

に
時

間
を

か
け

た
学

生
が

多
か

っ
た

。

自
分

で
計

画
し

、
ア

ポ
イ

ン
ト

を
取

り
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
し

、
プ

レ
ゼ

ン
を

す
る

と
い

う
一

連

の
流

れ
を

通
し

て
主

体
的

に
取

り
組

む
意

識
が

醸
成

さ
れ

て
い

た
。

 
 

 
 

ま
た

、
メ

ン
バ

ー
の

発
表

に
も

関
心

を
持

ち
相

互
に

意
見

や
質

問
を

交
わ

す
中

で
、

自
分

の
興

味

領
域

の
仕

事
以

外
へ

の
関

心
も

高
ま

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

 
・

第
７

回
「

企
業

を
知

る
た

め
の

情
報

収
集

」
に

つ
い

て
は

、
与

え
ら

れ
た

課
題

企
業

に
つ

い
て

、

各
種

の
情

報
源

か
ら

グ
ル

ー
プ

で
協

力
し

て
情

報
を

集
め

、
組

み
合

わ
せ

る
ワ

ー
ク

を
行

っ
た

こ

と
で

多
面

的
な

企
業

理
解

に
つ

な
が

っ
た

よ
う

だ
。

ま
た

学
生

に
配

布
し

た
『

業
界

地
図

』
が

好

評
で

あ
っ

た
。

 
一

方
で

、
仕

事
に

関
す

る
自

己
の

志
向

が
固

ま
ら

な
い

学
生

が
多

い
中

、
自

分
事

と
し

て
仕

事
を

探
す

の
に

ど
の

よ
う

な
情

報
が

な
ぜ

必
要

な
の

か
、

ど
こ

で
ど

の
よ

う
な

情
報

を
収

集
し

て
く

る

か
イ

メ
ー

ジ
が

わ
き

に
く

い
よ

う
で

あ
っ

た
。

 
 

 
 

（
2
）

運
営

面
に

つ
い

て
 

 
 

・
ク

ラ
ス

に
よ

り
履

修
者

数
の

ば
ら

つ
き

が
あ

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

少
人

数
ク

ラ
ス

（
7
名

）
で

は
、
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8 
 【

資
料

2
】

2
．
平
成

2
9
年
度
「
自
立
と
体
験
４
」
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
 

 

  
 

第
15

回
目

に
、
今

後
の

就
活

フ
ォ

ロ
ー

希
望

者
を

確
認

す
る

た
め

、
記

名
式

で
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施

し
た

。
履

修
者

12
0
名

の
う

ち
、

回
答

者
は

10
0
名

だ
っ

た
。

ま
た

、
図

の
作

成
に

あ
た

り
、

無
回

答
者

は
除

い
て

い
る

。
 

 
な

お
、

昨
年

度
と

±
5
ポ

イ
ン

ト
差

が
あ

る
項

目
に

つ
い

て
は

、
コ

メ
ン

ト
を

つ
け

て
い

る
。 

 
 

 
 

              

平
成

29
年

10
月

12
日

・
学

部
長

会
提

出
資

料
 

7 
 【

資
料

1
】

 
1
．
平
成

2
9
年
度
「
自
立
と
体
験
４
」
授
業
内
容
 

 回
 

授
業

名
 

内
容

 

1 
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン
 

【
授

業
全
体

の
概

要
】

 
ね

ら
い

を
理

解
す

る
 

ゴ
ー

ル
を
イ

メ
ー

ジ
す

る
 

2 
社

会
の

中
の

仕
事

を
考

え
る

 
社

会
と

仕
事

の
繋

が
り

を
知

る
 

社
会

の
中
の

仕
事

を
考

え
る

 

3 
仕

事
の

意
義

を
考

え
る

 
自

分
が

仕
事

を
す

る
こ

と
に

つ
い

て
考

え
る

 

4 
自

分
の

強
み

を
理

解
す

る
 

自
分

の
強
み

を
理

解
す

る
 

他
者

と
の
違

い
か

ら
特

徴
を

見
出

す
 

5 
ジ

ョ
ブ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

１
 

【
目

的
と
進

め
方

】
 

質
問

力
を
つ

け
る

 

ジ
ョ

ブ
イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
手

順
を

考
え

る
 

6 
社

会
で

求
め

ら
れ

る
能

力
 

社
会

で
求
め

ら
れ

る
能

力
を

理
解

す
る
 

働
く

上
で
の

自
分

の
持

ち
味

の
現

状
を

知
る

 

7 
企

業
を

知
る

た
め

の
情

報
収

集
 

【
チ

ー
ム
で

調
べ

る
】

 
情

報
収

集
の

方
法

を
知

る
 

企
業

や
仕
事

に
つ

い
て

理
解

す
る

 
8 

企
業

を
知
る

た
め

の
情

報
収

集
 

【
個

人
で
調

べ
る

】
 

9 
ジ

ョ
ブ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

２
 

【
プ

レ
ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

準
備

】
 

プ
レ

ゼ
ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
基

本
を

理
解

す
る
 

プ
レ

ゼ
ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
準

備
 

10
 

ジ
ョ

ブ
イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

３
 

【
プ

レ
ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

】
 

様
々

な
人
の

仕
事

観
を

探
る
 

準
備

し
て
行

う
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
体

験
す

る
 

11
 

ジ
ョ

ブ
イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

４
【

振
り

返
り

】
 

ジ
ョ

ブ
イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
振

り
返

る
 

12
 

興
味

の
あ
る

業
界

・
企

業
を

調
べ

る
 

主
体

的
に
情

報
収

集
す

る
 

業
界

・
企
業

の
多

様
性

を
知

る
 

13
 

自
分

の
将
来

像
を

描
く

 
自

立
し

た
社

会
人

と
し

て
将

来
像

を
具

体
的

に
描

く
 

14
 

自
分

を
表
現

す
る

 
現

在
の

自
分

を
表

現
す

る
 

将
来

の
自
分

を
表

現
す

る
 

模
擬

面
接
を

体
験

す
る

 

15
 

総
ま

と
め

 
今

後
の

方
向

性
を

考
え

る
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資
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⑤平成 29年度「キャリアデザイン 1」報告書

 

2 
 2 

実
施

結
果

 
 

2.
1 

開
講

曜
日

・
時

限
・

設
置

ク
ラ

ス
等

 
20

17
年

度
も

1
ク

ラ
ス

開
講
（

後
期

金
曜

3
限

）
と

し
、

2
名

の
教

員
に

よ
る

分
担

で
実

施
し

た
。
そ

れ
に

よ
り

、
昨

年
度

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
で

も
評

価
の

高
か

っ
た

「
多

様
性

の
あ

る
ク

ラ
ス

状
況

」
を

確
保

し
た

。
 

今
年

度
は

当
初

11
3
人

が
履

修
登

録
を

行
っ

た
。

そ
の

た
め

、
昨

年
の

SA
（

学
部

3
年

生
）

に
引

き
続

き

既
修

者
か

ら
SA

を
採

用
し

よ
う

と
複

数
回

の
募

集
を

試
み

た
が

、
応

募
者

が
お

ら
ず

実
現

で
き

な
か

っ
た

。

代
わ

り
に

TA
（

修
士

2
年

生
）

を
採

用
し

た
。

 
  

2.
2 

履
修

者
数

 
後

期
の

履
修

訂
正

期
間

を
経

て
、
履

修
者

数
は

11
5
名
（

20
16

年
度

77
名

）
と

な
っ

た
。
詳

細
は

以
下

表
1
の

通
り

。
 

履
修

者
11

5
名

中
、

15
回

全
欠

席
者

6
名

、
除

籍
者

1
名

を
除

い
た

実
履

修
者

数
は

10
8
名
（

20
16

年

度
67

名
）
で

あ
る

。
10

8
名

の
学

年
別

内
訳

は
、

1
年

45
（

26
）
名

、
2
年

36
（

15
）
名

、
3
年

27
（

20
）

名
、

4
年

5（
6）

名
で

あ
っ

た
（

括
弧

内
は

20
16

年
度

人
数

）
。

 
ま

た
自

由
科

目
で

あ
る

が
、

国
際

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
学

科
お

よ
び

心
理

学
科

は
、

科
目

の
読

み
替

え

を
行

っ
て

い
る

た
め

、
卒

業
単

位
に

認
定

さ
れ

る
。
単

位
認

定
さ

れ
る

2
学

科
の

履
修

者
は

51
名

で
実

履
修

者
の

47
.2

%
（

20
16

年
度

47
.7
％

）
、

そ
れ

以
外

は
57

名
で

あ
っ

た
。

 
 （

表
1 

履
修

者
の

詳
細

）
 

学
部

学
科

 
1
年

 
2
年

 
3
年

 
4
年

 
合

計
 

4
月

末
 

理
工

 
3 

 
 

 
3 

6 

人 文
 

国
際

コ
ミ

ュ
 

 
9 (3
) 

18
 

20

23
 

27

5 

5 

46
 

61 (3
)

37
 

日
本

文
化

 
 

1 
 

 
1 

1 
人

間
社

会
 

6(
3)

 
1 

4 
 

11
(3

) 
7 

福
祉

実
践

 
3 

 
 

 
3 

0 
情

報
 

 
1 

 
 

1 
3 

経
済

 
14

(1
) 

 
 

 
14

(1
) 

3 
教

育
 

1 
2 

 
 

3 
3 

経
営

 
11

(1
) 

15
(2

) 
 

 
26

(3
) 

45
 

デ
ザ

イ
ン

 
2 

 
 

 
2 

4 
心

理
 

5 
 

 
 

5 
4 

合
計

 
45

(5
) 

38
(2

) 
27

 
5 

11
5(

7)
 

11
3 

 
※

（
 

）
内

の
数

字
は

、
15

回
全

欠
席

者
7
名

（
う

ち
1
名

は
期

中
除

籍
者

）
に

当
た

る
人

数
。

 
  

2.
3 

出
席

率
 

平
均

出
席

率
は

71
.7

%（
20

16
年

度
75

.2
％

、
20

15
年

度
77

.7
％

）
で

、
開

講
3
年

で
最

も
低

く
な

っ

た
。

最
高

は
86

.1
％

（
第

2
回

）
、

最
低

は
56

.5
％

（
第

11
回

）
で

あ
っ

た
。

出
席

率
の

詳
細

は
図

1
参

照
。
昨

年
度

は
第

10
回

以
降

は
70

％
を

切
る

こ
と

が
な

く
安

定
し

て
い

た
の

に
対

し
て

、
今

年
度

は
全

体

に
変

動
が

大
き

か
っ

た
。

 
 

 
単

位
読

み
替

え
の

あ
る

学
科

の
み

の
出

席
率

は
84

.2
％

（
20

16
年

度
82

.3
％

）
、

そ
れ

以
外

の
学

科
は

60
.5
％

（
20

16
年

度
68

. 
 8％

）
で

あ
っ

た
。

単
位

読
み

替
え

の
あ

る
学

科
は

、
第

1
回

、
第

5
回

以
外

は
、

す
べ

て
80

%
以

上
の

出
席

率
を

保
っ

て
お

り
、
特

に
最

終
回

が
94

%
と

最
高

値
だ

っ
た

。
そ

れ
に

対
し

て
、
単

位
読

み
替

え
の

な
い

学

科
は

、
特

に
後

半
の

出
席

率
が

低
く

、
50

%
を

切
っ

た
回

が
3
回

あ
っ

た
。
こ

の
こ

と
が

全
体

の
出

席
率

を

押
し

下
げ

る
原

因
と

な
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

 
   

 

1 
 

  
20

18
年

2
月

15
日

 
明

星
教

育
セ

ン
タ

ー
 

 

授
業

実
施

報
告

書
「

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

１
」
（

20
17

年
9
月

～
20

18
年

1
月

）
 

                  1 
授

業
概

要
 

1.
1 

教
育

目
標

 
（

1）
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
の

理
論

学
習

に
基

づ
き

、
キ

ャ
リ

ア
の

考
え

方
を

知
る

 
（

2）
個

人
ワ

ー
ク

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
行

い
、

自
身

の
勤

労
観

・
職

業
観

を
育

成
す

る
 

（
3）

社
会

に
出

て
働

く
こ

と
の

様
々

な
側

面
に

つ
い

て
知

る
 

 1.
2 

行
動

目
標

・
到

達
目

標
 

（
1）

卒
業

後
に

社
会

人
と

し
て

活
躍

し
て

い
く

た
め

に
必

要
な

意
識

が
醸

成
さ

れ
る

 
（

2）
キ

ャ
リ

ア
に

関
す

る
知

識
や

理
論

を
学

び
、

自
身

の
キ

ャ
リ

ア
を

考
え

る
方

法
が

身
に

つ
く

 
（

3）
キ

ャ
リ

ア
に

つ
い

て
の

考
え

方
を

、
他

者
に

説
明

で
き

る
 

 
 

1.
3 

授
業

内
容

（
前

年
度

か
ら

の
変

更
点

）
 

 
（

1）
20

16
年

度
を

終
え

て
の

課
題

と
し

て
は

、
①

学
習

内
容

の
日

常
生

活
へ

の
活

用
の

促
進

、
②

意
欲

の
差

の
あ

る
学

生
同

士
の

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
実

施
の

工
夫

、
③

履
修

人
数
（

ク
ラ

ス
サ

イ
ズ

）
へ

の

対
応

 
④

事
前

学
習

（
自

宅
学

習
）

の
強

化
を

あ
げ

た
。

 
（

2）
大

き
な

変
更

点
と

し
て

は
、

学
習

全
体

の
継

続
性

を
考

慮
し

、
「

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
と

キ
ャ

リ
ア

」

「
ア

サ
ー

シ
ョ

ン
」

の
授

業
の

順
番

を
変

更
し

た
。

 
（

3 ）
学

習
内

容
の

日
常

生
活

へ
の

活
用

の
促

進
の

た
め

に
、

ま
ず

学
習

内
容

を
そ

の
後

の
授

業
内

で
活

用
す

る
機

会
を

増
や

し
た

。
 

（
4）

TA
を

採
用

し
、
大

人
数

で
の

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
進

行
や

意
欲

の
差

の
あ

る
グ

ル
ー

プ
へ

の
介

入
な

ど
に

、
よ

り
積

極
的

に
関

わ
っ

て
も

ら
っ

た
。

 
（

5 ）
授

業
と

レ
ポ

ー
ト

が
よ

り
連

動
す

る
よ

う
に

、
レ

ポ
ー

ト
課

題
を

出
題

し
た

授
業

回
で

レ
ポ

ー
ト

作
成

に
関

す
る

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

取
り

入
れ

た
。

 
 

 Su
m

m
ar

y（
概

要
）

 
・

今
年

度
の

「
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
１

」
は

、
1
ク

ラ
ス

で
開

講
し

履
修

者
は

10
8
名

で
あ

っ
た

（
全

欠
席

者

除
く

）
。

平
均
出

席
率

は
71

.7
％

、
単

位
読

み
替

え
の

あ
る

学
科

の
み

の
出

席
率

は
、

1
回

、
5
回

を
除

き

80
％

以
上

を
維

持
し

た
。

単
位

修
得

率
は

75
.9
％

（
82

名
）

で
あ

っ
た

が
、

単
位

読
み

替
え

の
あ

る
学

科

98
.0
％

に
対

し
て

、
そ

の
他

の
学

科
は

56
.1
％

で
あ

っ
た

。
 

・
終

了
時

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

授
業

の
到

達
目

標
達

成
に

つ
い

て
、

意
識

の
醸

成
、

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

に
関

す
る

知
識

・
方

法
の

獲
得

は
90

％
以

上
の

学
生

が
、

学
習

内
容

の
日

常
生

活
で

の
活

用
は

81
％

の
学

生
が

肯
定

的
に

回
答

し
た

。
授

業
に

出
席

し
て

よ
か

っ
た

と
答

え
た

学
生

は
95

％
、

こ
の

授
業

を
後

輩
に

推
薦

し

た
い

と
答

え
た

学
生

は
95

％
と

、
満

足
度

も
高

か
っ

た
。

 
・
全

体
と

し
て

、
学

生
た

ち
は

、
興

味
の

あ
る

心
理

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
キ

ャ
リ

ア
に

つ
い

て
学

び
、
自

分
を

見
つ

め
直

し
、
就

活
や

将
来

に
向

け
て

前
向

き
な

気
持

ち
に

な
れ

た
。
ま

た
、
他

学
年

や
他

学
部

の
人

と

沢
山

話
す

こ
と

が
で

き
、

そ
の

体
験

を
楽

し
み

、
自

分
の

た
め

に
な

る
と

感
じ

て
い

た
。

 
・

次
年

度
へ

の
課

題
と

し
て

、
①

授
業

内
容

の
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
、

②
意

欲
の

差
の

あ
る

学
生

へ
の

対
応

が

挙
げ

ら
れ

る
。

そ
れ

に
よ

り
授

業
内

容
、

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

質
を

高
め

、
学

生
の

主
体

的
な

学
び

を
深

め

て
い

き
た

い
。

 

学
部
長

30
03

08
-1

8-
1
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4 
 (1

)学
生

の
受

講
満

足
感

 
Q

1「
こ

の
授

業
に

出
席

し
て

、
ど

の
よ

う
に

思
い

ま
し

た
か

」
に

は
95

%
、

Q
4「

こ
の

授
業

を
後

輩
に

も
推

薦
し

ま
す

か
」
に

は
95

％
が

肯
定

的
に

回
答

し
、
授

業
に

対
す

る
満

足
度

は
非

常
に

高
か

っ
た

。「
と

て
も

良
か

っ
た

」
と

回
答

し
た

学
生

た
ち

は
自

由
記

述
欄

に
「

自
分

の
興

味
の

あ
る

心
理

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン
の

話
を

聞
け

て
か

つ
将

来
に

つ
い

て
も

考
え

ら
れ

た
か

ら
」
「

キ
ャ

リ
ア

の
骨

組
な

ど
を

学
べ

た
か

ら
」「

自
分

に
つ

い
て

見
つ

め
直

す
こ

と
が

で
き

た
」「

就
活

や
将

来
に

向
け

て
前

向
き

な
気

持
ち

に
な

れ
た

」

「
将

来
の

こ
と

を
考

え
る

時
間

が
た

の
し

く
て

自
分

の
た

め
に

な
っ

た
」
「

他
学

年
と

他
学

部
の

人
と

沢
山

話
す

こ
と

が
で

き
た

」
な

ど
満

足
感

の
感

じ
ら

れ
る

記
載

を
し

て
い

る
。

 
ま

た
、

Q
2「

こ
の

授
業

を
履

修
し

て
良

か
っ

た
点

は
ど

の
よ

う
な

こ
と

で
す

か
」
（

複
数

回
答

）
を

見
る

と
、「

授
業

内
容

が
将

来
の

役
に

立
つ

と
思

っ
た

」
を

66
.2
％

の
学

生
が

選
択

し
て

い
る

。「
グ

ル
ー

プ
活

動
」

は
45

.5
％

、「
色

々
な

ス
キ

ル
が

身
に

つ
い

た
」
は

35
.0
％

、「
学

部
学

科
混

成
」「

授
業

内
容

が
面

白
か

っ

た
」
は

約
30

％
が

選
択

し
た

。
昨

年
度

に
比

べ
る

と
「

グ
ル

ー
プ

活
動

の
授

業
形

態
が

よ
か

っ
た

」
を

選
ん

だ
学

生
が

約
15

％
増

え
て

い
る

。
 

後
輩

に
推

薦
す

る
理

由
の

自
由

記
述

は
、「

自
分

の
た

め
に

な
る

」「
将

来
の

役
に

立
つ

」
等

の
記

述
が

多

か
っ

た
。「

意
志

の
弱

い
後

輩
に

は
勧

め
づ

ら
い

」「
自

分
に

興
味

が
あ

っ
た

ら
取

れ
ば

良
い

。
そ

う
じ

ゃ

な
い

な
ら

迷
惑

だ
か

ら
取

ら
な

い
で

。
楽

単
だ

と
思

っ
て

取
る

と
、

割
と

レ
ポ

ー
ト

辛
い

」
等

の
記

述

も
あ

っ
た

。
し

っ
か

り
取

り
組

む
必

要
の

あ
る

授
業

だ
と

感
じ

て
い

る
様

子
が

分
か

る
。

 
第

1
回

授
業

時
に

も
「

履
修

し
た

理
由

」
を

尋
ね

て
い

る
。
「

将
来

の
役

に
立

ち
そ

う
だ

」
が

最
も

多
く

68
.4
％

、
「

色
々

な
ス

キ
ル

が
身

に
付

き
そ

う
」

43
.4
％

、
「

授
業

内
容

が
面

白
そ

う
」
が

32
.9
％

で
あ

っ
た

。
一

方
「

曜
日

や
時

間
の

都
合

が
よ

か
っ

た
」
も

50
%
弱

の
人

た
ち

が
選

ん
で

い
た

。
複

数

回
答

の
た

め
一

概
に

は
言

え
な

い
が

、
こ

の
意

識
の

差
が

、
出

席
率

や
単

位
修

得
率

の
ば

ら
つ

き
に

つ

な
が

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。
 

 
 (

2)
授

業
に

対
す

る
取

り
組

み
 

Q
3「

こ
の

授
業

に
ど

の
よ

う
に

取
り

組
み

ま
し

た
か

」
は

「
非

常
に

積
極

的
に

取
り

組
め

た
」
「

積
極

的

に
取

り
組

め
た

」
が

70
％
（

20
16

年
度

63
％

）
で

あ
り

、
自

由
記

述
に

は
、
授

業
内

容
に

興
味

が
あ

っ
た

り
、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
楽

し
ん

だ
り

し
て

い
る

様
子

が
見

ら
れ

る
。「

ま
あ

ま
あ

取
り

組
め

た
」
は

27
％

（
20

16
年

度
37

％
）
で

、
自

由
記

述
に

は
「

人
見

知
り

だ
っ

た
の

で
」「

ち
ゃ

ん
と

意
見

を
グ

ル
ー

プ
の

人

に
出

せ
た

と
き

が
な

か
っ

た
た

め
」
と

い
っ

た
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

形
式

の
授

業
に

な
じ

め
な

い
様

子
や

、「
真

面
目

に
と

り
く

ま
な

い
人

も
い

る
た

め
」
等

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
質

に
問

題
を

感
じ

て
い

る
様

子
が

見
ら

れ
た

。
 

 
(3

)授
業

内
容

・
進

め
方

に
つ

い
て

 
Q

9「
授

業
内

容
」
（

各
回

の
授

業
テ

ー
マ

・
授

業
内

で
取

り
上

げ
た

理
論

の
内

容
や

量
・

教
材

）
は

回
答

者
の

全
員

が
肯

定
的

に
回

答
し

た
が

、
Q

11
「

授
業

の
進

め
方

」（
各
回

の
授

業
構

成
・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の

内
容
・
時

間
配

分
等

）
は

、
7％

が
「

あ
ま

り
よ

く
な

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

。
自

由
記

述
を

見
る

と
、「

グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
時

間
が

短
い

」「
リ

ア
ク

シ
ョ

ン
シ

ー
ト

を
書

く
時

間
が

短
い

」「
座

席
指

定
は

も
っ

と
バ

ラ
バ

ラ
で

よ
い

」
「

後
か

ら
（

遅
れ

て
）

来
る

人
の

対
応

」
等

の
指

摘
が

あ
っ

た
。

 
Q

10
「

良
か

っ
た

授
業

回
（

複
数

回
答

）
」
で

は
、「

第
8
回

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
」「

第
9
回

働
く

上
で

の
ス

ト
レ

ス
」
を

50
％

以
上

の
学

生
が

選
択

し
た

。
次

い
で
「

第
13

回
自

分
の

働
き

方
を

考
え

る
」「

第
15

回

今
後

の
計

画
を

立
て

る
」「

第
7
回

意
思

決
定

」
と

続
き

、
こ

れ
ら

は
す

べ
て

30
％

以
上

の
学

生
が

選
択

し

て
い

る
。

 
Q

12
「

良
か

っ
た

授
業

の
進

め
方

」
で

は
、「

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
」
は

71
.9
％

、「
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

」
は

59
.7
％

の
学

生
が

選
択

し
て

い
る

。
次

い
で

「
個

人
ワ

ー
ク

」
41

.8
％

、
「

講
義

」
35

.8
％

と
な

っ
た

。
 

Q
14

「
講

義
と

演
習

の
バ

ラ
ン

ス
」
は
「
今

の
ま

ま
で

良
い

」
が

83
％

、
Q

13
「

ク
ラ

ス
の

人
数
（

ク
ラ

ス
サ

イ
ズ

）
」
は

「
ち

ょ
う

ど
よ

い
」

が
60

％
（

20
16

年
度

65
％

）
だ

っ
た

。
ク

ラ
ス

サ
イ

ズ
は

、
昨

年

度
の

67
人

に
対

し
て

、
今

年
度

は
10

8
人

と
1.

5
倍

以
上

の
人

数
で

あ
っ

た
が

、
学

生
の

反
応

は
殆

ど
変

わ
り

が
な

か
っ

た
。

 
 

 
以

上
、
授

業
内

容
、
進

め
方

、
ク

ラ
ス

サ
イ

ズ
と

も
、
昨

年
に

引
き

続
き

学
生

の
評

価
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

と
言

え
る

こ
と

か
ら

、
基

本
的

な
構

造
は

、
来

年
度

も
同

様
で

良
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 

3 
 図

1 
出
席
率

 

 
2.

4 
単
位
修
得
率

 
単
位
修
得
者
は

82
名
で
、
全
欠
席
者
を
除
く
単
位
修
得
率
は

75
.9
％
（

20
16

年
度

77
.6
％
、

20
15

年

度
84

.6
％
）
で
あ
っ
た
。

 
単
位
読
み
替
え
の
あ
る
学
科
の
単
位
修
得
率
は

98
.0（

87
.5
）
％
、
単
位
読
み
替
え
の
な
い
学
科
は

56
.1

（
68

.5
）
％
と
な
り
、
単
位
読
み
替
え
の
あ
る
学
科
と
そ
れ
以
外
で
は

42
（

19
）
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
あ
っ
た

（
括
弧
内
は

20
16

年
度
）
。
今
年
度
は
、
単
位
読
み
替
え
が
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
る
差
が
非
常
に
大
き
か
っ

た
。
出
席
率
に
も
大
き
な
差
が
あ
り
、
全
欠
席
者
も
す
べ
て
単
位
読
み
替
え
の
な
い
学
科
で
あ
り
、
学
生
の

授
業
へ
の
取
り
組
み
態
度
に
よ
り
、
単
位
修
得
率
に
も
差
が
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
  3 

授
業
評
価

 
 
 
第

15
回
授
業
内
で
、
今
後
の
授
業
改
善
の
た
め
の
終
了
時
ア
ン
ケ
ー
ト
（
記
名
式
）
を
実
施
し
た
。
回

答
数
は

77
名
（

20
16

年
度

49
名

、
20

15
年

度
20

名
）
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
学
生
に
よ

る
授
業
評
価
を
見
て
い
く
（
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
に
よ
っ
て
は
学
生
の
記
載
漏
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
項
目
ご
と

の
回
答
者
数
で
％
を
算
出
し
て
い
る
）
。

 
  

3.
1 

教
育
目
標
の
達
成

 
 

 
行
動
目
標
・
到
達
目
標
に
関
し
、
達
成
度
を

4
件
法
で
尋
ね
た
。

 
 

Q
5「

キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
知
識
や
理
論
を
知
り
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
方
法
が
身
に
つ
い
た
」
に

「
4：

十
分
に
達
成
さ
れ
た
」
「

3：
割
と
達
成
さ
れ
た
」
と
肯
定
的
に
答
え
た
割
合
は

96
％
（

20
16

年
度

94
％

）
で
あ
っ
た
。
同
様
に
肯
定
的
な
回
答
は

Q
6「

社
会
に
出
て
働
く
こ
と
の
様
々
な
側
面
に
つ
い
て
理

解
し
、
卒
業
後
に
社
会
人
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
意
識
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
91

％
（

20
16

年
度

96
%
）
、

Q
7「

授
業
で
学
ん
だ
知
識
を
他
者
に
説
明
し
た
り
、
日
常
生
活
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」

81
％
（

20
16

年
度

82
%
）
と
な
っ
た
。

 
全
体
の
傾
向
は
昨
年
と
特
段
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、
全
て
の
項
目
で
「
と
て
も
そ
う
思
う
」
の
割
合
が

増
え
て
い
る
。
一
方
「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
と
の
回
答
も
一
定
数
あ
り
、
ク
ラ
ス
内
の
学
生
の
評
価
に

ば
ら
つ
き
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 
 

Q
8「

学
ん
だ
こ
と
、
身
に
つ
い
た
こ
と
の
自
由
記
述
」
に
は
、
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
り
積
極
性
や
コ

ミ
ュ
力
が
上
が
っ
た
」「

将
来
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」「

視
野
が
広
が
っ
た
」「

違
っ
た
視
点

で
物
事
を
み
る
」
「
計
画
性
」
等
の
記
述
が
あ
っ
た
。

 
 

3.
2 

学
生
の
満
足
感
・
反
応
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資
料

１
 2

01
7
年

度
｢
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
１

｣
授

業
終

了
時

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
（

１
/２

）
 

5 
  

3.
3 

教
員

か
ら

見
た

授
業

評
価

 
（

1）
学

生
の

様
子

 
全

体
と

し
て

、
学

生
た

ち
は

授
業

内
容

に
興

味
を

持
ち

、
演

習
等

に
も

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

た
。

卒
業

単
位

に
読

み
替

え
の

な
い

学
生

の
う

ち
単

位
修

得
で

き
た

半
数

の
学

生
た

ち
も

熱
心

な
取

り
組

み

だ
っ

た
。
「

僕
は

単
位

稼
ぎ

で
は

な
く

、
自

分
に

役
立

つ
ス

キ
ル

を
獲

得
し

た
い

と
い

う
思

い
で

こ
の

科

目
を

履
修

し
ま

し
た

。
実

際
に

役
立

つ
こ

と
ば

か
り

で
勉

強
に

な
り

ま
し

た
」
の

ア
ン

ケ
ー

ト
の

記
述

か

ら
も

意
欲

が
分

か
る

。
 

 
意

欲
が

高
い

か
ら

こ
そ

、
グ

ル
ー

プ
の

編
成

に
よ

っ
て

質
の

高
い

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
が

出
来

な
い

と
、

そ
の

点
が

不
満

に
つ

な
が

る
様

子
も

あ
り

、
特

に
友

人
同

士
の

馴
れ

合
い

に
対

し
て

は
「

何
と

か
し

て
ほ

し
い

」
と

い
っ

た
意

見
も

聞
か

れ
た

。
 

 
（

2）
授

業
内

容
 

授
業

の
順

番
を

変
え

た
こ

と
に

よ
り

、
授

業
全

体
に

つ
な

が
り

が
出

来
、
学

習
内

容
を

そ
の

後
の

授
業

に
活

か
す

等
、
学

生
が

学
び

や
す

く
な

っ
た

。「
ラ

イ
フ
ス

テ
ー

ジ
と

キ
ャ

リ
ア

」
と
「

人
の

生
涯

に
か

か

わ
る

発
達

」
が

連
続

し
た

こ
と

で
理

解
度

が
高

ま
っ

た
。
ま

た
「
ア

サ
ー

シ
ョ

ン
」
を

早
め

に
行

う
こ

と

で
、
授

業
内

で
も
「

ア
サ

ー
シ

ョ
ン

を
意

識
し

て
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

に
取

り
組

む
」
こ

と
が

出
来

て
い

た
。

こ
の

よ
う

に
授

業
内

で
学

習
内

容
を

活
用

す
る

こ
と

で
、
授

業
外

で
の

知
識

の
活

用
を

意
識

さ
せ

る
こ

と

が
で

き
た

。
 

 

（
3
）

授
業

の
進

め
方

 

ク
ラ

ス
サ

イ
ズ

は
昨

年
の

1
.
5
倍

と
な

っ
た

が
、
基

本
的

な
授

業
の

進
め

方
は

、
昨

年
同

様
で

問
題

な

か
っ

た
。

今
年

度
は

、
さ

ら
に

さ
ま

ざ
ま

な
工

夫
が

実
効

性
を

持
っ

て
実

施
で

き
る

よ
う

、
複

数
教

員
・

T
A
が

協
力

し
な

が
ら

授
業

を
進

め
た

。
た

と
え

ば
、
昨

年
度

は
、
番

号
が

入
っ

た
配

付
資

料
を

学
生

が
選

ん
で

し
ま

い
、

友
人

同
士

同
じ

グ
ル

ー
プ

に
な

る
こ

と
が

あ
っ

た
。

今
年

度
は

資
料

配
付

時
に

T
A
が

関

与
す

る
こ

と
で

、
操

作
が

出
来

な
い

よ
う

に
し

た
。

 

遅
刻

ぎ
り

ぎ
り

に
来

る
学

生
へ

の
対

応
が

難
し

く
、
そ

の
た

め
う

ま
く

グ
ル

ー
プ

が
組

め
な

い
こ

と
が

あ
っ

た
。

こ
の

点
は

改
善

が
必

要
と

考
え

る
。

 

 4
 

次
年

度
に

向
け

て
の

課
題

 

 
4
.
1
 

授
業
内
容
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
 

 
 

 
授

業
に

対
す

る
学

生
の

評
価

は
高

い
も

の
の

、
「

良
か

っ
た

授
業

回
」

と
い

う
ア

ン
ケ

ー
ト

で
あ

ま
り

取
り

上
げ

ら
れ

な
い

授
業

回
も

あ
る

た
め

、
再

度
授

業
内

容
を

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

し
、
よ

り
学

生
に

と

っ
て

有
益

な
授

業
と

し
た

い
。
具

体
的

に
は

、
知

識
や

概
念

を
学

習
し

た
こ

と
が

、「
活

用
で
き

る
」「

役

立
つ

」
と

感
じ

る
仕

掛
け

等
が

考
え

ら
れ

る
。

 

 

4
.
2
 

意
欲

の
差

の
あ

る
学

生
へ

の
対

応
 

 
 

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

取
り

入
れ

た
授

業
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
グ

ル
ー

プ
内

に
意

欲
の

差
の

あ
る

メ
ン

バ
ー

が
い

る
こ

と
が

、
学

生
の

学
び

の
質

や
満

足
度

を
下

げ
る

こ
と

に
な

る
。
前

述
の

と
お

り
「

質
の

高
い

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
」
に

対
す

る
学

生
の

ニ
ー

ズ
は

高
い

。
こ

の
点

は
継

続
し

て
改

善
が

必
要

と
考

え
る

。
グ

ル
ー

プ
の

組
み

合
わ

せ
に

よ
っ

て
は

、
日

ご
ろ

意
欲

が
高

く
な

い
学

生
が

熱
心

に
取

り
組

む
こ

と
も

あ
る

。
ル

ー

ル
で

縛
る

だ
け

で
な

く
、
学

生
が

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

高
め

る
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

で
、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー

ク
の

質
を

高
め

る
働

き
か

け
が

で
き

れ
ば

と
考

え
る

。
 

さ
ら

に
、
今

年
度

も
「

履
修

し
た

も
の

の
途

中
で

脱
落

し
後

半
は

授
業

に
出

な
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
学

生
」

も
い

た
こ

と
か

ら
、
初

回
授

業
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
等

で
学

生
た

ち
に

正
確

な
情

報
を

伝
え

、
授

業
の

ね
ら

い
と

学
生

と
の

ミ
ス

マ
ッ

チ
が

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
も

必
要

と
考

え
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
上

 

添
付

資
料

：
１

．
20

17
年

度
「

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

１
」

授
業

終
了

時
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

 
 

 
 

 
２

．
授

業
実

施
内

容
一

覧
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8 
 資

料
２

 

20
17

年
度

 
「

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

１
」

授
業

内
容

 

  

回
 

月
日

 
担

当
 

 
授

業
名

 
主

な
内

容
（
ワ

ー
ク

）
 

1 
9
/8

 
鈴

木
 

キ ャ リ ア デ ザ イ ン の 基 本

 

オ
リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

・
頭

の
中

を
ア

ク
テ

ィ
ブ

に
し

て
学

ぶ
 

 
 

・「
キ

ャ
リ
ア

」が
付

く
言

葉
を

考
え

る
 

 
・
「
キ

ャ
リ
ア

デ
ザ

イ
ン

」
を

定
義

す
る

 

2 
9
/1

5 
鈴

木
 

さ
ま

ざ
ま

な
働

き
方

 
・
「仕

事
」
「働

く
こ

と
」
か

ら
イ

メ
ー

ジ
す

る
こ

と
 

 
 

・
目

的
か

ら
見

る
仕

事
の

３
つ

の
側

面
 

 
・
労

働
（
職

業
）
価

値
観

尺
度

 

3 
9
/2

2 
高

橋
 

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
と

キ
ャ

リ
ア

 
・
身

近
な

大
人

の
人

生
の

役
割

を
考

え
る

（
ﾗ
ｲ
ﾌ
ｷ
ｬ
ﾘｱ

ﾚ
ｲ
ﾝ
ﾎ
ﾞｰ

) 
・
あ

な
た

の
人

生
の

役
割

を
考

え
る

（
現

在
か

ら
将

来
へ

）
 

4 
9
/2

9 
高

橋
 

個 を 理 解 す る

 

人
の

生
涯

に
関

わ
る

発
達

 

・
人

の
一

生
に

お
け

る
発

達
を

考
え

る
 

・
大

人
と

は
、

大
学

生
と

は
 

・
大

学
入

学
後

の
私

の
変

化
 

5 
1
0/

6 
鈴

木
 

パ
ー

ソ
ナ

リ
テ

ィ
 

・
エ

ゴ
グ

ラ
ム

に
よ

る
自

分
理

解
 

 
・パ

ー
ソ

ナ
リ
テ

ィ
の

特
徴

を
つ

か
む

（
長

所
と

短
所

・
短

所
の

リ
フ

レ
ー

ミ
ン

グ
）
 

6 
1
0/

1
3 

鈴
木

 
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

 
・
自

分
の

な
り

た
い

職
種

に
特

徴
的

な
「
で

き
る

人
」
の

条
件

 
 

・
基

礎
力

の
観

点
で

汎
用

能
力

を
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

す
る

 

7 
1
0/

2
0 

高
橋

 

キ ャ リ ア の 理 論 で 自 分 の 生 き 方 を 考 え る

 

意
思

決
定

 
・
私

の
意

思
決

定
プ

ロ
セ

ス
の

分
析

 
 

・
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

：
進

路
選

択
に

悩
む

友
人

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

8 
1
0/

2
7 

高
橋

 
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

 
・
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
高

い
人

の
行

動
や

考
え

方
 

 
・
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
も

と
を

探
そ

う
（
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
あ

げ
る

た
め

に
で

き
る

こ
と

） 

9 
1
1/

1
0 

高
橋

 
働

く
上

で
の

ス
ト
レ

ス
・
あ

な
た

の
ス

ト
レ

ス
対

処
方

略
（
ｺ
ｰ

ﾋ
ﾟﾝ

ｸ
ﾞ）

を
知

ろ
う

 
 

・
あ

な
た

の
サ

ポ
ー

タ
ー

を
知

ろ
う

 
 

・
私

の
ス

ト
レ

ス
分

析
シ

ー
ト
 

1
0 

1
1/

1
7 

鈴
木

 
ア

サ
ー

シ
ョ
ン

 
･ア

サ
ー

シ
ョ
ン

と
は

 
・ア

サ
ー

テ
ィ

ブ
、

非
主

張
的

、
攻

撃
的

な
表

現
 

・
考

え
方

の
ク

セ
 

･伝
え

方
を

工
夫

す
る

（
私

メ
ッ

セ
ー

ジ
）
 

1
1 

1
1/

2
4 

高
橋

 
キ

ャ
リ
ア

を
デ

ザ
イ

ン
す

る
 

・
過

去
の

経
験

を
振

り
返

る
 

 
・今

の
自

分
を

見
つ

め
な

お
す

 
 

・
大

き
な

夢
（
キ

ャ
リ
ア

の
方

向
性

）
を

描
く

 

1
2 

1
2/

1 
高

橋
 

社 会 で 働 く 自 分 を 考 え る

 

働
く

若
者

を
取

り
巻

く
社

会
環

境
 

・
デ

ー
タ

の
見

方
 

 
・
デ

ー
タ

か
ら

考
え

る
 

・
デ

ー
タ

活
用

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

・
発

表
 

1
3 

1
2/

8 
鈴

木
 

自
分

の
働

き
方

を
考

え
る

 
・
働

き
方

に
関

す
る

考
え

方
や

そ
の

変
化

を
探

る
 

・
社

会
の

現
実

を
知

る
 

 
・
自

分
の

考
え

を
表

現
す

る
 

1
4 

1
2/

1
5 

高
橋

 
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

 
・
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

の
考

え
方

を
知

る
 

・
考

え
方

の
多

様
性

を
体

験
す

る
（
「は

た
か

ち
」カ

ー
ド

演
習

） 

1
5 

1
/1

9 
鈴

木
 

今
後

の
計

画
を

立
て

る
 

・
自

分
の

こ
れ

か
ら

を
考

え
る

 

 

7 
                                                 ※

Q
8
は
記
述
欄
の
た
め
、
グ
ラ
フ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
 

資
料

１
 2

01
7
年

度
｢
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
１

｣
授

業
終

了
時

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
（

２
/２

）
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2 
 

 
 

2.
2 

履
修

者
数

 
後

期
の

履
修

訂
正

期
間

を
経

て
、

履
修

者
数

は
16

名
と

な
っ

た
。

詳
細

は
以

下
表

1
の

通
り

。
 

 履
修

者
16

名
中

、
15

回
全

欠
席

者
を

除
い

た
履

修
者

数
は

15
名

で
あ

る
。

 
本

授
業

は
、
「

1
年

次
、

2
年

次
の

履
修

を
推

奨
す

る
」
（「

社
会

的
・

職
業

的
自

立
促

進
科

目
群

」
に

つ
い

て
の

第
2
次

答
申

（
平

成
27

年
2
月

12
日

）
）

科
目
で

あ
る

が
、

今
年

度
の

学
年

別
履

修
者

は
、

2
年

9
名

、
3
年

6
名

で
あ

っ
た

。
 

ま
た

自
由

科
目

で
あ

る
が

、
デ

ザ
イ

ン
学

科
は

科
目

の
読

み
替

え
を

行
っ

て
い

る
た

め
、

卒
業

単
位

に
認

定
さ

れ
る

。
 

 
（

表
1 

履
修

者
の

詳
細

）
 

 
学

部
学

科
 

2
年

 
3
年

 
合

計
 

理
工

 
 

1 
1 

人 文
 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

4
 

5
 

9
 

日
本
文
化
 

1
 

 
1 

心
理
 

2
 

 
2 

経
営
 

1
 

 
1 

デ
ザ
イ
ン
 

1
 

 
1 

合
計
 

9 
6 

1
5 

※
除

籍
者

1
名

を
除

く
。

 
  

2.
3 

出
席

率
 

平
均

出
席

率
は

77
.3
％

で
あ

り
、

20
16

年
度
（

70
%
）
と

比
べ

上
昇

し
た

。
最

高
は

93
.3
％
（

第
6
回

）
、

 
最

低
は

60
.0
％

（
第

12
回

）
で

あ
っ

た
。

出
席

率
の

詳
細

は
図

１
を

参
照

。
第

1
回

、
第

12
回

を
除

い
て

 
は

全
て

70
%
以

上
を

維
持

し
全

体
的

に
安

定
し

た
出

席
率

で
推

移
し

た
。

 
 

 
 

 図
1 

出
席

率
 

                 

※
履

修
者

1
6
名

の
う

ち
除

籍
者

を
除

い
た

1
5
名

で
算

出
し

て
い

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
％

）

授
業

回
数

出
席

率

(全
体

)

第
１
回

6
6
.7

第
２
回

8
0
.0

第
３
回

7
3
.3

第
４
回

8
0
.0

第
５
回

8
6
.7

第
６
回

9
3
.3

第
７
回

8
6
.7

第
８
回

8
0
.0

第
９
回

7
3
.3

第
1
0
回

7
3
.3

第
1
1
回

8
0
.0

第
1
2
回

6
0
.0

第
1
3
回

7
3
.3

第
1
4
回

8
0
.0

第
1
5
回

7
3
.3

出
席
率

平
均

7
7
.
3

 

1 
  

20
18

年
2
月

22
日

 
明

星
教

育
セ

ン
タ

ー
 

  

授
業

実
施

報
告

書
「

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

２
」
（

平
成

29
年

度
後

期
）

 
          

 
           1 

授
業

概
要

 
1.

1 
教

育
目

標
 

（
1）

社
会

で
直

面
す

る
問

題
に

つ
い

て
の

ケ
ー

ス
ワ

ー
ク

を
行

い
、

現
実

的
態

度
を

身
に

つ
け

る
 

（
2）

チ
ー

ム
活

動
で

多
様

な
考

え
に

ふ
れ

、
勤

労
観

、
職

業
観

を
育

成
す

る
 

（
3）

社
会

に
出

て
働

く
上

で
必

要
な

基
礎

知
識

を
学

ぶ
 

 1.
2 

行
動

目
標

・
到

達
目

標
 

（
1）

職
業

に
就

い
て

働
い

て
い

く
た

め
に

必
要

な
職

業
労

働
に

関
す

る
種

々
の

基
礎

知
識

を
習

得
す

る
 

（
2）

各
テ

ー
マ

に
つ

い
て

、
チ

ー
ム

で
自

律
的

に
学

習
す

る
こ

と
に

よ
り

、
主

体
性

、
当

事
者

意
識

、
現

実
的

能
力

を
身

に
つ

け
る

 
 

 
1.

3 
授

業
内

容
（

前
年

度
か

ら
の

変
更

点
）

 
 

（
1 ）

学
生

が
、

主
体

的
に

授
業

に
取

り
組

む
姿

勢
を

身
に

つ
け

る
内

容
構

成
を

検
討

し
た

。
具

体
的

に

は
、
①

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
で

の
進

行
役

を
学

生
に

任
せ

る
、
②

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
準

備
な

ど
、

学
生

自
ら

進
め

る
度

合
い

を
増

や
す

等
。

 
 

（
2）

前
年

度
は

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

準
備

時
間

が
1
コ

マ
だ

っ
た

の
に

対
し

、
今

年
度

は
2
コ

マ

に
変

更
し

、
準

備
時

間
を

増
や

し
た

授
業

構
成

と
し

た
。

 
 2 

実
施

結
果

 
 

2.
1 

開
講

曜
日

・
時

限
・

設
置

ク
ラ

ス
等

 
20

17
年

度
は

1
ク

ラ
ス

開
講

（
後

期
金

曜
2
限

）
、

1
名

の
教

員
で

実
施

し
た

。
 

 

Su
m

m
ar

y（
概

要
）

 
・

今
年

度
の

「
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
2」

は
、

1
ク

ラ
ス

開
講

し
履

修
者

は
15

名
で

あ
っ

た
（

全
欠

席
者

除

く
）
。

 
平

均
出

席
率

は
77

.3
％

で
あ

り
20

16
年

度
（

70
.0

%
）

と
比

べ
上

昇
し

、
最

後
ま

で
安

定
し

た
出

席
率

で
推

移
し

た
。

 
･
終

了
時

の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
と

、
授

業
の

到
達

目
標

達
成

に
つ

い
て

、「
社

会
で

働
く

た
め

に
必

要
な

職
業

や

労
働

に
関

す
る

基
礎

知
識

の
習

得
」
、「

卒
業

後
に

社
会

人
と

し
て

活
躍

す
る

た
め

に
必

要
な

意
識

を
育

成
す

る

こ
と

」
に

つ
い

て
全

て
の

学
生

が
肯

定
的

に
回

答
し

た
。
ま

た
、
受

講
満

足
度

も
高

く
、
受

講
し

た
全

て
の

学

生
が

後
輩

に
推

薦
し

た
い

と
回

答
し

た
。

 
・

学
生

た
ち

の
授

業
へ

の
評

価
は

、
授

業
内

容
が

社
会

に
出

て
か

ら
役

に
立

つ
内

容
を

具
体

的
に

学
べ

た
こ

と

や
、

お
金

と
い

う
視

点
で
自

分
の

将
来
を

考
え

る
き
っ

か
け

と
な
っ

た
、

と
い
う

こ
と

で
非
常

に
高

い
も
の

で

あ
っ

た
。

 
・
今

年
度

は
、
授

業
の

順
序

を
入

れ
替

え
た

こ
と

や
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
進

行
を

学
生

に
任

せ
た

こ
と

に
よ

っ
て

、
学

生
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

質
が

深
ま

り
、

授
業

へ
の

参
加

の
意

識
が

高
ま

っ
た

。
 

・
次

年
度

の
課

題
と

し
て

、
①

専
門

家
講

師
の

変
更

、
②

受
講

者
数

を
増

や
す

取
り

組
み

が
挙

げ
ら

れ
る

。
 

 

学
部
長

30
03

08
-1

8-
2
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4 
 と

て
も

良
か

っ
た

」
だ

け
で

64
％

と
い

う
高

い
割

合
と

な
っ

て
い

る
。

法
律

や
労

働
問

題
も

そ
う

だ
が

、
人

 
生

に
お

け
る

お
金

の
問

題
、
お

金
を

キ
ー

ワ
ー

ド
に

人
生

を
考

え
る

こ
と

に
対

す
る

関
心

の
高

さ
が

こ
こ

に
表

 
れ

て
い

る
。

 
Q

8a
働

く
こ

と
に

関
わ

る
法

律
の

自
由

記
述

で
は

「
ア

ル
バ

イ
ト

と
社

員
の

違
い

が
よ

く
理

解
で

き
た

」
、

「
労

働
に

関
す

る
法

律
の

知
識

を
学

べ
た

か
ら

」
、
「

ブ
ラ

ッ
ク

企
業

の
特

徴
を

知
る

こ
と

が
で

き
た

か
ら

」

と
具

体
的

か
つ

現
実

的
な

視
点

で
働

く
こ

と
や

働
く

こ
と

に
関

す
る

法
律

を
学

べ
た

よ
う

で
あ

る
。

 
 

 Q
8b

社
会

に
出

る
時

に
必

要
な

法
律

と
知

識
の

自
由

記
述

で
は

、「
法

だ
け

で
な

く
、
会

社
独

自
の

支
援

制

度
が

存
在

す
る

と
こ

ろ
が

あ
る

と
知

れ
た

か
ら

」
、
「

女
性

の
問

題
は

男
性

の
理

解
が

必
要

だ
と

わ
か

っ
た

」

と
制

度
や

労
働

問
題

だ
け

で
な

く
、

社
会

的
な

視
点

に
気

づ
い

た
点

な
ど

が
挙

げ
ら

れ
る

。
 

 
 Q

8c
人

生
に

関
わ

る
お

金
の

自
由

記
述

で
は

、「
お
金

の
大

切
さ

が
わ

か
っ

た
」、
「

人
脈

が
自
分

の
仕

事
や

生
活

に
つ

な
が

る
こ

と
を

知
っ

た
か

ら
」
、
「

人
生

に
必

要
な

こ
と

を
お

金
の

面
か

ら
見

て
学

べ
た

」
な

ど
、

た
だ

単
に

人
生

に
お

い
て

お
金

が
大

事
と

い
う

だ
け

で
な

く
、

お
金

を
通

し
て

自
分

の
人

生
を

考
え

た
り

、

単
に

お
金

だ
け

で
な

く
人

脈
や

人
と

の
関

わ
り

が
人

生
に

お
い

て
大

事
で

あ
る

こ
と

な
ど

、
新

し
い

視
点

で

人
生

を
考

え
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

。
 

 

3
.
3
 

教
員

か
ら

見
た

授
業

評
価

 

(
1
)
テ

ー
マ

に
対

し
て

の
学

生
の

関
心

 
 
「

こ
れ

ら
の

学
び

が
な

け
れ

ば
、
ブ

ラ
ッ

ク
企

業
の

問
題

も
産

休
・
育

休
な

ど
の

制
度

も
知

ら
ず

、
言

い
な

り
に

な
っ

て
働

い
て

い
た

の
で

で
は

な
い

か
」
、「

法
だ

け
で

な
く

、
会

社
独

自
の

支
援

制
度

が
あ

る
こ

と
を

知

る
こ

と
が

で
き

た
」
と

い
う

趣
旨

の
感

想
・
意

見
が
多

く
の

学
生

か
ら

聞
か

れ
た

。
こ

れ
ら

学
生

の
意

見
を

聞

く
と

労
働

に
関

す
る

法
律

、
労

働
問

題
に

関
す

る
法

律
及

び
制

度
、
そ

し
て

生
き

て
行

く
上

で
の

お
金

の
話

と

い
う

3
つ

の
テ

ー
マ

に
対

し
て

ほ
ぼ

全
て

の
学

生
が

関
心

を
示

し
、

多
く

の
学

び
が

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。 

 
次

年
度

に
向

け
て

の
課

題
で

も
触

れ
る

が
、
こ

の
内

容
の

授
業

は
内

定
を

と
っ

た
４

年
生

に
も

薦
め

ら
れ

る

内
容

だ
と

考
え

て
い

る
。

 
(
2
)
学

生
の

主
体

的
・

積
極

的
な

学
び

の
姿

勢
 

 
今

年
度

は
昨

年
度

の
課

題
を

踏
ま

え
、

4
回

の
授

業
の

順
序

及
び

内
容

に
改

訂
を

加
え

た
。（

昨
年

度
は

①
事

前
学

習
、
②

専
門

家
の

講
義

、
③

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
準

備
、
④

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
。
今

年
度

は
①
専

門
家

の
講

義
、
②

③
講

義
内

容
の

確
認

及
び

課
題

の
確

認
、
資

料
の

収
集

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
準

備
、
④

プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

）
そ

の
結

果
、
学

生
が

課
題

の
事

前
討

議
が

十
分

に
行

え
、
調

査
や

関
連

資
料

の
収

集
の

時
間

が
で

き
、

よ
り

深
い

内
容

の
学

習
が

進
ん

だ
よ

う
で

あ
る

。
 

 
ま

た
、
学

習
の

内
容

が
深

ま
り

、
幅

広
く

な
っ

た
こ

と
に

よ
り

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

内
容

、
プ

レ
ゼ

ン

テ
ー

シ
ョ

ン
資

料
の

レ
ベ

ル
も

上
が

っ
て

い
る

。
 

 
さ

ら
に

、
他

グ
ル

ー
プ

の
発

表
に

対
し

て
の

質
問

が
出

る
こ

と
も

多
く

、
質

問
内

容
が

課
題

の
本

質
に

迫
る

も
の

も
散

見
さ

れ
た

。
 

 

 
3
.
4
 

そ
の
他
 

(
1
)
学

生
の

積
極

的
な

授
業

参
加

 
 

昨
年

度
の

課
題

と
し

て
、
学

生
の

積
極

的
な

授
業

参
加

が
挙

げ
ら

れ
て

い
た

が
、
今

年
度

は
そ

の
対

応
と

し
 

て
、

3
回

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
進

行
を

学
生

に
行

わ
せ

る
よ

う
に

し
た

。
司

会
、

タ
イ

ム
キ

ー
パ

ー
が

 
主

な
仕

事
で

あ
る

が
、
自

分
た

ち
で

こ
の

時
間

を
進

め
て

行
く

と
い

う
気

持
ち

は
伝

わ
っ

て
く

る
が

、
よ

り
良

 
い

進
行

を
し

て
よ

り
良

い
場

を
作

る
と

い
う

と
こ

ろ
ま

で
は

到
達

し
て

い
な

か
っ

た
。
進

行
に

つ
い

て
は

、
事

 
前

に
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
時

間
を

設
け

る
な

ど
次

年
度

に
向

け
て

改
善

し
た

い
。

 
(2

)討
議

に
つ

い
て

 
 

今
年

度
は

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
準

備
の

時
間

が
２

コ
マ

あ
り

、
そ

の
２

コ
マ

に
つ

い
て

は
学

生
に

ゴ
ー

 
ル

を
示

し
、
基

本
的

に
は

そ
れ

ぞ
れ

の
グ

ル
ー

プ
が

進
め

て
い

く
た

め
、
学

生
同

士
の

討
議

時
間

が
多

く
な

っ

て
い

る
。
教

員
も

そ
の

間
グ

ル
ー

プ
を

回
り

な
が

ら
、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
ト

し
て

い
く

が
、
グ

ル
ー

プ
の

メ
ン

バ

ー
構

成
に

よ
っ

て
議

論
の

質
に

ば
ら

つ
き

が
多

く
見

ら
れ

た
。
グ

ル
ー

プ
の

中
に

積
極

性
が

高
く

、
意

識
の

高

い
学

生
が

１
〜

2
名

い
る

と
そ

の
グ

ル
ー

プ
の

議
論

は
よ

り
深

く
活

性
化

さ
れ

る
が

、
そ

う
で

な
い

場
合

は
あ

り
き

た
り

の
形

で
の

議
論

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。
具

体
的

に
は

、
第

3
回

目
の

課
題

の
際

、
「
人

生
に

お
い

て

大
事

も
の

は
何

か
」
と

い
う

テ
ー

マ
に

対
し

て
、
あ

る
学

生
が
「

絶
対

お
金

で
し

ょ
」
と

い
う

意
見

を
発

し
た

 

3 
 

 

 2.
4 

単
位

修
得

率
 

 
2.

4 
単

位
修

得
率

 
単

位
修

得
者

は
11

名
で

、
除

籍
者

を
除

く
単

位
修

得
率

は
73

.9
％

（
20

16
年

度
64

.0
％

）
で

あ
っ

た
。

 
 

3 
授

業
評

価
 

 
 

第
15

回
授

業
内

で
、

今
後

の
授

業
改

善
の

た
め

の
終

了
時

ア
ン

ケ
ー

ト
（

記
名

式
）

を
実

施
し

た
。

回

答
数

は
11

名
で

あ
っ

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
を

も
と

に
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

を
見

て
い

く
。

 
  
3
.
1
 

教
育
目
標
の
達
成
 

 
 

行
動

目
標

・
到

達
目

標
に

関
し

、
達

成
度

を
4
件

法
で

尋
ね

た
。

 

 

Q
5「

職
業

に
就

い
て

働
い

て
い

く
た

め
に

必
要

な
職

業
や

労
働

に
関

す
る

様
々

な
基

礎
的

知
識

を
習

得
す

る
こ

と
が

で
き

た
」

に
「

4:
と

て
も

そ
う

思
う

」
、
「

3:
そ

う
思

う
」

と
肯

定
的

に
答

え
た

割
合

は
10

0％
で

あ

っ
た

。
Q

6「
社

会
に

出
て

働
く

こ
と

の
様

々
な

側
面

に
つ

い
て

理
解

し
、
卒

業
後

に
社

会
人

と
し

て
活

躍
す

る

た
め

に
必

要
な

意
識

を
育

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
」

に
「

4:
と

て
も

そ
う

思
う

」、
「

3:
そ

う
思

う
」

と
肯

定
的

に
答

え
た

割
合

も
10

0％
で

あ
っ

た
。
ま

た
、

Q
7「

そ
の

他
学

ん
だ

こ
と

、
身

に
つ

い
て

こ
と

」
に

つ
い

て
の

自
由

記
述

に
は

「
グ

ル
ー

プ
活

動
に

よ
り

集
団

の
中

で
自

分
ら

し
く

振
る

舞
う

こ
と

」
「

在
学

中
も

人
脈

を
広

げ
る

こ
と

が
で

き
る

」「
プ
レ

ゼ
ン

、
さ

ま
ざ

ま
な

法
律

、
お

金
の

使
い

方
」「

伝
え

た
い

と
い

う
気

持
ち

」
な

ど
が

記
載

さ
れ

て
い

た
。

 
昨

年
度

は
同

様
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
て

い
な

い
た

め
、
比

較
対

象
が

な
い

が
、
数

値
を

見
る

限
り

で
は

、

ほ
と

ん
ど

の
学

生
が

行
動

目
標
・
到

達
目

標
に

関
し

て
達

成
し

た
こ

と
が

わ
か

る
。
ま

た
、
後

述
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
や

授
業

後
の

感
想

な
ど

か
ら

、
学

生
は

学
ん

だ
内

容
が

卒
業

後
社

会
に

出
て

か
ら

遭
遇

す
る

可
能

性
の

あ
る

諸
問

題
の

役
に

立
つ

こ
と

、
今

後
の

人
生

に
役

立
つ

こ
と

で
あ

る
こ

と
へ

の
認

識
も

あ
る

よ
う

に
見

受
け

ら
れ

る
。

 
そ

の
他

、
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
や

自
己

表
現
・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

も
こ

の
授

業
を

通
し

て
身

に
つ

い
た

と
い

う
意

見
が

Q
7
以

外
の

ア
ン

ケ
ー

ト
項

目
で

も
見

ら
れ

た
。

 
  

3
.
2
 

学
生
の
満
足
感
・
反
応
 

(
1
)
学

生
の

受
講

満
足

感
 

Q
1「

あ
な

た
は

こ
の

授
業

に
出

席
し

て
、
ど

の
よ

う
に

思
い

ま
し

た
か

」
、

Q
４
「

こ
の

授
業

を
後

輩
に

も
推

薦
し

ま
す

か
」

に
は

10
0％

が
肯

定
的

に
回

答
し

、
授

業
に

対
す

る
満

足
度

は
高

い
も

の
と

な
っ

た
。

ま
た

、

Q
2「

こ
の

授
業

を
履

修
し

て
良

か
っ

た
点

は
ど

の
よ

う
な

こ
と

で
す

か
」（

複
数

回
答

）
で

は
、「

2:
 授

業
内

容
が

将
来

の
役

に
立

つ
と

思
っ

た
」
が

82
％

、「
3:

 専
門

家
の

話
を

聞
き

知
識

が
得

ら
れ

た
」
が

73
％

、「
1:

 
授

業
内

容
が

面
白

か
っ

た
」
が

64
％

で
あ

っ
た

。
さ

ら
に

、
Q

4
の

記
述

回
答

で
は
「

単
位

に
な

ら
な

い
け

ど
、

 
役

に
立

つ
の

で
」

と
い

う
内

容
に

対
す

る
高

い
評

価
も

見
ら

れ
た

。
 

こ
れ

ら
の

結
果

を
見

て
も

、
授

業
内

容
へ

の
関

心
の

高
さ

や
満

足
度

が
高

い
こ

と
が

見
て

取
れ

る
。

 
 

Q
1
の

自
由

記
述

で
も

、「
将

来
に

役
立

つ
」
、「

主
体
性

や
プ

レ
ゼ

ン
の

や
り

方
が

学
べ

た
」
、「

専
門

家
の

生

の
声

が
聞

け
て

よ
か

っ
た

」
と

い
う

意
見

が
あ

り
、
授

業
内

容
の

評
価

や
学

生
の

肯
定

的
な

反
応

が
見

て
取

れ

る
。

 
 
(
2
)
授

業
に

対
す

る
取

り
組

み
 

Q
3「

あ
な

た
は

こ
の

授
業

に
ど

の
よ

う
に

取
り

組
み

ま
し

た
か

」
へ

の
回

答
は
「

４
：
非

常
に

積
極

的
に

取

り
組

め
た

」
、「

３
：
積

極
的

に
取

り
組

め
た

」
合

わ
せ

て
10

0％
と

な
っ

て
い

る
。
そ

の
理

由
に

つ
い

て
、「

自

分
の

意
見

を
そ

れ
な

り
に

グ
ル

ー
プ

内
で

言
え

た
」
、「

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

苦
手

な
私

が
グ

ル
ー

プ
ワ

ー

ク
に

し
っ

か
り

取
り

組
め

た
か

ら
」
、「

本
な

ど
か

ら
知

識
を

得
る

努
力

を
し

た
か

ら
」
な

ど
積

極
的

に
授

業
に

参
加

し
た

こ
と

を
自

覚
的

に
記

述
し

て
い

る
回

答
が

目
立

っ
た

。
 

 
(
3
)
授

業
内

容
に

つ
い

て
 

 
3
つ

の
テ

ー
マ

に
つ

い
て

の
評

価
は

（
３

テ
ー

マ
）

全
て

が
「

４
：

と
て

も
良

か
っ

た
 

 
３

：
わ

り
と

良
 

か
っ

た
」
と

い
う

肯
定

的
回

答
が

10
0％

で
あ

っ
た

。
特

に
第

3
回
「

人
生

に
関

わ
る

お
金

」
に

つ
い

て
は
「

４
：
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6 
                                                   

資
料

１
 2

01
7
年

度
｢
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
２

｣
授

業
終

了
時

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
（

１
/２

）
 

 

5 
 の

に
対

し
て

、「
本

当
に

お
金

だ
け

な
の

か
？

」
と

い
う

発
言

が
出

て
そ

こ
か

ら
議

論
が

深
ま

り
、
最

初
に

意
見

を
言

っ
た

学
生

自
身

が
「

お
金

も
大

事
だ

け
ど

、
も

っ
と

大
事

な
こ

と
が

あ
る

こ
と

に
気

づ
い

た
」
と

い
う

感

想
を

授
業

後
に

残
し

て
い

た
。

 
 

こ
の

よ
う

な
議

論
が

で
き

る
よ

う
な

ク
ラ

ス
に

す
る

に
は

ど
う

し
た

ら
い

い
の

か
、
教

員
の

働
き

か
け

や
グ

ル
ー

プ
編

成
、

問
い

の
設

定
な

ど
今

後
も

試
行

錯
誤

が
必

要
で

あ
る

。
 

 4
 

次
年

度
に

向
け

て
の

課
題

 

4
.
1
専

門
家

講
師

の
変

更
 

 
2
年

間
授

業
を

実
施

し
て

来
た

が
、
次

年
度

は
授

業
趣

旨
を

踏
ま

え
た

上
で

、
弁

護
士

協
会

や
労

働
基

準
局

、

FP
協

会
な

ど
か

ら
専

門
家

の
講

師
派

遣
を

検
討

し
て

い
き

た
い

。
 

 4
.
2
受

講
者

数
を

増
や

す
取

り
組

み
 

 
履

修
者

15
名

、
単

位
取

得
者

11
名

と
い

う
人

数
を

ど
う

増
や

し
て

い
く

か
は

昨
年

同
様

の
大

き
な

課
題

で

あ
る

。
引

き
続

き
受

講
者

数
を

増
や

す
取

り
組

み
に

つ
い

て
考

え
て

い
き

た
い

。
ま

た
、
こ

の
授

業
は

2
年

生

と
3
年

生
を

中
心

に
履

修
登

録
し

て
い

る
が

、
将

来
社

会
に

出
た

と
き

に
役

立
つ

内
容

で
あ

る
こ

と
を

鑑
み

る

と
4
年

生
に

も
受

講
し

て
欲

し
い

授
業

で
あ

る
。
そ

の
た

め
、

4
年

生
に

向
け

て
の

ア
ナ

ウ
ン

ス
も

強
化

し
て

い
き

た
い

。
 

    
  

添
付

資
料

：
１

．
20

17
年

度
「

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

２
」

終
了

時
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

 
 

 
 

 
２

．
授

業
実

施
内

容
一

覧
 

以
上
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7 
                           ※

Q
7
は
記
述
欄
の
た
め
、
グ
ラ
フ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
 資

料
２

 
授

業
実

施
内

容
一

覧
 

 回
 

授
業
内
容

 
授
業
日

１
 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）

 
9/

8 
２

 
授
業
の
事
前
準
備
（
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
べ
、
考
え
る
）

 
9/

15
 

３
 

専
門
家
か
ら
学
ぶ
（
テ
ー
マ
：
自
分
を
守
る
法
律
）

 
9/

22
 

４
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
準
備

1（
ま
と
め
、
整
理
、
調
査
）

 
9/

29
 

５
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
準
備
２
（
資
料
作
成
、
共
有
、
シ
ナ
リ
オ
等
）

 
10

/6
 

６
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
論
評

 
10

/1
3 

７
 

専
門
家
か
ら
学
ぶ
（
テ
ー
マ
：
多
様
な
働
き
方
）

 
10

/2
0 

８
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
準
備
１
（
ま
と
め
、
整
理
、
調
査
）

 
10

/2
7 

９
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
準
備
２
（
資
料
作
成
、
共
有
、
シ
ナ
リ
オ
等
）

 
11

/1
0 

10
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
論
評

 
11

/1
7 

11
 

専
門
家
か
ら
学
ぶ
（
テ
ー
マ
：
人
生
に
掛
か
る
お
金
）

 
11

/2
4 

12
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
準
備
１
（
ま
と
め
、
整
理
、
調
査
）

 
12

/1
 

13
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
準
備
２
（
資
料
作
成
、
共
有
、
シ
ナ
リ
オ
等
）

 
12

/8
 

14
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
論
評

 
12

/1
5 

15
 

ま
と
め

 
1/

19
 

 

資
料

１
 2

01
7
年

度
｢
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
２

｣
授

業
終

了
時

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
（

２
/２

）
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■
キ
ャ
ン
パ
ス
の

IT
 化

の
導
入

 2
00

0（
平
成

12
）
年
～

20
01

（
平
成

13
）
年

 
 

■
心
理
相
談
セ
ン
タ
ー
・
教
職
等
諸
資
格
セ
ン
タ
ー
の
開
設

 
20

01
（
平
成

13
）
年
・

20
03

（
平
成

15
）

 
 ■

明
星
大
学
日
野
校
・
青
梅
校
の
改
組

 1
99

2（
平
成

4）
年
～

20
03

（
平
成

15
）

 
  

  
  

  
  

  
■
明
星
大
学
創
立

40
 周

年
事
業

 2
00

4（
平
成

16
）
年

 
 

 平
成

29
年

11
月

3
日

 
  

  
  

  
｜

 
平
成

30
年

3
月

7
日

 

 準
企
画

展
「
学

生
の

活
躍
―

明
星

大
学
課

外
活

動
の
歴

史
」

 
 

■
課
外
活
動
の
写
真
「
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
」

 
 

■
明
星
大
学
の
課
外
活
動
の
は
じ
ま
り

 
 

■
学
生
の
課
外
活
動
に
お
け
る
活
躍
の

現
在

い
ま

 
 

 平
成

30
年

3
月

22
日

 
｜

 
平
成

31
年

3
月
上
旬

(予
定

) 

 企
画
展

「
理
工

学
部

の
体
験

教
育

」
展

 
 

■
理
工
学
の
教
育
の
あ
ゆ
み

「
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
」

 
 

■
「
理
工
学
部
の
体
験
教
育
」

展
に
つ
い
て

 
 

 ■
明
星
大
学
理
工
学
部
の
教
育
の
歩
み

 
 

■
明
星
学
苑
日
食
観
測
団
に
よ
る
南
米
皆
既
日
食
観
測

 
 

■
理
工
学
部
の
体
験
教
育
の
今

 
 

       

平
成

29
年

度
 明

星
教

育
セ

ン
タ

ー
 自

校
教

育
事

業
報

告
 

－
明

星
資

料
展

示
室

と
明

星
教

育
セ

ン
タ

ー
自

校
教

育
講

座
―

 

  

１
．

明
星

大
学

資
料

図
書

館
（

15
号

館
）

明
星

資
料

展
示

室
展

示
 

 【
明

星
資

料
展

示
室

概
要

】
 

 
明
星
資
料
展
示
室
は
、
明
星
大
学
創
立

50
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
で
あ
る
明
星
大
学
資
料
図
書
館
（

15
号
館
）

の
改
修
に
伴
い
、

20
14

（
平
成

26
）
年
に
開
設
し
た
明
星
大
学
の
教
育
・
歴
史
を
紹
介
す
る
展
示
室
で
あ
る
。
こ
の

展
示
室
で
は
、
明
星
大
学
創
立
以
来
の
歴
史
を
テ
ー
マ
別
に
紹
介
す
る
常
設
展
示
、
明
星
大
学
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

物
・
学
生
生
活
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
り
変
わ
り
な
ど
を
紹
介
す
る
準
企
画
展
（
年

1
回
展
示
替
え
）、

同
フ
ロ
ア
（
資

料
図
書
館

2
階
）
に
あ
る
明
星
貴
重
書
室
・
明
星
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と

の
共
通
テ
ー
マ
の
も
と
、
明
星
大
学
と
明
星
大
学

図
書
館
所
蔵
の
貴
重
書
と
の
関
連

を
紹
介
す
る
企
画
展
示
（
年
数
回
展
示
替
え
）
の

3
つ
展
示
ス
ペ
ー
ス
か
ら
な
る
。

 
平
成

29
年
度
は
、
準
企
画
展
と
し
て
、

19
94

（
平
成

6）
年

~2
00

4（
平
成

16
）
年
の

10
年
間
の
明
星
大
学
の

発
展
を
紹
介
す
る
「
転
換
期
・
再
発
展
期
の
明
星
大
学

」
展
や

11
月
上
旬
開
催
の
大
学
祭
に
合
わ
せ
て
学
生
の
部
活

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介
す
る

「
学
生
の
活
躍
―
明
星
大
学
課
外
活
動
の
歴
史
」
展
を
開
催
し
た
。
企
画
展
と

し
て
は
、
明
星
大
学
図
書
館
企
画
「

明
星
大
学
貴
重
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

 コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
と
ガ
リ
レ
オ
―
近
代
天
文

学
の
夜
明
け
―

」
展
の
合
同
企
画
と
し
て
「
理
工
学
部
の
体
験
教
育
」
展
を
開
催
し
た
。
以
下
、
平
成

29
年
度
の
資

料
図
書
館
明
星
資
料
展
示
室
の
展
示

に
関
し
て
、
会
期
・
展
示
内
容
（
テ
ー
マ
）
を
紹
介

す
る
。

 
 【

明
星

資
料

展
示

室
展

示
記

録
】

 
 

会
期

 
展

示
内

容
（
テ

ー
マ

）
 

 平
成

29
年

11
月

3
日

 
｜

 
平
成

30
年

10
月
下
旬

 
（
予
定
）

 

 準
企
画

展
「
転

換
期

・
再
発

展
期

の
明
星

大
学

」
 

 ■
転
換
期
・
再
発
展
期
の
明
星
大
学

 1
99

4（
平
成

6）
年
～

20
04

（
平
成

16
）
年

 
 
■
再
発
展
期
の
キ
ャ
ン
パ
ス
図

 1
99

4（
平
成

6）
年
～

20
04

（
平
成

16
）
年

 
 
■
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発

 1
99

5(
平
成

7)
年
～

20
04

(平
成

16
)年
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企
画

展
「
「

明
星
大

学
の

教
育

」
展

 
                                     

【
平

成
29

年
度

 展
示

の
様

子
】

 
 

準
企
画

展
準
企

画
展

「
転
換

期
・

再
発
展

期
の

明
星
大

学
」

 
            

準
企
画

展
「
学

生
の

課
外
活

動
の

歴
史
」
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■
場

所
：
明
星
大
学
本
館

2
階

  
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

 
 

 【
講
座

の
様
子

】
 

                        

明
星
大
学
理
工
学
部

 合
田

 一
夫
教
授
に
よ
る
講
座

 

明
星
大
学
理
工
学
部

 原
田

 久
志
教
授
に
よ
る
講
座

 
 

２
．

明
星

教
育

セ
ン

タ
ー

自
校

教
育

講
座

 
 

明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
明
星
教
育
に
関
す
る
研
究
・
啓
発
・
広
報
活
動
並
び
に
明
星
教
育
の
具
現
化
及
び
学
生

の
社
会
的
・
職
業
的
・
自
立
促
進
等

に
関
す
る
教
育
研
究
活
動
を
実
践
す
る
た
め
に
、
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
自
校
教

育
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。
平
成

29
年
度
は
、
「
理
工
学
部
の
体
験
教
育
」
展
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
、

理
工
学
部
の

歴
史
・
教
育
の
あ
ゆ
み
を
学
ぶ
た
め
、
以
下
の
講
座
を
開
催
し
た
。
開
講
日
時
内
容
等
を
紹
介

す
る
。

 
 【

講
座

内
容

】
 

 開
催
日

 
概
要

 
 平
成

30
年

2
月

23
日

 
11

:0
0～

12
:0

0 
    

 第
1
回

 自
校
教
育

講
座

 
 ■
テ

 ー
 マ

：
「
理
工
学
部
か
ら
み
た
明
星
大
学
の
歩
み

」
 

 ■
内

容
：
明
星
大
学
創
設
と
共
に
開
設
さ
れ
た
理
工
学
部
の
歴
史
・
教
育

の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
、
卒
業
生
で
も
あ
り
、
現
役
教
員
で
も
あ

る
講
師
を
向
か
え
て
、
講
座
を
開
催
す
る
。

 
 ■
講
師
：
明
星
大
学
理
工
学
部

 合
田

 
一
夫
教
授

  
 

 ■
場

所
：
明
星
大
学
本
館

2
階

  
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

 
 

 平
成

30
年

2
月

23
日

 
10

:0
0～

11
:0

0 
  

 第
2
回

 自
校
教
育

講
座

 
 ■

テ
 ー

 マ
：
「
理
工
学
部
か
ら
み
た
明
星
大
学
の
歩
み

」
 

 ■
内

容
：
明
星
大
学
創
設
と
共
に
開
設
さ
れ
た
理
工
学
部
の
歴
史
・
教
育

 
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
、
卒
業
生
で
も
あ
り
、
現
役
教
員
で
も
あ

る
講
師
を
向
か
え
て
、
講
座
を
開
催
す
る
。

 
 ■
講
師
：
明
星
大
学
理
工
学
部

 原
田

 
久
志
教
授
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